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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本

会は定期刊行物PhycologicalResearch (英文誌)を年4回， r藻類J(和文誌)を年3回刊行し，会員に無料で頒布
する。普通会員は本年度の年会費8，000円(学生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は15，000円，

賛助会員の会費は l口30，∞o円とする。

問い合わせ，連絡先

(庶務)干990・8560山形市小白川町1-4・12山形大学理学部生物学科

菱沼佑 Tel:023-628-4615Fax:023-628-4625 e-mai1 hishinum@sci.kj.yamagata・u.ac.jp

(会計)干990-8560山形市小白川町1-4・12山形大学理学部生物学科

半津直人百1:023・628-4613Fax:023-628-4625 e-mai1 hanzawa@民i.kj伊 magata・u.肌 jp

(会員事務担当:入退会司住所変更，会費)干780-8520高知市幡町2ふ 1高知大学理学部自然環境学科

峯一朗 Tel:088-844・8309Fax:088-844・8356e-mail mine@cc.加chi-u.配 .jp;jsph肝ol@anet.ne.jp

和文誌「藻類|への投稿:干 108-8477東京都港区港南4-5・7東京水産大学資源育成学科

田中次郎 Tel & Fax 03-5463-0526， e-mai1 jtanaka@tokyo-u-fish.ac.jp 

英文誌Phvcoloe:icalRe閣 archへの投稿:干 051・0003室蘭市母恋南町 1-13北海道大学理学部附属海藻研究施設

本村泰三 Tel 0143-22-2846， Fax 0143・22-4135，e-mai1 motomura@bio.sci.hokudai.ac.jp 
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Algae 2002開催のお知らせ(その 2) 

本誌前号 (2001年2号)でご案内しま したように，下記の要領でAlgae2002 [第26回日本藻類学会

(JSP)大会 ・JSP50周年記念行事 -第3回アジア太平洋藻類学フォーラム合同会議(APPF)]を開催いた

します。どうぞ奮ってご参加 くださいますようお願いします。また本大会の詳細および更新について

は，以下の URLに随時掲載しております。併せてご利用ください。

URL: http://www-sp2000ao.nies.go.jp/algae2002/index.htm 

1日程

2002年7月 L9日 (金): JSP50周年記念公開シンポジウム

7月20日(土): JSP50周年記念行事，ポスタ一発表 JSP総会 JSP50 周年記念パーティ ー

7月21日(日):基調講演，シンポジウム，ポスタ一発表

7月22日(月):基調講演，シンポジウム，ポスタ一発表，若手コンペティション

7月23日 (火):シンポジウム，ポスター発表，エクスカーション，懇親会

7月24日(水):基調講演，シンポジウム，ポスタ一発表，APPA総会，閉会

2.会場

独立行政法人産業技術総合研究所共用講堂 (3頁の地図参照)

3.参加費

会期前半 (7/19-21)のみ参加 (50周年記念パーティー代を含む): J5，000円(学生 10，000円)

全期間参加 (50周年記念パーティー代と懇親会費を含む): 30，000円(学生 L5，000円)

4.発表申込司発表要旨原稿送付司参加申込，参加費送金について

発表申込，発表要旨原稿，参加申込は，下記URLで公開されている申込票に直接必要事項を記入す

るか，巴ーmaiJに必要事項を書き込んで送付するか，本誌綴じ込みの発表申込票/参加申込票にご記入

の上， 郵送もしくはファックスにて事務局にご送付ください。

URL: http://www-sp2000ao.nies.go.jp/alga巴2002/registerj.html 

〒305-8506つくば市小野川 16-2国立環境研究所 Algae2002事務局

Fax: 0298-50-2577， e-maiJ: algae02@nies.go.jp 

発表申込 : 2002年 l月 10日締切 (発表タイトルと発表氏名が暫定的なものであっても受け

-発表要旨原稿

・参加申込

-参加費送金

付けておりますので，期日までに送付くださいますようお願いします)

: 2002年4月 1EI締切 (3月28日から変更されましたのでご注意ください)

: 2002年4月 1/:1締切 (5月31日から変更されましたのでご注意くださし、)

: 2002年4月 l日締切，送金先 「加入者名:Algae2002口座番号:001 20-9-79608 J 
本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご利用ください。
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5編集委員会および評議委員会について

日時，場所等の詳細は追って関係者の方々にご連絡します。

6.公開シンポジウムの案内

2002年7月19日 (金)13:00から， 日本i菜類学会主催の50周年記念公開シンポジウムが予定されて

います。これは 50周年記念委員会による企画で， 詳細は追ってご案内します。

7. Algae 2002主催シンポジウムの案内

AIga巴2002が主催するシンポジウムとして以下の 111'牛と，それらのオーガナイザーが決まっていま

す (2001-10-31現在)。その他にも "Introducedspecies"，唱en巴tlCengm巴ering'¥"Populationand comlllunity 

of Illacroalgae"などについてのシンポジウムを準備中です。

1) Culture Collection : Fumie KASAI (National lnstitute for Environlllental Studies， Japan)，他 l名選考中

2) Toxic cyanobacteria : Kunilllitsu KA Y A (National lnstitute for Environlllental Studies， Japan)， Aparat 

MAHAKHANT (Thailand Institute of Scientific and T巴chnologicalRes巴創ch，

Thailand) 

3) Harmful algae : Ichiro IMAI (Kyoto University， Japan)，他 l名選考"1二1

4) Mari-culture: Masao OHNO (Kochi University， Japan)，他 l名選考中

5) "Isoyake": J巴ongI-Ia悶 M(SlIngkyllnkwan University， Korea)， Daislll叩 FUJlTA(Toyama 1'1巴f巴cturalFisheri巴sResearch 

Institut巴， Japan) 

6) Mangrove ecosystem : Jiro TANAKA (Tokyo University of Fish巴ries，Japan)， John WEST (Univ巴rsityof Melbollll1e， 

Australia) 

7) Phytogeography: W巴ndyNELSON (Musellm of New Zealand， Te Papa Tongm巴wa，New Zeeland)， Hiroshi KA WAJ 

(Kobe Univeristy Research Center for Inlancl Seas， Japan) 

B町)Systematics of ma恥croa剖Iga田e: Su山n略19Mi川nsOO(のCαhu山I

9町)Systematics of mi刊11氾cr巾oa剖Iga回e:D，川k防巴 1-10トNDA(収Ko仙hnaζanUn川川IV附巴引ri川s針ty，Jap仰】m加削a剖an昨1

10) AIりga剖1reproduction and development : Gwang I-Ioon KlM (Konju University， KOI巴a)，Taizo MOTOMURA (I-Iokkaido 

University， Japan) 

11) Physiology: Antoni巴lIaQUIGG (Rutg巴rsUniversity， U.S.A.)， I-liroyuki， SEKIMOTO (Univerity of Tokyo， Japan) 

8. Algae 2002に関するお問い合わせは下記の連絡先まで

Alga巴2002事務局 河地正伸〒 305-8506つくば市小野川 16-2国立環境研究所

T巴1:0298-50-2345， Fax: 0298-50-2577， e-mail: alga巴02@nies.go.JP

9.会場までの交通 (会場への案内図と会場見取り図を参照)

JR常磐線荒川沖!収 (上野駅より約65分)で下車。東口より関東鉄道パス(筑波大中央行，つくばセ

ンタ一行など)に乗車し，並木2丁目(荒川i中!択より約 15分)で下車，徒歩約 10分。荒川刈1駅西

口からタクシーで約 15分。

.1R常磐線土浦駅，ひたち野うしく駅からもつくばセンタ一行パスがご利用できます。

.JR東京駅八重洲南口より常磐高速パスつくば号 (つくばセンタ一行)に乗車し，並木大橋(東京駅

より約 60分)で下車，徒歩約 15分0

・つくばセンター2番乗り場より関東鉄道パス(荒)11沖駅東日行など)に乗車し，並木2丁目で下車，

徒歩約 10分。つくばセンターからタクシーで約 10分。

-なお外来者用の駐車スペースは用意されておりません。車での参加はご遠慮くださいますようお願

いします。
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会場(産業技術総合研究所)への案内図

'" 
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A会場
(110講堂)

入口

固

B会場

(220大会議室)

園

会場見取り図(共用講堂)
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10宿泊 ・交通のご案内

事務局では直接宿泊のお世話はいたしませんが， 会員皆線の便宜を図るため， (株)日本旅行に取扱

いを委託しております。宿泊が必要な会員の方は下記まで直接お願い致します。

(株)日本旅行MCSメジャー ・コングレス ・サポー トセンター 担当 :境田精二，中川淳一

干 105-0004東京都港区新橋2-16-1 ニュー新橋ピル 9階

Tel: 03-3581-2751， Fax: 03-3581-2875， e-mail: mcs_center@nta.co.jp 

営業時間 :9:30 ~ 18:00 (土日祝祭日は休業)

下記ホームページからもお申込みができます。

URL: http://www3.nta.co.jp/convention/index.html 

11.要旨の作成要領

要旨は，見本を参照の上，作成して ください。全て英文半角文字で記述し，タイトルは20単語以内，

本文は300単語以内，またタイトルは全て大文字でご記入ください。複数の共著者がいる場合は，発

表者の名前右にアステ リスク (*)を付けること，そして所属の異なる共著者がいる場合は，数字を付

けて区別するようお願いします。また所属の後に国名を記入ください。タイ トル， 発表者，所属;の末

尾にピリオドはいりません。

要旨見本

DIVERSITY OF COCCOLITHOPHORIDS AT THE COAST AREA OF MIYAKE-JIMA， JAPAN 
No巴1，M-Hぷ(1);Kawachi， M (2); Yoshida， M (1); Inouy巴， 1 (1) 
(1) Univ巴rsityof Tsulくuba，JAPAN; (2) National Institute for Environm巴ntalStudies， JAPAN 

The coccolithophorids diversity was investigat巴dfrom water samples tak巴nat the diff巴I巴nt ports of th巴

island.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一/
/---------. R巴moteislands under the influence of marine cun巴ntsare exc巴11巴ntsampling sites to investigat巴
open sea specl巴swithout any special equipm巴ntand without any shipping. Finally the coccolithophorids 
ass巴mblageof the Kuroshio cun巴ntand th巴marinesediment record assemblag巴canb巴k巴yfor climate 
studies 

12.発表形式

Algae 2002では， 一般参加によるポスタ一発表，若手コンペティション，そのほか基調講演やシン

ポジウムが企画されています。

Algae 2002開催期間を通して 発表に用いる言語は英語を基本としますが，ポスタ一発表に関して

は，日本語も可とします(ただし，英文タイトル，区1，グラフの英文説明をつける)。 シンポジウム，

若手コンペティションは全て英語による口頭発表と質疑応答になります。

1)ポスタ一発表

・ポスターは，最大で縦 160cmX検 90cmに収まるように作成してください。なおパネルの上部20cm

は発表番号のスペースとして予め確保しであります。

-少なくともタイトル，発表者名，所属，図表は英文で表記してくださし、。またできる限り，研究目

的，結果，考察，結論等について簡潔にまとめた文章を付けてください。

-文字，図表の大きさは，少し離れた場所からでも読めるようにしてください。

・会期中にベストポスター賞の審査を行います。AIgae2002で発表されるすべてのポスターが，この賞

の選考対象となり，最も優秀と判定されたものに授与されます(当初'JAPPFポスターのみを賞の対

象としましたが， APPFとJSPの区別をなくしました)。
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2)若手コ ンペティ ション

・口頭発表。 発表時間は， 発表 12分， 質疑応答3分(1鈴 10分，2鈴 12分，3鈴 15分)です0

・液品プロジェクター(パソコン)，スライ ド， OHPによる発表が可能です。

・参加|資格は，学生または2002年7月20日の時点で学位取得から l年以内である こと とします。

・参加は本人の申請によ るものとし，会Wjr.j:1に設けられたセッシヨンにおいて，口頭発表してもらい

ます。

3)シンポジウム

・オーガナイザーは決められたH寺間内で，シンポジウムを終わらせてください。

発表H寺問， 講演数，質疑応答の時間配分等は，オーガナイザーに一任しています0

・液晶プロジェクター(パソコン)，スライド，OHPによる発表が可能です。

AIgae2002募金委員会よりご、寄付のお願い

AIgae2002実行委員会では，I'lf.J催資金調達のために各種助成金を申請していると ころですが， 競

争が激しく ，予定通りのO)J成金獲得が危ぶまれます。そこで，EI本i築類学会50周年を記念して実

施される各種事業(記念シンポジウム，藻類月1語集，藻類グッス作成など)および日本ではじめて

開催される APPFとの国際合同会議を成功させるために，合わせて rAlga巴2002募金委員会Jを設
立し，寄付金を募ることにいたしました。関連企業に広く募金をお願いすることにしておりますが，

会員のみなさまにも是非ご協力を賜りたくお願い申し上げます。

募金方法

(1 )期間:200 1 年 1 2 月 ~ 2002年7月

(2)金額 :一口5，000円，何口でも可，また分割納入も可

2001年 10月

Alga巴2002募金委員会

・ 分割払込の場合は ， 振替J-I:J kl~ を A l gae2002募金委員会にご詰求ください。

Algae 2002募金委員会連絡先 :筑波大学生物科学系宮村新一

Tel: 0298-53-6656， Fax: 0298-53-6614， e-mail: miyamura@sakura.cc.tsukuba.ac.jp 

・一口5，000円に設定させていただきましたが， 必ずしもこの額にこだわるものではありません。

5，000円以下のご寄付も歓迎いたします。

(3)払込方法 :送金先は「加入者名 :Algae 2002募金委員会，口座番号 :00110-9-81783Jになり

ます。来年度分の学会資51ρJ<:の封書に，募金の案内と募金用の郵便振替用紙(振込料加入

者負担) を同封しましたので，ご手IJ!=IJください。



Algae 2002発表申込票/参加申込票

干 305-8506つくば市小野川 16-2国立環境研究所Algae2002事務局

Fax: 0298-50-2577， e-Illail: algae02@nies.go.jp 

-日本語と英語の両欄にご記入の上， ファックス または郵便にて送付ください。
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・必要事項、を銘記してあれば，電子メ ールによる参加申込も受け付けています。その場合， subjectに

霊室旦込霊または室血旦主茎とご記入ください。

・発表申込票は 2002年 l月10日まで，参加申込票は 2002年4月 1EIまでに事務局に送付ください0

・発表申込票送付の時点で，発表タイトルと発表氏名が暫定的なものであっても受け付けておりま

すので，期日 までに送付くださいますようお願いします。

Dat巴:

Title (番号に0) 1. Prof 2. Dr 3. Mr 4. Ms 5. Student 6. other ( 

姓 : Falllily nalll巴:

名 : Given nallle: 

所属名 :

Institute/Organization: 

連絡先住所 :

Su巴巴taddress: City: 

Country: Postcode 

T巴l巴phone: Fax: 

参加形態(番号に0): 

ト ポスタ一発表をする

2. 若手コンペテイションで発表する

3 シンポジウムで発表する

4 発表しない

発表タイ トル :

e-Illai 1 

発表氏名(所属) (共著者がいる場令は，i1if者の名前右に iーを付ける): 

発表材料(番号に0): 

整理番号(

発表番号(

State: 

l 海産大型藻 2 淡水産大!Æ~!謀 3 . i!ij:産微細謀 4.淡水産微細11謀 5その他 (

発表分野(呑号に0，複数選択可): 
l分類 2種分化 3生態 4. 系統 5.進化， 6. 71~態 7 細胞構造 8 細胞内小器官，

9遺伝 10.分子生物 11発生 12.分化 13.光合成 14.生理 15生体物質，

16代謝 ・酵素 17応用 18.教育 19.その他





藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 49: 177 -184， Nov. 10，2001 

一年生ホンダワラ類アカモク冷蔵種苗の成長と成熟

吉田吾郎 1.吉川浩二 1・内村真之2.寺脇利信 l

I独立行政法人水産総合研究センタ一瀬戸内海区水産研究所 (739-0452広島県佐伯郡大野町丸石2-17-5)

2科学技術特別研究員 (739・0452広島県佐伯郡大野町丸石2・17・5)

Ooro Yoshida， Koji Yoshikawa， Masayuki Uchimura and Toshinobu Terawaki: Orowth and maturation of 

Sargassum horneri seedlings aft巴rlong-term storage under a low temperature condition. Jpn. J. Phycol. (Sorui). 

49: 177・184.

Sargassum horneri embryos， which had been stored under a low temperature (5'C) and dark conditions for various 

periods， were cultured as seedlings in an outdoor tank. Embryos were isolated from mother plants sampled from 

two S. horneri populations with di百erentmaturation seasons in Hiroshima Bay， that is， winter seedlings (isolated 

in December 1997) and spring seedlings (isolated in April 1998). After attachment to artificial substrata， embryos 

were stored in a r，巴frigerator.For the winter seedlings， 4 month-and 8 month-stored embryos germinated， but the 

13 month-stored embryos did not. Also for the spring seedlings， 4month-stored embryos germinated， but the 9 

month-stored did not. Both control and stored seedlings passed through the early growth phase， and after that， 

exhibited a rapid increas巴inplant length which started in autumn or winter. The transition from the early phase to 

the rapid growth phase was delayed seasonally in the stored seedlings. However， the maturation season of both 

control and stored seedlings were almost the same despite the storage period， which was in lat巴autumnto winter 

for the winter seedlings and in spring for the spring seedlings. lt is assumed that some environmental triggers 

affect the onset of maturation of both seedlings， and the di仔"erencein maturation season between both seedlings 

was based on the genetical difference between their original populations. 

Key lndex Words : growth， long-term storage， low temperature， maturation， Sargassum horneri， seedlings 

National Research lnstitute of Fisheries and Environment of lnland Sea， Ohno， Saeki， Hiroshima 739-0452， Japan 
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褐藻ホンダワラ類によって形成されるガラモ

場は沿岸域の生態系において重要な役割を担って

いる。我が国では特にその水産資源学的効用が注

目され，各地でその人工的な造成が試みられてい

る(徳田ら 1987)。またホンダワラ類の中には，

日本海沿岸域のアカモクやホンダワラ等のよう

に，食材として利用されているものもある(池原

1987)。ガラモ場造成，あるいは有用ホンダワラ

類の増殖においては，主には，天然・人工基盤を

海中に投入し着生基質を増やす方法がとられてい

る。しかし，種苗の基盤への移植や，ロープや網

を用いての養殖等も試みられており，種苗の安定

供給技術の開発も重要である(徳田ら 1987)。

は季節的な制約が大きい。また，コンブ類やノリ

等の他の有用海藻類のように，保存・増殖が容易

な微小世代が存在せず，生活環の制御が困難であ

ることも採苗において利便性が低い理由として考

えられる。

ホンダワラ類の種苗の確保は，有性生殖の結

果母藻から落下する幼匹を様々な手法により採取

し，育成することによっている。一般的にホンダ

ワラ類の成熟期はl年のある時期に限られ，また

配偶子の放出も問欺的であるため，種苗の確保に

吉田ら(2000)は，一年生ホンダワラ類のアカモ

クSargassumhomeri (Tumer) C. Ag.の幼目玉が冷蔵

下で比較的長期間生存することを明らかにした。

また，冷蔵幼匹は適当な馴致の後培養すると速や

かに発芽し，その成長能は母藻から分離した後直

ちに培養を開始した場合と差異が無いことも確認

された。従って，冷蔵したホンダワラ類の幼匪を

藻場造成や増養殖用に利用することにより，種苗

確保において利便性を高めることが期待できる。

本研究においては，様々な期間冷蔵したアカモク

の幼粧を種苗として屋外水槽において培養し，成

長・成熟させることを初めて試みた。

また，多くのホンダワラ類において，成長(あ
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るいは主校の伸長)と成熟には明|僚な季節性が存

在し，それらの開始と日長・水iJi，t等の季節的に変

化する環境要因との聞には密接な関係があると考

えられている(梅111奇1985，Luning & tol11 Dieck 

1989)。従って，冷蔵幼)J壬の培養開始時期を変え

ることによ って，その成長 ・成熟の様子から，こ

れらの生活史におけるイベントとそれをfljl!1fl:11して

いる環境要因との関係について有益なま1.1見を得ら

れる可能性がある。本研究においては，アカモク

冷蔵幼肱の成長 ・成熟の結果より，その生活史と

環境要因の関係についても若干の考察を加えた。

材料と方法

本実験に用いたアカモク種苗の母藻は，瀬戸

内海 広島湾内の2ヶ所で採集した。採集場所は

湾奥音[Sの大野瀬戸，及び湾口部に位置する屋代島

の東和IIrf松ヶ鼻である。両生育場所のアカモクは

互いに異なる時期に成熟する。大野瀬戸のアカモ

クは 11月から生殖綜床の形成を開始し， 11月下

旬から 1月にかけて盛んに放卵する。一方，束手[J

町松ヶ鼻のアカモクは，冬季の聞に生殖器床の形

成を開始するが成熟のj並行は遅く，生勉器床が完

熟し放卵が踏んに起こるのは4月になってからで

ある (Yoshidaet al. 1998， Yoshida et 81. 1~ ll !j: IJ 中 ) 。

大野瀬戸においては 1997年12月中旬， JftキIIIIIJ

松ヶムiにおいては 1998年4月初旬に，十分に成

熟した生殖~床を有したアカモクの雌Ji.Hi数個体ず

つを採集し，瀬戸内海区水産研究所に持ち帰っ

た。採集したアカモク母謀は，直ちに同研究所内

の屋外水槽(2 t) "1:1に収容し，海水をかけ流し

て培養した。両所のアカモクとも，持ち帰って数

週間以内に数回にわたり放卵した。受精後の卵割

の開始を確認した後，多数のutff.性生猫器床を採取

して，大野瀬戸の旬藻からは 1997年 12月24EI， 

また東手[J111]松ヶ鼻の母謀からは 1998年4月27日

に大量の幼JJfを分離した。幼JJrの分VJltは，吉田ら
(2000)の手法によ った。分離時のサイズは大野

瀬戸のアカモク幼肱で長径239=t25μ111，短径 187

=t 19μ111，東和町のアカモク幼佐で長径343=t 

22μ111，短径262土21μ111であった。なお，今後本

報においては，大野瀬戸の旬深から採取した幼粧

を冬季種Ei，東和111]松ヶ品の母深から採取した幼
)J壬を春季種135 と H乎1~;する 。

分離した幼距は，直ちにろ過海水を張った

パットの中に設置した凶器のレンガ(20X 10 X 

3cl11)-'二』こピペッ トでなるべく均等に散布した。

幼JJfの散布密度はレンガにより多少の柑|密がある

ものの，ほほ30-100/CI112の範囲であった。散布後

レンガをそのまま室内条件 (室温20
0

C前後，自然

光)下で2-3/:1静置し，仮根によ る着生を待った

(Fig.l)。幼脹の着生後，レ ンガ4基を直ちに屋外

水槽へ移し，対照実験用として培養を開始した。

他のレンガはろ過海水を入れたコンテナに収容

し，葉をテープで密封した後，冷蔵庫 (5
0

C)内

に保管した。

1997年12月に冷蔵した冬季種苗は 1998年4月

26日(冷蔵期間4ヶ月)，8月22EI (同8ヶ月)，1999 

年 l月22日 (同 13ヶ月)に，また 1998年4月に

冷蔵した春季種苗は 1998年8月22日(冷蔵期間

4ヶ月)，1999年l月22日 (阿9ヶ月)に，それぞ

れレンガ 4基分を屋外に出し，培養を開始した。

冷蔵庫から屋外水槽へと出すに先立ち，急激な環

境条件の変化による種苗への影響が考えられたの

で，培養庫内におけるWIiI致を行った。冷蔵庫から

出したレンガを半透明のj;~化 ビニール製のタツ

パーにろ過海水とともに収容し， 4月及びl月に

屋外に出した際には 100C下で5日間，また8月に

屋外に出した|努には 12
0C，170C下でそれぞれ 5

日間!日iI致してから屋外における培養を開始した。

いずれも培養庫内の光量は50μEI11九ー光周期は

12hL-12hDの静置条件とした。

アカモク種苗の屋外での培養は対照 冷蔵種

苗とも，まず流水かけ流し式のコンテナの中で行

われた。コンテナを50% J!J!:光の寒冷しゃを 2重に

かけて，Y;JJ)圧に直接日光が当たるのを防いだ。発

芽を{J'!liiP2-してから， レンガを FRP製の円形水槽
W~ さ 1.2111 ， 101113)に移した。|司水梢においては

Fig. 1 SlIrgllsSLlI11 !Jomeri seedlings (巴Illbryos)attached 10 

arlificial subSlrala in Ih巴laboratory

Fig. 2 S. !Jomeri planls， d巴velopedfrolll low 1巴IllperalUre

SIOJ巴dseedlings， CUItUl巴din the outdoor lank. 

Fig. 3 Malure plants dev巴lop巴dfrolll 8 Illontlトsloredwinter 

seedlings. Decel11b巴r1998 



砂ろ過した海水を毎分40Lで送り込みオーバーフ

ローさせ， 2基のエアポンプで毎分100Lの通気

を行った。円形水槽においても，直射日光の遮へ

いと付着珪藻の増殖防止のため， 2重の寒冷しゃ

を上部に張ったが，後述するように 1998年10月

にアカモク藻体から葉や枝の脱落がみられたた

め，光量不足を鑑みてl重にした。実験期間を通

じて， 1週間に l回，壁面やアカモク藻体上の付

着藻類の除去を行った。その際，レンガの配列を

順次入れ替え，実験期間を通じてレンガ上の藻体

の培養条件が均ーになるように心がけるととも

に， 2・3週間に一度，大型の10-15個体の全長を測

定した。成熟期にはより高頻度に観察し，生殖器

床の形成の有無を確認した。レンガ上の種苗の実

験開始後の減耗の様子は詳細に追跡していない

が， 1つのレンガ上において藻体が1m以上にな

り，成熟に達した個体は，ほほ10個体程度であっ

た。

結果

対照及び冷蔵した冬季種苗の成長の様子を

Fig.4に示す。データは各日に測定した個体のう

ちから，藻体長の大きい 10個体の値を平均した

ものである。なお 1999年1月22日に屋外へ出し

た冷蔵期間 13ヶ月の冬季種苗は発芽せず，流失

した(Table1)。
対照の冬季種苗の成長は培養を開始した冬季

から春季の聞は非常にゆっくりで 1998年3月初

旬でようやく平均全長0.8cm程度の発芽体とな

り， 4月下旬で全長2cm程度であった。 6月下旬

には全長6cm程度で1-2cmの明瞭な茎を形成して

いた。 8月中旬には全長 IOcm程度と，夏季の間

成長は比較的緩やかであったが， 9月以降は気胞

を形成し，茎の急速な伸長が開始され，全長が大

きく増加し始めた。 10月中には葉や枝の脱落が
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目立ち，伸長も若干低下したが， 11月中旬以降再

び全長が大きく増加した。この時期の藻体は平均

で、3.4-6.9cm/日の伸長を記録し， 12月中旬に平均

全長266cmと，年間の最大に達した (Fig.4，Table 

2)。生殖器床の形成は 11月の終わり頃から見ら

れ， 12月19日の観察時には盛んな放卵が観察さ

れた。 12月下旬以降藻体は急速に枯死した。

1998年4月26日に屋外での培養を開始した4ヶ

月間冷蔵の冬季種苗は，屋外に出した時点では

O.lcm未満であったが， 7月中旬に全長2cm程度

になっており，以降は先行する対照用の種苗を追

いかけるように成長した。 9月下旬には全長10cm

以上の個体に気胞が形成されており，この時期以

降茎の伸長による全長の急速な増加が始まった。

対照の種苗と同様に，やはり 10月下旬から 11月

初旬に若干の成長の停滞を見せた後， 11月下旬

以降再び3.1-5.6cm/日の急速な伸長を見せ， 12月

下旬には年間の最大値である平均全長212cmに

達した(Fig.4，Table 2)。生殖器床の形成は 12月中

旬に観察され，対照種苗と同様12月19日には盛

んに放卵しているのが観察された。

1998年8月22日に屋外培養を開始した 8ヶ月

間冷蔵の冬季種苗は全長O.lcm程度であったが，

l週間後には全長0.5cm程度になっており，およ

そ1ヶ月後の9月下旬には 2cm程度になってい

た。その後藻体の伸長は比較的ゆっくりであった

が， 11月中旬に全長17・20cmの個体で、気胞が形成

されているのが観察され， 11月下旬から 12月に

かけて 4.0cm/日の急速な全長の増加が見られた

(Fig.4， Table 2)0 12月下旬には，年間の最大値で

ある平均全長94.3c mに達したが，成長の個体聞

のばらつきが非常に大きく， 12月下旬で全長が

100cmを越えていた個体はわずか4個体であり，

10cm以上100cm未満のものも8個体に過ぎず，他

の個体は 10cm以下の「下草jとして多数残存し

Table 1 Results of germination of S. homeri embryos sto陀dfor various periods under a low temperature condition (5 "C) 

in a refrigerator. 

Date of Start date of Months of Germination Sampling site Isolating outdoor culture storage embryos 

1997112128 O O 
Winter 1997/12124 1998/4/26 4 O O Ohno-Seto Strait 1998/8122 8 seedling 

1999/1122 13 × 

1998/511 。 O Spring ~atsugaham~ ， .• ..， 1998/4/27 1998/8122 4 O seedling (Towa-town， Yashiro Isl.) 
1999/1122 9 × 
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Tab1e 2 Dai1y increase (cm/day) in p1ant 1ength of contro1 and 10w temperature stored seed1ings of S. homeri. 

Winter seedling Spring seed1ing 

Term Control 4 months 8 months Contro1 4 months Mean water Mean d(ahy rs 
temperatur巴("C) 1ength (hrs) 

-stored -stored 

1998 3/9 -4/26 0.03 

4/26 -5/13 0.00 
5/13 -6/2 0.10 0.04 

6/2 -6/24 0.07 0.02 

6/24・7/12 0.04 0.02 
7/12・8/11 0.12 0.04 
8/11・9/11 0.32 0.12 0.05 

9/11 -9/25 1.24 0.47 0.08 
9/25・10/9 3.03 1.80 0.18 
10/9・10/30 0.76 1.21 0.12 
10/30 -11 / 13 1.35 0.18 0.18 
11/13・11/27 3.39 3.10 1.02 
11/27・12/12 6.93 5.58 4.16 
12/12・12/25 ー1.50 1.45 0.64 
12/25・1/22 -0.35 

1999 1122 -2123 

2/23 -4/7 

ていた(Fig.3)。生殖器床の形成は 12月12日に藻

体長100cm以上のもので確認された。その後生殖

器床の形成は全長の小さい個体でも開始され，

1999年1月22日の観察時には，全長lOcm以上の

個体全てが生殖器床を有しており，最小の成熟個

体の全長は9.5cmで、あった。その後成熟を終えた

個体を切り捨てて，全長 10cm未満の成熟しな

かった個体の培養を続行したが， 4月初旬までに

10cm以上に育った 2個体(それぞれ全長 16.0，

13.5cm)に生殖器床の形成が確認されたのみで，

他の個体はほとんどが全長lOcm未満の未成熟個

体にとどまっていた。

対照及び冷蔵した春季種苗の成長の様子をFig.

5に示す。冬季種苗と同様に， 1999年1月22日に

屋外に出した冷蔵期間9ヶ月の種苗においては発

芽は観察されなかった(Table1)0 1998年4月に培

養を開始した対照の春季種苗は， 7月中旬に全長

2cm程度の幼体で、あり， 8月中旬には全長3cm程

度で、0.2-0.5cmの茎を形成していた。 10月初旬に

は，大きな個体は全長20cm前後になっており，こ

れらの個体は気胞を有していた。 10月以降急速

な茎の伸長が開始され，特に 11月下旬から 12月

にかけては2.2・4.6cm/日の伸長が見られ， 12月下

旬には平均全長は179cmに達した。その後藻体の

伸長は若干衰えるが，成長は冬季の間も続き，

1999年2月下旬には年間の最大値である平均全

長210cmに達した(FigムTabl巴2)0 1月下旬の観

-stored 

13.2 12.57 

16.6 13.67 

0.05 17.4 14.13 

0.03 19.4 14.40 
0.02 22.3 14.38 
0.03 24.0 13.97 
0.16 0.07 25.7 13.07 
0.34 0.18 25.1 12.30 

0.73 0.28 24.7 11.80 
1.02 0.15 22.9 11.20 
1.28 0.16 20.6 10.63 
1.42 0.49 17.0 10.27 
4.55 1.61 15.7 9.98 
2.21 1.58 13.4 9.88 
0.80 1.58 10.8 10.02 
0.26 1.09 10.3 10.72 

-0.64 ー0.04 11.6 12.00 

察時に全長 150cm以上の数個体で生殖器床の形

成が開始されていたが，同様の全長でも形成開始

が見られない個体もあった。放卵は3月25日に初

めて観察され， 4月以降成熟を終了した個体の急

速な枯死が観察された。

1998年8月22日に屋外に出した4ヶ月間冷蔵

の春季種苗の初期成長は早く， 1ヶ月後の9月下

旬には全長4cm弱にまで成長し， 1cm程度の茎も

形成されていた。その後の成長は比較的ゆっくり

であったが， 12月に入ってから急速な茎の伸長

が開始され，冬季の聞も続いた。その聞の日間成

長はおよそ1.6cm/日程度であった。年間の最大全

長は2月下旬に記録され， 144cmであった(Figム

Table 2)。生殖器床の形成は 1月下旬に最も大き

い個体(全長146cm)で開始されているのが確認

されたが，その後の成熟の進行はゆっくりであ

り， 2月下旬で2個体(全長 171，139cm)が未成

熟の生殖期床を有しているのみであった。 4月初

旬には全長90cm以上の全ての個体で生殖器床が

確認され，盛んな放卵も観察された。

考察

広島湾の屋代島東和町産のアカモクの幼臨を

材料として用いた吉田ら(2000)の報告において

は，冷蔵期間l年の幼脹でおよそ80%，冷蔵期間

2年の冬季幼距で10%の発芽率を維持した。今回

の実験においては，冷蔵期間8ヶ月の大野産の幼
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匪は，馴致期間を経て屋外水槽に出された後発芽

したが，冷蔵期間 13ヶ月の幼匹は発芽しなかっ

た。また，東和町産の春季幼目玉は，冷蔵期間4ヶ

月のものは発芽したが，冷蔵期間9ヵ月の幼脹は

発芽しなかった。従って前報(吉田ら 2000)のよ

うな長期にわたる冷蔵幼匹の発芽能の維持は達成

されなかった。しかし， 8ヶ月間冷蔵した冬季の

幼匹が発芽し，さらに成長・成熟したことによっ

て，幼匹は冷蔵下においても長期間活性を維持

し，種苗として有効で、あることが明らかとなっ

た。今回の実験では冷蔵幼匹の発芽率は調べてい

ないが，発芽体は幼匹を散布したレンガの表面を

埋め尽くすように発芽しており，かなりの高率を

維持できたものと思われる。一方，発芽の見られ

なかった場合においては，室内での馴致が終了し

屋外へ出した時点で，レンガ上に多数の幼目玉が着

生していたにも関わらず発芽は全く見られず，や

がて付着珪藻に覆われた後流失した。吉田ら

(2000)の報告においては，幼粧の冷蔵は単藻培

養状態で行われ，発芽実験も培養庫内で行われた

のに対し，本報においては大量の幼粧を一括して

採取・冷蔵し，環境条件の大きく異なる屋外にお

いて培養実験を行った。従って，このような保

存・培養条件の違いが，冷蔵種苗の発芽能に影響

を及ぼした可能性がある。今後保存温度を含めた

冷蔵庫内での保存法や，培養前の環境馴致の手法

を改良することにより，より長期の有効な種苗の

冷蔵が可能になるものと思われる。

アカモクの幼sfが冷蔵下で比較的長期間生存
し，発芽・成長能を失わないことについては，低

温・暗条件下に置かれることで，幼佐がある種の

休眠状態になるためと推測されている(吉田ら

2000)。このとき，保存温度が同様の温度(5'C)で

あっても明条件下では発芽が起こるので，暗条件

は必須であると考えられる。海藻類においては，

比較的多くの種類で生活史の中に休根期を有する

種類があり，多くの場合光・温度条件等が成長に

不利な場合に観察されている(中原 1983)。ホン

ダワラ類ではその生育現場において休眠期を有す

る例は知られていないが，特に多年生の種類にお

いては，大型個体が流失するまで，発芽体は群落

内部の光条件の不良な場所で長期間生存しなけれ
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同時期に生殖器床の形成を開始した。一般的にア

カモクの生活史には，発芽後初期の葉を次々と形

成し，藻体の伸長は O.lcm/目前後の初期成長期

と，茎が1.0cm/日以上の急速な伸長を示し，藻体

長が大きく増加する伸長期がある (Yoshida et a1. 

1998， Yoshida et a1.印刷中)。伸長期の終盤に生殖

器床の形成が始まり成熟期を迎えるが，一般的に

成熟が開始されると，藻体の伸長は鈍り，停止す

る。成熟終了後は，藻体は枯死がすすみ，比較的

短期間で流失する (Umezaki1984，寺脇 1986，谷

口・山田 1988，Yoshida et al. 1998， Yoshida et al.印

刷中)。このようなアカモクの生活史のステージ

は，天然の生育地においても，あるいは培養下に

おいても，きわめて明瞭である。今回の結果か

ら，冷蔵種苗においても対照種苗と同様にこれら

の生活史のステージがはっきりと観察された。し

かし，冷蔵期聞が長引き，培養開始時期が遅れる

ほど，初期成長期が短縮される傾向が見られた。

幼匹の室内培養実験においては，光条件が良好で、

あれば，水温が高いほど速やかな初期成長を示す

ことが観察されており (Yoshida et al. 1999)，冷

蔵種苗の培養開始時の水温が初期成長期の長さに

ばならない(中原 1983，村瀬2000)。また，ジョ

ロモク Myagropsismyagroides (Mertens ex Tumer) 

Fensholtとアカモクの幼匹が暗・低照度条件下で

も枯死せず，適切な照度条件下に移されることに

よって直ちに急速な成長を示すこと(難波・奥田

1993)や，ノコギリモク s.macrocarpum C. Ag.の
幼目玉が暗条件下においても仮根を伸長すること等

が観察されており(村瀬 2000)，多くのホンダワ

ラ類の幼粧が比較的長期間，暗条件に耐えられる

性質を有していると推測される。今後の課題とし

て，アカモク以外の多年生の種類においても，発

芽活性を維持した幼匹の長期冷蔵が可能かどう

か，また幼匹だけでなくある程度発生が進んだ個

体においても，成長能を維持した長期冷蔵が可能

かどうか等に興味が持たれる。

本実験で用いた母藻を採集した大野瀬戸及び

東和町地先のアカモク個体群は互いに成熟期が異

なり，それぞれから採取した種苗は同ーの水槽中

で培養しでも，それぞれの生育地とほぼ同時期に

成熟した。また，それぞれの冷蔵種苗の成長は対

照用の種苗の成長より遅れ，到達している藻体の

サイズが小さいのにも関わらず，対照種苗とほぼ



影響を与えているものと考えられる。しかし，そ

れでも伸長期以前にある程度の期間の初期成長期

を経ることが，冷蔵種苗の成長の結果から明らか

である。従って，冷蔵期聞が長期になり，培養開

始の時期が季節的に遅れるほど，初期成長期から

伸長期への移行も季節的に遅れる。一方，生殖器

床の形成を開始する時期は対照，冷蔵種苗ともほ

ぼ変わらないので，冷蔵種苗の伸長期は対照種苗

よりも短期間となり，より小さい藻体サイズで成

熟することになる。

到達した藻体サイズの違いに関わらず，対照・

冷蔵種苗とも生殖器床を形成する時期がほぼ等し

いということから，アカモクの成熟の開始には何

らかの外部環境要因が円|き金J的に作用してい
ることが示唆される。一般的にホンダワラ類の成

長・成熟には明瞭な季節性が有り，それらと日

長・水温等季節的に変化する環境要因との聞には

密接な関係があるとされている。梅崎 (1985)は

ホンダワラ類の主枝の伸長時期と水温の関係を考

察し，一般的に温帯のホンダワラ類の主枝の伸長

が最も盛んなのは水温が1O-15"Cの頃であるとし

ている。また， Uchida(1993)は光周期を制御する

ことによりアカモクの生活環を培養下で完結させ

ることに成功しているが，茎の形成・伸長は短日

条件 (9hL・15hD)下で起こることを報告してい

る。水温の降下も日長時間の短縮も季節的には同

時期(秋以降)に起こるが，アカモクにおいては

日長時間の変化が茎の伸長開始の引き金となり，

一方水温の低下は，多数の生殖器床を形成できる

ように藻体が伸長・肥大する上で生理的に必要な

要因と考えられている(吉田 2000)。

成熟の開始に関わる要因については，日長や

水温，到達した藻体サイズ等が単独，あるいは複

合的に作用しているとされている (Hales& 

Fletcher 1990， Uchida 1993)。このうち，水温につ

いては，ある水温レベルが成熟の開始の引き金に

なっている(DeW陀ede1976)という考え方に加え，

積算温度の考え方も導入されている。事故的に欧

米諸国沿岸に分布が広がり，繁殖したタマハハキ

モクSargassummuticum (Yendo) Fensholtlこついて

は，水温環境の大きく異なる生育地聞で，成長の

開始から成熟にいたるまでの積算温度が計算さ

れ，比較されているのeysher1984)。しかし，今

回の結果においては，対照種苗と冷蔵種苗の成熟

にいたるまでの水温の日積算値には大きな差異が
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あると考えられ，アカモクの成熟について積算温

度の考え方は単純に適用できないものと思われ

る。また藻体の到達サイズも成熟の開始時期を決

定する重要な要因と考えられている(McCourt

1984)が，今回の結果では，大きく藻体サイズの

異なる対照・冷蔵種苗ともほぼ成熟時期は等し

く，特に8ヶ月間冷蔵した冬季種苗の最小成熟サ

イズは 10cm程度であった。従って，成熟の開始

サイズには極めて大きなばらつきがあり，あるサ

イズに達して成熟が開始されるというより，やは

り何らかの外部環境要因が働いて引き起こされて

いるものと考えられる。このような環境要因の中

で，日長は最も重要な要因であるとされている

(Luning & tom Dieck 1989) 0 Uchida(1993)のアカ

モクの室内培養においては， 2つの光周期条件し

か試されていないが， 9hL-15hDでは生殖器床の

形成は見られず， 15hL-9hDの長日条件下で見ら

れている。しかし，今回の種苗の培養実験及び天

然個体群の生態学的観察の結果においては，大野

瀬戸及ひ東和町のアカモクとも年間で最も日長時

間の短い季節を含む秋季から冬季の聞に生殖器床

の形成を開始している。ヒパマタの l種Fucus

distichus L. subsp. distichusでは，室内では12時間

より短い明期のときに生殖器床の形成が見られ，

その地理的分布域の南部ではこれと符合して晩秋

から冬季に成熟する(Bird& McLachlan 1976)。し
かし，分布域の北部の北極海域では夏季に成熟が

見られており，同海域では生殖器床の形成は日長

時間の短い季節に開始されているが，この時期は

水温・光条件が好適でなしこれらの諸条件が好

転する夏季に成熟が完了するものと考察されてい

る。従ってアカモクにおいても日長による引き金

が作用してから，成熟が完了するまでには時間的

なずれが存在する可能性がある。日長の成熟への

作用機構を解明するために，今後，成熟の開始の

闘となる日長時間を実験的に明らかにする必要が

ある。

本実験で用いた大野及び東和町のアカモク天

然個体群の成熟時期の相違は，同一水槽で培養し

た対照・冷蔵種苗の成熟時期にも現れた。従っ

て，それぞれの成熟時期は個体群の遺伝的特性と

してある程度固定されていることが示唆される。

アカモクは我が国沿岸部では最も普通に見られる

種類であり，本州中部以西では冬から春に成熟

し，北海道では夏季に成熟する(吉田 1985)。この
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成熟期の違いには，海域間の水温環境の違いが影

響していると考えられている(小河 1985)。今回

母藻を採集した両生育地は，距離的には40km程

度しか離れていないが，大野瀬戸は広島湾の最奥

部にあり，また東和町は湾口部の屋代島に位置

し，水温以外にも様々な環境要因が異なる(環境

庁 1988)。従って，このような生育地の環境の相

違により，成熟時期について遺伝的に異なる生態

型が分化してきた可能性がある。同一海域におけ

る成熟時期の違いはアカモクでは広島湾(奥田

1987，高場・溝上 1982)だけでなく，松島湾でも

報告されている(五十嵐・蔀 1995)。コンブの仲間

Laminaria longicruris de la Pylaieで、は近傍海域内で

栄養塩環境の相違により，成長・成熟の年間パ

ターンが異なるいくつかの生態型に分化している

例が知られている (Espinoza& Chapman 1983)。

広島湾においてもどのような要因がアカモク個体

群聞の成熟時期の違いに影響を及ぼしているの

か，その解明に興味が持たれる。
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Yllki Sawai: A 1巴VI巴won tidal-wetland diatoms as a paleo-sea-I巴V巴1reconstruction at J apanes巴巴stuan巴s.Jpn.J 

Phycol. (Sorui). 49: 185-191 

This pap巴rr巴viewspaleo巴nVlrDnm巴ntalreconstruction using tidal-wetland diatoms. A gr巴atnumb巴r01" studi巴son 

paleo巴nvironmentalreconstruction along coastal areas have b巴巴nIllad巴onfor over 60 years 

Assessing the relationship between th巴autochthonousand allochthonolls compon巴nlSof fossil diatom assemblages 

is still a significant probl巴min their interpretation. That kind of study developed inI980's. As the reslllts， a few 

signiticant species， which should b巴treatedas an allochthonous componenl in the fossil assemblage，出巴 cl巴ared

The tychoplankton Paralia is a typical exampl巴01'a allochthonous cOlllpon巴nt.Living specimens of Paralia form 

long interlocking chains. This long chains !loats and are transported by a f10w action of a tide， ancl th巴ntrapped by 

巴ffectsof v巴getation.Th巴proc巴ssresults in wide c1istriblltions 01' ParaliαIn巴ntu巴tidal-wetlands.Therefore il is 

lik巴Iythat concentration of Paralia should b巴lInclerstoodas allochtho日OllSonglll 

Pseudopodosira koslIgii Tanimura er Sato， a Japan巴se巴ndemicdiatom speci巴s，was form巴rlymisidentifi巴das 

one specl巴softheg巴nusMelosira. Howev巴r，Tanimura & Sato (1997) placed the sp氏 iesnot in th巴genusMelosi川

Agardh but川 th巴g巴nusPs白/dopodosiraJous己bas巴CIon culturing. Becaus巴thisspecies lives on limit巴denvironments 

b巴tw巴巴nmean tide 1巴velancl m巴anhigh tide level， il can be a powerful indicator of pal巴o-seaーl巴vels.Sawai & 

Mishio (1998)， for exalllple， reconstructed 1叫llivesea-I巴V巴1history using Pselldopodosira kosugii as a sea-I巴vel

inclicator at Akkeshi ar巴a，eastern Hokkaido， northern Japan. In Akkeshi estuary， fossil specim巴nsof Pseudopodosira 

kosugii dOlllinates川 th巴upperlllostof peaty Illud and inorganic mud while numerous freshwater diatolll fossil 

valves are in peat. Sawai & Mishio (1998) und巴rstoodth巴distriblltionpattern as the chang巴01'sea-Iev巴Isand 

reconstruct巴dthe detailed s巴a-I巴velhistory during the past 3000 years at Akkeshi ar巴a.This discussion will b巴

appli巴dto oth巴rreglons. 
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珪藻類は珪酸質の殻を持ち，海域や淡水湖沼

だけでなくミズゴケ類の表面など(安藤 1990)， 

水分の存在するあらゆる環境に適応放散した単

細胞藻類である。この珪藻類は，環境の違いに

よって極構成を大きく変化させ，さらにその遺

骸殻が堆積物中に保存されやすいことから，過

去の環境 (以下， I~I環境)変化を表す指標生物と

して広く用いられてきた。なかでも海岸地域で、

は， :l:t積物中の珪藻化石群集の推移から，海跡j却!
の塩分復元，海岸線高度(海水準または相対的海

水準;relative s巴a-Iev巴1)復元，津波対t積物の認定

など，様々な環境復元が行われている。本論で

は，海岸古環境復元と珪深類に関する基礎的・応

}:i=J的研究例をレビューし，古環境復元を行う |奈

の問題点などについて述べる。

過去の海岸環境復元と珪藻類に関する研究史

古環境と珪藻類に閲する研究は世界各地で行

われているが，最も古いものとして 1920年代の

北欧地域における沿岸研究の例を挙げることが

できる (Hakansson1988)。それらは，主に第四

紀地質学者である Halden，Lundquist， Thomasson 

らによって行われ，バル ト海の環境復元などに

貢献した。彼らの業績以降，北欧地域だけでなく

ヨーロッパ諸国においても，珪藻類と過去の沿

岸環境に関する研究が急激に増加した (Backman
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& Cleve-Euler 1922， Alhonen 1971， Pennington 1943， 
Ba1dauf 1982， Gronlund 1990など)。北欧地域にお

いてこの種の研究が発達した背景には，最終氷

期最大海面低下期以降，アイソスタシー効果に

よって同地域の沿岸環境が変化したという地質

学的な背景が大きいと考えられる。しかしなが

ら，当時の研究初期段階では，バルト海の環境変

遷史や海岸部の内湾が海から切り離される過程

(isolation)の復元のみに焦点が当てられており，

過去の海水準を定量的に復元しようとする試み

は見られなかった。以上のヨーロッパにおける

研究例は， Kolbe(1927)のhalobiendiatom system 

やHustedt(1937-39)の生態的区分を基に行われて

おり，塩分変化から間接的に海水流入量を推定

するものであった。この手法は， i毎生種の消長を
見ることで，過去の海水の影響を捕らえること

ができることから，現在においても最も簡便な

方法として使われている (Vos& de Wolf， 1993)。

その後，北海・バルト海変選に関連した研究が

ヨーロッパ各地で盛んに行われたが，南北アメ

リカ・東欧地域では湖沼に関連する研究が主に

発達し，沿岸に関する研究はあまり報告される

ことがなかった。

1960年以降，沿岸古環境と珪藻類に関する研

究は，日本の沖積低地において盛んに報告され

るようになった (Hasegawa1976など)。これら

の研究例も，ヨーロッパにおけるものと同様に，

Hustedt( 1937・39)やLowe(1974)などの生態的区分

に基づくものが占めていた。その後 1980年代中

期以降に，小杉(1988)によって日本の潮間帯にお

ける環境指標種が導入され，具体的な地理環境

を復元しようとする試みがなされるようになっ

てきた(小杉 1988，1989，鹿島 1986)。小杉によ

る研究は，環境復元の精度を飛躍的に向上させ，

さらに潮間帯に生息する珪藻類の初期化石化過

程を議論しようとした画期的な試みであった。

その後，これらの研究例を基に多くの基礎的・応

用的研究例が日本・ヨーロッパ地域を中心に報

告されるようになった(安藤 1990，1991， Denys 

1999，藤本 1990，鹿島 1986，加藤ほか 2000，川瀬

1998，小杉 1985，1988， Kosugi 1987，大平 1995，大

平・海津 1999，Sakaguchi et a1. 1985， Sawai 2001a， 

2001 b in press，安井ら 2001，Zong 1996， 1997など)。

彼らの研究の多くは，海岸線の位置を推定する

など，縄文海進期以降の海岸環境の変遺を詳細

に復元しようとするものであった。

1990年代中期になると，アメリカ西海岸地域

を中心に，海水準の微変動を復元する試みが急

増した(Atwater& Hemphill-Hal巴y1997， Hemphill-
Ha1ey 1995a， 1995b， Sherrod 1999， Sherrod et a1. 

2000)。彼らの業績がそれまでの日本・ヨーロッ

パのものと大きく違うのは，海岸環境の中でも

特に潮位差に敏感な微地形環境(塩性湿地環境)

に注目し，珪藻類の生態情報，初期化石化情報を

明らかにしていったことである (Nelson & 

Kashima 1993， Hemphill-Ha1ey 1995a， Sherrod 

1999)。また，それらの基礎情報をもとにtransfer

function法なとさの統計学的な手法を用いて海水準

微変動の復元を行い，そこから過去の地震活動

の復元に成功している (Hemphill-Haley1995b， 

Sherrod et a1. 2000)。近年日本においても，北海

道に点在する塩性湿地堆積物に注目し，そこから

過去の海岸環境(特に海水準)を復元しようとす

る試みが見られるようになった (Sawai2001a)。

海岸地域における珪藻類の初期化石化過程に関

する研究

堆積物中に見られる生物群集と現在生きてい

る群集は等価ではない。当然珪藻類にもこれは

当てはまり，現在の群集と堆積物中の群集の聞

には，遺骸群集が存在する。これまでの第四紀古

環境変遷に関する研究では，堆積物中の珪藻群

集について「珪藻化石群集JI珪藻遺骸群集」な
どの用語が特に区別されず用いられてきたが，

化石化過程を考慮、に入れて定義すべきである。

本研究では，生きている栄養細胞・休眠細胞・休

眠胞子から構成されるものを珪藻生体群集(ま

たは集団)(生体珪藻群集(集団)，珪藻現生群集

(集団)または現生珪藻群集(集団);living diatom 

popu1ation)， sediment司waterinterfaceに含まれる

死滅した被殻などを珪藻遺骸群集(遺骸珪藻群

集;dead diatom assemblage)， sediment-water 

interfaceより下位に埋没した遺骸などを珪藻化石

群集(化石珪藻群集;fossil diatom assemb1age)と

呼ぶことにする。厳密には，そこに生育していた

珪藻類が死滅した群集を遺骸珪藻群集(珪藻遺

骸群集)，そこに集積しているが何かの作用で再

移動し得るものを集積珪藻群集(珪藻集積群

集)，埋没し再移動し得ないものを埋没珪藻群集

(珪藻埋没群集;buried diatom assemb1age)と定義



するべきであるが，これらの区別が難しいため

一括して「珪藻遺骸群集 (遺骸珪藻群集)Jとし

た。ただし，内湾.ii¥JJ沼など，沈|経遺骸と集積遺

骸が区別できる場合(加藤ら 2000)はこの限り

ではない。

潮間帯の珪藻類と海岸古環境を議論する場合，

しばしば問題となるのが珪藻化石の現地性 ・異

11血性評価で、ある。現地性 (autochthonous)群集と

は，そこに生育していたものがそのまま化石化

したものを指し，異地性 (allochthonous)群集と

は他の場所で生活していたものが運搬され化石

化したものである。i朝間帯に生育する珪藻1TY'集

の場合，常に沖~J 汐作用に曝されているため ， 基本

的にそこで形成される珪藻遺骸群集は，運搬さ

れた異地性要素の高い種組成になると考えられ

る。そのため，珪藻化石群集から古環境復元を行

う|努には，現地性・異地性要素の評価を詳細に行

う必要がある。

従来，珪藻化石群集中における現地性要素-奥

地性要素の評価を行うために，個々の種の生活

形態に注目して議論が行われてきた (Vos& de 

Wolf 1993)。例えば，浮遊一生活をする珪i菜類はiiiJJ

汐作用によって洗い流されるために，基本的に

異地性要素として扱われ，付着生活をする珪藻

極は現地性要素として扱われることが多かった

(S i monsen 1969)。また，造fI去の破壊が進んで、い
るものが異地性要素として扱われることもあっ

た(Voorrips& Jansma 1974， Heyworth et al. 1985)。

しかしながら，これらの議論は系統的なデータ

の蓄積によるものではなく，推論の域をwてい
なかった。そのため 1980年代以降，化石群集中

の現地性・異地性評価liを詳細に行うため， 世界各

地で古環境学者による珪藻類の生態調査が行わ

れるようになった (小杉 1985，1988，安藤 1990，

H巴mphill-Haley1995a， Zong & Horton 1998， Sherrod 

1999， Sawai 200lb in press)。

堆積物仁IJに見られる珪藻化石群集は，生体群

集よりも遺骸群集に近い。これは，i~ß 間佑ーの生物

群がiiiJJiタ作用によって死後運搬を受けるためで
ある。微細藻類である珪藻類のl易合，この死後運

搬作用の影響が強いと考えられ， 15環境学者に
よる潮間帯の生態調査はこの点に注目され行わ

れてきた。なかでも小杉 (1985)は，キ111胞染色法

を用いることによ って表層堆積物中の珪藻生体

群集と珪漆遺骸群集の分離を行い，生体群集か
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ら遺骸群集への変]I~過程を議論した初めての論

文であろう 。小杉の研究によれば，溺l間帯に生育

する珪藻生体群集は塩濃度と付着器物に関係し

て分布しており， ijjiJ]の影響をどの程度受けるか

によ っ て，その後の群集変71~度に違いが出てく

る (小杉 1986)。例えば，閉鎖性の高いタイド

プールなどでは遺骸殻の流出が少なくなる。ま

た， 7if に i~~J の影響を受ける干潟底では，珪藻殻は

死後即座に流されてしまい，結果として残留群

集の性格が強い遺骸群集が形成される。このよ

うな地理環境による異地性程度の違いに加えて，

佑|々の生活形態の違いによ って初期運搬の程度

が違うようである。例えば，I/1t巴rlockingspin巴に

よって長い鎖状群体を形成する P丘mlia属は，そ

の群体形態から潮汐作用によって流されやすく，

奥地性要素の強い珪藻類であると広く認知され

ている (H巴mphill-Haley1995a， D巴nys1999， Sawai 

2001 b)。

死後運搬による群集の初期変形に加えて，溶

解作用による群集変形も重要で、ある.ただし，こ

こでいう「溶解作用」は，生物擾乱による殻の破

壊，潮汐作用による物理的な殻の破壊，化学的な

溶解，の3つの作用が並列に扱われる。i朝間平日1で

は，これら 3つの作用が同時に働き珪藻殻の溶

解が起きていると考えられる 。 なかでも，

|豆I1 Pseudopodosira kosugii Tani111ura et Sato. 1，2.光学顕

11~î完写r~. (Scal巴bars=1 0μ111) 3. SEM. (Scal巴bar=lμ111)
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図2/J、植川河口域におけるPseudopodosirakosugiiの分布状態。本種は限られた環境にのみ分布する。

Entomoneis属やTryblionellalevidensisなどの脆弱

な殻を持った珪藻種は，溶解作用によって即座

に表層堆積物から消失する (Sawai2001 b in 

press)。このような選択的な溶解は，sediment-回 p

実験の結果からも報告されている (Tak油ashiet 

al. 1990， Takahashi 1997，加藤ら 2000)。長崎県大

村湾における sediment-trap実験結果によれば，

Chaetoceros属，Skeletonema属などの珪藻種は

sediment-water interfaceで選択的な溶解を受け，

遺骸殻の大部分が消失してしまうことが明らか

にされている(加藤ら 2000)。これらの観測結果

に加えて，海洋における珪藻殻に閲しては，海洋

バクテリアの作用が大きく関係して珪藻殻の搭

解が進行していることが，室内実験の結果から

指摘されるようになった (Bidle& Azam 1999)。
以上のように，珪藻生体群集が珪藻化石群集

に変化する過程において，溶解作用は重要な役

割を果たしているが，その詳細は議論の余地が

大きい。例えば，溶解作用の程度を客観的に評価

する方法などは，今後の研究によって議論され

なければならない問題である。

古海水準を表す珪藻種Pseudopodosirakosugii 

Tanimura et Satoを用いた古環境復元例

本章では，具体的な研究例のーっとして日本

における古海水準復元を取り上げる。 1980年代

以降，日本では考古学的・自然地理学的な観点か

ら，縄文海進期以降の海岸線移動が詳細に議論

されてきた(太田ら 1990)。その中で珪藻類は，

環境指標種の提唱がされるなど(小杉 1988)，沿

岸域の環境指標として活躍してきた。なかでも，

日本における沖積低地の海成層中では，

Pseudopodosira kosugiiが第一優占種として産出す

る場合が多く (Satoet a1. 1996)，本種は日本の完

新世沿岸環境変化と珪藻相の関係を考える上で

重要な位置を占めていると考えられる。

日本の沖積堆積物中に特徴的に産出する珪藻

種P.kosugiiは，その形態がMelosira科珪藻類の

resting sporeに似ていたため，従来MeJosira属の

1種として報告されてきた(鹿島 1985: MeJosira 
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図3北海道厚岸地方の湿原堆積物中における珪藻化石群集の推移 (Sawai200laを改変)。有機質泥層・無機質泥層

ではPseudopodosirakosugiiやその他の汽水一海水生珪藻が多産し，泥炭層では淡水性珪藻が特徴的に産出する。

底で観察される生細胞は単独のものがほとんど

であった。さらに小植川河口における分布状態

から推定すると，本種は異地性要素というより

はむしろ現地性要素が高く過去の海水準(正確

には平均潮位から平均高潮位)を表す指標種と

定義することができる。

図3は，北海道東部厚岸地方の湿原堆積物中

に見られた，珪藻化石群集の推移である。本地域

の湿原堆積物は，下部無機質泥層と上部有機質

層に分けられ，さらに上部有機質層は分解質泥

炭層と有機質泥層の互層によって構成される。

本堆積物中の，下部無機質泥層上限付近では P.

kosugiiが特徴的に産出し，加えて海生珪藻であ

るDiploneissmithii， TryblioneJla granulat.昌なども

随伴する。これらの珪藻種が多産する層準の直

上では，層相が泥炭に変化するとともに，淡水環

境に生育する珪藻種Eunotiapraerupta var. bidens， 

Pinnularia viridisなどが特徴的に産出するように

なる。これらは当時の海岸線が調査地点付近に

存在し，海岸線移動後に淡水環境に変化したこ

とを反映したものと考えられる。このような特

sp.l，小杉 1985，1988 : Me/osira sp.n， Sato et al. 

1996 : Me/osira sp.1など)。しかしながら，

Tanimura & Sato (1997)による培養実験で，それ

らが栄養細胞の被殻であることが明らかにされ，

Pseudopodosira属のP.kosugii (図1)と名付けら

れた。本種の分布は日本周辺のみに限られてお

り，生細胞は千葉県小植川河口域でしか報告さ

れていない。

図2は，千葉県小植川河口地域における P.

kosugiiの分布状態である。図2が示すように，P. 

kosugiiの生育範囲は非常に限られた環境(平均

高潮位から大潮時の高潮位)に限られており，本

種が過去の海岸線位置を推定するのに適してい

ることを示している。本種は，Paralia属，

Aulacoseira属に見られるlinkingspineに似た構造

を持っており，細胞分裂初期では短い鎖状群体

を形成しているため (Tanimura& Sato 1997)， 

Paralia属のように潮汐作用によって流され易い

種ととらえられ異地性要素として扱われること

がある (Denys1999)。しかしながら，本種の連

結は Paralia属などのそれとは違って弱く，干潟
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徴的な産出は，上部の有機質泥層にも見られ，過

去数回にわたり調査地点付近の環境が変化した

ことが推定された (Sawai2001a)。

P. kosugiiがMelosira属の l種と同定されてき

た背景には，本種が沖積堆積物中に化石として

普通に産出するにもかかわらず，現在では小植

川河口域でしか生細胞が観察されていないこと

がある。沖積層中でP.kosugiiが最も産出する時

期は縄文海進期であるが (Tanimura& Sato， 

1997)，当時形成されていた海水準上昇後の干潟

と，それが埋積された現在のj毎岸では環境が大

きく違っている可能性がある。またこのことは，

当時のP.kosugiiの生育範囲と現在のそれが違う

可能性があることも含んで、いる.このため，本種

を指標種として使用する場合は，随伴種との比

較や化学的手法を導入するなど(大平1995，佐藤

1995，川瀬 1998)，慎重に行う必要があることを

強調したい。以上のような問題を解決するには，

地史学的・生態学的な視点からさらに研究を進

める必要があり，本種を含めた海岸生態系の推

移を考える上で重要な課題となるであろう。

まとめ

本論では，海岸古環境と珪藻類に関する研究

のレビューを行い，用語の定義，具体的な研究例

とその問題点などを述べた。本論で指摘した幾

つかの課題は，過去の環境と珪藻類の関係を明

らかにさせていく上で，重要な位置を占めるも

のである。今後，それらの議論を発展させていく

ことによって，より詳細な古環境変遺・珪藻相変

遷が明らかになっていくと思われる。
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吉田忠生 l・北山太樹 2 エンドウモクのタ イプ標本

エンドウモク Sargassumyendoi Okalllura el 

Yalllaclaは盤状付着器をもち，平たい主校に互生

的に葉を生じ，球形で円頂の気胞があり ，生殖器

床は密に分岐することなどを特徴として 1938{I三

の山凹幸男の論文において岡村金太郎 (1935年

に他界)との共同命名の形で新種として記載され

た (Yalllacla1938)。現在は本州 (太平洋岸では千

葉県以前，日本海では架島以南)から九州ーは:で分

布が知られている。原記載のときには Enosillla

ancl Hayallla， Sagallli Prov. (Herb. Biolog. Labor.， lmp 

Palace， Tokyo); Arasiclolllari n巴arSilllocla， lzu Prov. 

(S. Segawa)として相模江ノ島，相模葉山， tJl豆嵐

留の3箇所が産地として挙げられ，江ノ島産と柴

山産については，皇居の生物学術l研究所の標本に

基づいていることが明示されている。

「新日本海謀誌」の執筆を開始したさい，吉田

はエンドウモクのタイプ標本について，当H寺皇居

内の生物学術l研究所に保管されていた昭和天皇コ

レクシ ョンを I~ 分で調べる こ とができないまま，

以下のように記述した (吉田 1998p. 413)。

タイプ産地 :神奈川県江ノ島

タイフ。標本 :TNS (生物学iU'IHiJf究所 no.296) 

国立科学博物館

ところが，北海道大学と国立科学博物館の阿

ハーバリウムでエンドウモクの標本を精査したと

ころ，この記述が誤りである ことが明らかになっ

たので報告する。

皇居の生物学御研究所にあ った海藻コレク

. . ， ， f • • ， . ・1・・・ .， .， '・.. . . 
|刈 1SmgilsslIm yendoi Okai11ura el Yalllada (Hololyp巴，SAP21112)
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ションは，昭和天皇が長年にわたって収集，研究

された他の多くの生物標本および文献とともに国

立科学博物館に移管され，現在はつくば市にある

同館昭和記念筑波研究資料館に収蔵されて藻類標

本室 (TNS・AL・R)に厳重保管されている。この

コレクションにある τNS・AL-R296として登録さ

れたエンドウモクの標本のラベルにはタイプライ

トされた文字でSP.NOV.と表記されているた

め，生物学御研究所の標本台帳にも同様に記帳さ

れ，これがタイプ標本であろうと考えられてき

た。しかし，この標本が採集されたのは 1940年

11月のことであり， 1938年のエンドウモクの発

表以前に山聞がこの標本を参照したはずはない。

従ってこれはタイプとは無関係である。また，こ

の標本は江ノ島ではなく，葉山で採集されたもの

である。なお，生物学御研究所からは，葉山で採

集された海藻類の同定のために， 1935-42年にか

けて大量の標本が山田に送られ，同定の後に返却

されており，そのなかにはTNS-AL-R296以外の

エンドウモク標本が数点含まれているが，いずれ

も葉山産で江ノ島産のものは含まれていない。北

大に保管されている SAP051106も生物学御研究

所に由来しており，これは返却後にお下げ渡しに

なったものであることが同定依頼の控えに記録さ

れている。

北大理学研究科の標本室に所蔵されているエ

ンドウモクの標本のうち，原著者によって調べら

れたと考えられるエンドウモクの標本を調査した

ところ， 1938年の発表で図版の写真の元になっ

た2点があった。 Plate21の標本はSAP21111を

撮影したものであり，これは山田自身の採集品で

日付は無く採集地は相模七里ヶ浜となっている。

図版に使用されながら，産地として七里ヶ浜が挙

げられていないので，この標本に関しては七里ヶ

浜が江ノ島と混同されたものであろうと推理され

る。ただし，江ノ島産の標本がほかに実在しな

かったと断定することはできない。一方， Plate 22 

に示されている SAP21112の標本(図1)は記載

にも引用されているように伊豆下回嵐留で瀬川宗

吉によって採集されたもので，これも日付は無い

ものの山田幸男の自筆でtype!と記入されている。

これらのことからエンドウモクのHolotype標本

は北大にあるSAP21112であると結論せざるを得

ない。従ってエンドウモクのタイプに関する記述

を以下のように変更しなければならない。

タイプ産地:静岡県下田市嵐留

タイプ標本:SAP21112北海道大学理学研究科

この扱いによって，下記の標本がIsotype(?)あ

るいはParatypeとなる。

Isotypes(?) :伊豆嵐留， 18 June 1937， coll. 

S.Segawa (SAP 048554， SAP 059607)0 

Paratypes:葉山小磯， 1928， Yamada det. no. 486 

σNS-AL-R 16印1);葉山鮫島， 16Sept. 1935. coll. The 

Empress Kojun， Yamadadet. no. 1 (TNS-AL-R 1663); 

葉山一色， 6 Aug. 1936. coll. The Empress Kojun， 

Yamada det. no. 35 (TNS-AL-R);葉山鮫島，30Aug.

1936. coll. The Empress Kojun， Yamada det. no. 34 

(SAP 051106);七里ヶ浜，May1924， coll. Y.Yamada 

(SAP 21271， 21272);七里ヶ浜， July 1924， coll. 

Y.Yamada (SAP 21273). 

貴重な標本の調査を許可していただいた，北

海道大学理学研究科の増田道夫教授と昭和記念筑

波研究資料館の並河洋主任研究官に感謝します。

引用文献

Yamada， Y. 1938. Notes on some Japanese algae VIII. Sci. 

Pap. Inst. Algol. Res. Hokkaido Imp. Univ. 2: 119-130. 

13 pls. 

吉田a忠生1998.新日本海藻誌.内回老鶴圏，東京.

(1818-0103太宰府市朱雀6・13・13，2305・∞05つくば市
天久保4・1・1国立科学博物館植物研究部)
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玉置仁1・寺脇利信2・吉田吾郎2.岡田光正アマモの天然群落

と移植群落における季節消長の比較

アマモZosteramarina L.は北海道から九州まで

の内海・内湾域の浅所に生育し，アマモ場と呼ば

れる濃密な群落を形成する。アマモ場は，近年の

埋め立や水質等の環境の劣化によって衰退が続い

ている(大野ら 1996)。そのためアマモ場の回復

に向けて，天然藻場の機能の正確な把握に基づく

人工藻場の評価基準の検討 (Shortet aJ. 2000)お

よび，アマモの生育に好適な環境条件を沿岸域に

整備する技術の開発が急務となっている

(Terawaki et al. 1999)0 

アマモの生育が見られない裸地の砂泥底に移

植されたアマモ草体は，近接する天然のアマモ群

落内に比べて生長が劣り，ある時期に消失する場

合があることが知られている (Mooreet al. 1996， 

圏ら 1998，玉置ら 1999)。また，これらの場所に

移植されたアマモの生育は，近接する天然アマモ

の季節的な消長の影響を大きく受けていると考え

られる。そこで本研究では，天然アマモ群落内で

の草体の季節的消長から生活環を把握し，これに

近接した生育に不適な砂泥海底に移植されたアマ

モの消失時期との関係を明らかにしようとした。

調査地として，広島湾大野瀬戸北岸に位置す

る広島県大野町丸石地先のアマモ群落を選定した

100m 
1-ー一一----1

Maruishi 

Fish. Port 

Shioya 

Fish. Port 

Nat. Res. Inst. 

(Fig. 1)。厳島によって沖から波浪が遮蔽された埋

め立て護岸地先の静穏な浅所に，このアマモ群落

は位置する。本調査地のアマモ群落は， D.L.基準

水深で-0.5からー1.0mの水深帯の砂泥域に安定に

形成されている(寺脇ら 1998)。このアマモ群落

の中心水深帯にあたる，沖合方向に設けた測線

A， B， C上の水深D.L.・0.8mを調査地点とした

(Fig. 1)0 1996年3月から 1997年3月まで， 2カ月

毎にスキューバ潜水により，アマモの栄養株密度

と最大草丈を一辺が50cm方形枠(3枠)を用いて

測定した。アマモの生殖株である花枝の出現期に

は，花枝密度と最大花校長も測定した。測定時に

見られた枠内における最長の栄養株の草丈を最大

草丈，最長の花枝の花枝長を最大花枝長とした。

調査地の海水温(表水温)は 1996年3月から 1997

年3月にかけて，月に数回，正午前後の時間に測

線A上の海面で測定した(Table1)。

その結果，天然アマモの栄養株密度は，調査開

始時の 1996年3月から5月に増加し， 7月に最大

の103(:1::8)株m-2に達した。9月に減少し始め，11

月には最小の36(:1::8)株m.2となった。しかし，翌

1997年l月には，再び増加した(Fig.2)。栄養株の

最大草丈は，調査開始時の 1996年3月から5月に

132 20・E

Ohno 

St.2 
ト3420・N

x 

Fig. 1 Map of the survey station on the coast of Ohno in Hiroshima Bay. Eelgrass bed area was indicated as cross-hatched 

area. 
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かけて増大し， 7月に最大の 139(士17)cmとなっ

た。 9月に減少し始め， 1月に最小の62(土 18)cm

となり，翌1997年3月に再ぴ増大した(Fig.2)。花

枝は調査開始時の 1996年3月に観察され， 7月に

最大の 16(:t4)株m-2となった。 9月から翌1997年

1月までは観察されず， 3月に再び観察された(Fig.

2)。最大花枝長は，1996年5月に最大の 157(:t24) 

120 
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。
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cmに達した(Fig.2)。

丸石地先におけるアマモ群落では，通年でア

マモの生育が観察されたことから，多年生アマモ

により維持されていることが確認された。この季

節的消長をTable1のように要約できた。初冬 (1

月)から春 (5月)は，栄養株密度の増大，草丈

の伸長，花枝の形成が見られる生長期であった。

春 (5月)から初夏 (7月)は，栄養株密度およ

び草丈が最大に達し，花枝に種子の結実も観察さ

れる成熟期であった。晩夏 (9月)から初秋 (10

月)には栄養株密度および草丈が減少する枯死・

脱落期であった。秋 (11月)は栄養株の密度が最

小となり，草丈も減少しつづける衰退期であっ

た。

新|崎(1950)およびMiki(1993)は，アマモが初夏

までは生長を進めるが，盛夏の高水温により生長

を止めると報告している。丸石地先においても，

8月(盛夏)の最高水温 (27"(以上)を境に，ア

マモの栄養株の株密度および草丈が減少した

Table 1)。以上のことから高水温 (27"(以上)が，

丸石地先の天然アマモの季節的消長に大きく関与

する一因であることが確認された。

玉置ら(1999)は，同じ場所の群落内で，衰退期

末期で生長期の初期にあたる 12月に採取したア

マモを，群落内 (St.l)および群落外の裸地砂泥

底 (St.2) に移植した(Fig.1)0 St.lに移植された

アマモは，直ちに分枝により株数が増加し，成熟

期には移植時の2倍以上の生残率となった。また

枯死・脱落期においても， 90%以上の生残率を維

持した(Table1)。しかし， St.2に移植されたアマ

モの生残率は，生長期であるにもかかわらず，移

植初期に株の枯死が見られ 100%以下に減少し

た。その後，成熟期にかけて 160%まで回復した

ものの，枯死・脱落期に向けて急激に減少し0%

に近くなった(Table1)0 St.2では，アマモの葉上

に多量の浮泥が集積し，その遮光の影響により草

体の光合成が阻害されたと考えた。

これらのことから，丸石地先において，砂泥底

に移植されたアマモの著しい衰退と消失は，夏か

ら秋の高水温による季節的な枯死・脱落と，葉上

の堆積浮泥による光合成阻害の二つの生育阻害因

子の相乗的な作用により引き起こされたと推察さ

Fig. 2 Seasonal change of vegetative shoot d巴nsity(Dv， shoots れた。

m勺，maximum vegetative shoot length (Lv， cm)， flowering 圏(1995)，圏ら(1998)によれば，徳島県櫛木地

shootd巴nsity(Df， shoots m-2) and maximum flowering shoot 先の砂泥撹乱の顕著な裸地の砂泥底に移植したア

length (Lf， cm). Data are shown mean土S.E.
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Tab1巴1Re1ationship belween annua1 growlh cyc1es 01' nalllral planls 01'巴elgrassand sllrvival ratio of Ihe transplanls. 
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(1997.12-1998.8) Survival ralio "l Sl.2 (%)ι一_____ ~2U 

マモ草体の消失時期は，近接する天然アマモ群落

内における草体の衰退期と重なっていた。この報

告と本研究の結果とは一致する。これらことから

生育に不適な裸地の砂泥底に移植されたアマモ草

体は，近接する天然アマモの生長 ・成熟期まで生

残するが，枯死 ・脱落の程度が著しく ，衰退期に

向けて消失する;場合が多いことが明らかとなっ

た。

従来，アマモ種苗の移梢等により造成が試み

られた事例では，移植草体の生育状況のモニタリ

ングが主であり ，近接する天然アマモ群落も同時

にモニタリングされることが少なかった()11111奇ら

1988)。本研究の結果から，移植アマモなどのモ

ニタリングに際しては，対照区として近接する天

然、アマモ群落のモニタリングが平行して行われる

ことが，移植草体を評仰する上で，きわめて重要

であることが示唆された。

本稿の作成にあたり貴重なご教示をいただい

たFrederickT. Short博士(Univ.N巴wHalllpshil巴)に

心から感謝する。ご助言をいただいた広島大学工

学部助教授西嶋渉博士に厚くお礼申し上げる。本

研究の遂行にあたりご協力をいただいた国土環境

株式会社の山内慎氏，日本ミクニヤ株式会社の徳

岡誠人氏，ならびに調査にご|高力をいただいた広

島県大町・町漁業協同組合にお礼申し |二げる。
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シリーズ

寺脇利信1・新井章吾2• 

8.広島湾奥部の大野瀬戸・亀瀬

はじめに

本シリーズは，数mから数10mのスケールで，

相観によって優占種で層別化した植生の範囲内

で，それに適合した正方形か長方形の枠を用いて

観察し，枠聞の比較を強調することで把握した景

観の模式図が多い。

前回は，特に植生の移行帯の内部を対象に観

察と測定を試みた結果を記述した(寺脇・新井

2001)。今回は，近年筆者らが繰り返し観察を

行っている地点の中で，岩礁域というよりは，砂

泥域に人頭大程度以上の巨離が点在する海底にお

いて，水中での計額.0等を行った結果を記述する。

ここでは，海藻類の着生基質が砂泥地に不連続に

分布するため，景観によって区分された調査区に

おいて同一面積を有する共通の枠を用いて調査す

ると，小さな基質では相対的に動植物の被度が小

さく評価される恐れがある。そこで，今回は景観

によって調査区を区分せず，海藻類の着生基質そ

200km 

のものを個別に調査区として観察を行った。従っ

て，今回の模式図は，筆者らにとっても新作の部

類に入るので，前固までとは多少表現が変化した

部分もある。

8.広島湾奥部の大野瀬戸・亀瀬

現地の概要と方法

亀瀬(かめのせ)は，瀬戸内海西部に位置する

広島湾の湾奥部で，本土と厳島の聞に横たわる大

野瀬戸の中央部に位置する(図1)。亀瀬は，頂上

部に巨礁が集積し，また，水深1mまでに砂喋，カ

キ殻，イガイ殻等が漂着しているものの，基本的

に砂泥の浅海底で，所々に巨喋が点在し，クロメ

等の海藻類の着生基質となっている(図2)。亀瀬

では，通年にわたり，波浪が遮蔽されて静穏であ

るが，通常でも 3m以上に及ぶ干満差により生じ

る潮汐流がかなり速い。亀瀬周辺の水深2mにお

ける上げ潮および下げ潮路の最大流速は，予測値

図l 広島湾奥部の大野瀬戸中央部・亀瀬の概略位置
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によると，20cm/s (約4ノット)以上である(李 -

星7JIl2000)。従って，亀瀬での潜水観察に当たっ

ては，小ì~iJJの千ì~iJJn寺等の ìjWJìタ流がi荘、も 小 さい日 H寺

を注意深く選定する必要がある 。 また ， tlJ. i~íi周辺

における海水は ， 大阪湾等と 同械に COO が 3 ~

8mg/Lと高く，有機汚濁が進行している(i青木ら

1998)。

1995年6月21日に， SCUBA 潜水により， í~j自

において，頂上部 (O.L.基準水位+1.5m)を起点

とし，北方にイq，1びる調査iWJ線を設定した。調査iJllJ
線上において，起点からの距]ijlf~2m 毎に}l~質を記

録し，水深4mまでの海底を観察した。調査iWJ線

から 1m以内に巨礁が出現した場合には，水深，起

点からの距向IL巨礁の長径および短径， 巨1擦の表
而積を 100%としての間着動物および海藻類の被

度，クロメの個体数および最大謀長を計jJ!IJした。

結果

水深+1.5m (頂上部 -起点):集積していた巨

1擦では，固着動物のイワフジツボCrassostreagigas 

が優占し，被度 80%であった (sI3)。

水深+0.9m(起点より 2m):長径82cm，短径

48cmの巨礁では，タマハハキモク Sargassum

muticum (Fensholt) Yendoが優占し，被度20%で

あった。

水深+0.7m(同上4m):長径52cm，短径43cm

の巨際では，タマハハキモクが催占し，被度20%

であった。

水深O.4m(向上8m):長径92cm，短径76cmの

巨礁では，クロメ Ecklonillkurome Okamが優占

し，被度100%，6本10.25m2，最大謀長92cmであっ

←タマハハキモク

|主12 1ú. ì~~iにおけるクロメの生育状況

a.茎がilIく横たわって生育する b葉清11が広く 巨I擦を
被うように生77する

た。クロメは、 茎が短く ，葉状音1¥が長いため(区1

4)，まるでコンブ属植物の多くのもののように，

海底に横たわって生育していた。

水深0.9m(向上 12m)・長径58cm，短径44clllの

|豆1擦では，クロメが優占し，被度 100%，3本 /

0.25m2，最大謀長 107cmであった。

水深1.0m(向上 14m):長径 142cm，短径33cm

の巨隊では，クロメが優占し，被度90%，7本 /

1m ←クロメ クロメ→
←ヤハズグサ

水深 12m

3昨1

4m 、...

図3 11色淑lにおける i込J:J)jの殻MUt~王\ I~I



1)g14 危沼lにおけるクロメの形態

0.25m2，最大藻長83cmであり ，タマハハキモク

が混生し，被度40%であった。

水深l.lm(向上 16m):令長径53cm，短径47cmの

巨礁では，クロメが優占し，被度 100%，2本/

0.25m2，最大謀長 98cmであり，ワカメ Undaria

pinnatifida (H加v.)Suringalが混生し，被度20%で

あった。

水深1.7m(向上20m):長径30cm，短径 15cmの

巨礁では，クロメが優占し，被度 90%，1本/

0.25m2，最大藻長98cmであった。

水深2.1m(向上26m):長径76cm，短径66cmの

巨際では，クロメが優占し，被度 100%，I本/

0.25m2，最大藻長 112cmであり，ヤハズグサ

D叫 yopterislatiuscula (Okam.) Okam.が混生し，被

度30%であった。

水深2.5m(向上28m):長径62cm，短径41cmの

巨礁では，クロメが優占し，被度 100%，3本/

0.25m2，最大藻長 120cmであった。

水深2.9m(向上32m)・長径53cm，短径48cmの

巨礁では，スギノリ Chondracanthustenelllls (Harv.) 

Hommersandが優占し，被度60%であった。

水深3.1m(向上34m):長径60cm，短径38cmの

巨礁では，ク ロメが優占し，被度5%，1本/0.25m2，

最大謀長 14cmであった。

水深3.8m(向上44m)の石和み :クロメが，数

段に積み上げられた石積みの基部では小型で、疎ら

に，砂面からの比高の高い部分では大型で密生

し， 1貰」二部の水深 1mまで優占した。
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まとめ

1995年6月21日に瀬戸内海西部の広島湾奥部・

大野瀬戸中央部の亀瀬において砂泥底に点在する

巨礁を観察した。亀瀬に点在する巨礁では，水深

+ 1mでタマハハキモクが，水深Om~ 3mでクロ

メが催占した。水j栄1mではワカメが， 7J(I:栄2mで
はヤハズグサが，水深3mではスギノ リが，主に

混生した。屯i頼のクロメは，茎が短く葉状部が長

く，コンブ属植物の多くのもののように海底に横

たわって生育していた。

注目点

広島湾奥部・大野瀬戸の亀瀬では，砂泥底に点

在する巨礁での観察から，春に，水深+Imでタマ

ハハキモクが，水深Om~ 3mでクロメが優占し

た。これに対して，大野瀬戸では，本土側の大野

IIIJ沿岸の石積み護岸マウンドおよび厳島沿岸の自

然岩礁は，両岸ともホンダワラ類が佐占するガラ

モ場である (寺脇 1997)。特に，大野IUJ沿岸の石

積み護岸マウンドでは，秋から冬に，タマハハキ

モクが+0.5~ 1 mに生育し，ノコギリモク S

macrocwpull1 C.Agがo~ 2mに生育する (寺脇ら
1998)。さらに，広島湾奥部の大野IIITから， 1.最島，

阿多田島，柱烏および湾口部の屋代鳥にかけて，

南東岸の自然岩礁域における秋から冬の調査で，

ノコギリモクが湾央部の水深 1~ 3mを中心に分

布し，クロメは湾口部 -屋代島の水深3~ 9mを

1:1:1心に分布する (寺脇ら 2001)。

広島湾奥音1¥の大野瀬戸 ・亀瀬においては，着生

基質である巨l磯燦がイ砂沙泥i海毎底に点在しι，主に湾口音部目
の水1深;栄~3 m主U以)，、 I深月朱t を l中|ドコ 心心、として分布するクロメが水

j訟深A朱I~0 ~ 3m で

寿命の長い多王4年|手三生ホンダダ、ワラ類が生育しない等，
f既沈存の幸報|匝i告に比べて，きわめて特異的な植生であ

る。広島湾の湾口部においては，人工基質の設置

水深と砂面からの比高の組み合わせによ って変化

する光量と砂泥の影響の違いが，海藻植生の植生

の決定にきわめて重要な条件であることが明らか

にされている(T巴rawakiet al. 2000)。屯瀬は，波浪

があまり発達しないため静穏で、あるが，大mj'-瀬戸
という狭い水路の1:1:1央部であるため，潮流が速い

(李 ・星加12000)。屯瀬では，頂上部にカキ殻が漂

着していることから，海底でも潮流による砂泥粒

子の移動が頻繁に生じ，それらの影響によ って特

異的な植生梢造となっている可今能性が示唆され
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た。このことは，数段に積み上げられた石積みの

砂面からの比高の高い部分ではクロメが大型で優

占し，広島湾全域と同様の安定な極相を示してい

ることからも伺える。この地点では，波浪・流動

環境の質的な差異に伴う砂泥の影響の特性と海藻

植生との関係について，多様性の大きいクロメの

形態(Tsutsuiet a1.)との関係も含めて，さらなる

検討を加える予定である。
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秋季シンポジウム (2001.11.16) 

「藻類由来の機能性成分の研究と利用の展望j要旨

竹中裕行 :微細藻類の生理機能とその応用

微細1I藻類は，生物起源において大変重要な二

つの役割を?寅じてきた。私たち人間を含め，地球

上の多くの生物は酸素なしでは生存することがで

きない。酸素こそ，この地球を 3000万種以上も

の生物があふれる「生命の惑星」に育て上げた物

質といっても過言ではない。そして，この酸素生

産の立役者が，藍藻をはじめとする微細11藻類であ

ることは周知の通りである。微細11藻類は 3S億年

前から地球環境の変化と生命の進化に「酸素生

産Jという営みを介し，一つ目の役割を演じてき
た。20世紀末から，温暖化をはじめとする地球環

境悪化の修復に，微細藻類を応用しようとする研

究が躍んに行われてきたのは，こういった事実に

よるものである。

徴主IU藻類の二つ目の役割は， 他の生物の餌に

なってきたということである。生物にとって太陽

の光はもっとも大切なエネルギー淵であるが，微

細藻類はその太陽エネルギーを仙の生物が利用で

きる JI~にして貯蔵する 。太陽エネルギーと二酸化

炭素から，タンパク質， *Mf，脂質，ビタミン，カ

ロテノイドなど，生命を維持してゆく上で大切な

栄養素を合成 -蓄積するのである。微細11藻類は，

食物連鎖の先端に位置してきたことにより多くの

生命を育んで、きた。

ところで，現在，国の医療費は高騰し，約30兆

円にも達しており ，医療費削減が緊急要件となっ

ている。この対応の一環として，匡|民の健康づく

り対策が奨励されている。これまでの健康施策

は，疾病の早期発見，早期治療(二次予防)に重

点が置かれてきた。しかし，特に生活習慣病に対

しては，生活習慣の改善および健康増進，危険因

子の低軽減・除去に取り組むことが重要で‘あると

されている。また，高齢化社会の到来にともな

い，生活習慣病を予防し，健康な釘:1:1を過ごすこ

とは，誰もが願うと ころである。

3S億年に亘り ，徴主III).架類が務めてきた二つ目

の役割「微細藻類が餌となることによって他の生

物たちを育んできた」ことに注目し，私たちが健

やかな日々を送るために，徴主111藻類を利用する

(食する)ことは，理に適ったことであると考え

られる。そして，この考え方は「藻食論jとして

提唱されるに至っている。

日本人の食文化で、は，古来より海藻 (大型藻

類)を食してきた。近年の疫学調査や研究によ

り，海藻の摂取とiil!l東とに相関関係のあることが
明らかとなってきた。これらをふまえ，舘脇

( 1997)により「諜食論Jが提唱された。藻食論
は，従来の栄養学によるタンパク質，脂質，糖質

といった化学的バランスでものを食べるのではな

く，動物食，植物食，菌類食，海藻食の4つの生

物学的バランスがとれた食生活を提言している。

そして，この藻食論をさらに発展させ，海藻食で

はなく，微細藻類を含めた藻類食として，新しい

I;~食論J が三浦 (私信)に より提唱された。

しかし，現在のと ころ，徴主IU藻類の生産量は少

なく ，そのために生産コストが高いことより ，海

藻のように毎1:1の食卓に出るよ うな食材とまでは

至っていないのが笑状である。現在は，微キ111藻類

の生理機能を解明し，それを利用した付加価値の

高い食Jillが開発されている。

微キ111藻類の生理I~機能についての研究が本格的

に始まったのは 1980年代に入ってからである。

Borowilzka (1994)がまとめた微細J菜類由来の生

理活性物質の可能性を一部改変して表 lに示し

た。これらの多くは研究室レベルでの研究であ

り，微細藻類の大量培養を含めその実用化までに

は至っていない。今後の実用化が期待されると こ

ろである。

付加ii!li値の高い食品の代表が健康補助食品

(健康食品)である。アメリカ における Dietary

Supplementは栄養補助食品と直訳されている。し

かし，日本では栄養と栄養素の概念が混乱してい

て，これらの用語は混同して使用されている。ビ

タミンやミネラルといった栄養素の食品であれ

ば，栄養補D)J食品と呼称することは適当と思われ

る。しかし，栄養素の単なる補給だけではなく，

健康の保持・増進，あるいはより優れた健康状態

を求めるという広義の意味を持つものとして考え

た場合，積極的に健康を布11助する意味で「健康補

助食品」 という名称が用いられる ようになった。



2倒

表1Selected products from microalgae and their altemative， non-algal sources 

Carotenoids 

Product 

s -carotene 
astaxanthin 

canthaxanthin 

Source 

Dunaliella 

AIternative Sources 

synthetic， palm oi¥ 

Haematococcus， Euglena 

some Chlorophytes 

synthetic， phaffia 

synthetic 

Other Pigments phycocyanin 

phycoerythrin 

Spirulina， Synechococcus， blue-green algae none 

Porphyra， Porphyridium none 

Fatty Acids eicosapentaenoic acid Diatoms， Porphyridium fish oi¥ 

docosahexaenoic acid Prymnesiophytes， Isochrysis fish oiI 

vegetable gums 

plants 

Polysaccharides many polysaccharides mainly blue-green algae 

Sterols many sterols many species 

Vitamins tocopherol brown algae 

vitamin BI2 various algae， Pleurochrysis 

soy beans， peanuts 

bacteria 

Bioactive anti-fungal， anti-bacterial，antiviral， 

Compounds anti-neoplastic，pharmacologicaIly 

active compounds many species potential synthetic 

Biomass aquacultur巴feed

animal feed 

many specles 

many specles 

heaIth food Chlorella， Spirulina. Dunaliella. Pleurochrysis. Nostoc 

現在，商業ベースで培養・生産されている微細

藻類について，これらの代表的な生理機能とその

応用について言及する。

クロレラ (Chlorellapyrenoidosa， C. vulgaris) 

クロレラが健康食品市場に登場したのは，今

から 30年以上も前のことである。現在では，健

康食品の中でもっとも市場規模が大きく，一説に

よれば約600億円とも言われている。

1985年に厚生大臣の許可を得て設立された

(財)日本健康・栄養食品協会(日健協)は，消

費者が健康食品を安心して利用できるために，食

品衛生法・栄養改善法等を遵守し，協会設定の規

格基準等厳正な審査をパスした健康食品にJHFA

(Japan Hea1th Food Authorization)マークの表示を

許可している。 JHFAマーク表示クロレラ食品は

110品目以上にもおよぶ。

クロレラ藻体および熱水抽出物について，多

くの生理機能が明らかにされている(表2)。これ

らのいくつかを紹介する。

クロレラ藻体の生理機能

1.ダイオキシン吸収抑制(排世促進効果)

ダイオキシン (Polychlorinateddibenzo・p-

dioxins， PCDD)は，これに汚染された食品等から

摂取され，脂溶性の化合物であるため吸収が良

く，一般健常者の母乳，肝臓，脂肪組織に長期に

亘って残留する人体汚染物質である。森田ら

(1997)はラットにおける PCDDの糞中排世(吸

収抑制)作用に対するクロレラの影響について検

討した。すでに排池促進作用の認められている米

ぬか繊維に比して，クロレラは高いPCDD糞中排

椎効果が認められた。この作用は，クロレラに含

まれるクロロフィルと食物繊維によるものと考察

されている。

2.コレステロールf正下{'F用
近年の食生活の西欧化にともなうコレステ

ロール摂取の増大は，血液中コレステロール値を

上昇させるとともに種々疾病の引き金となってい

る。クロレラの血清コレステロール低下作用は，

ラットやウサギなどの動物実験により認められて

いる。

藤原ら (1990)は，高脂血症と診断され，他に

合併症がなく，しかも高脂血症の薬剤を投与され

ていない9名に対し， 12ヶ月間クロレラを投与

し，その効果を検討した。血清コレステロールお

よびLDL・コレステロール値に，投与開始時に比

べ有意な低下が認められた。

クロレラ熱水抽出物の生理機能

1.ニトロソ化合物(発がん物質)合成阻害

発がん物質の1つとして注目されているニトロ

ソ化合物は，実験動物の種々の臓器に発がん性を

示すが，われわれが日常摂取する食品，食品添加



表2 クロレラ藻体および熱水抽出物の生理機能

生理機能 文献
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クロレラ藻体 ダイオキシン吸収抑制J(排計!t促進効果)

コレステロール低下作用

森田ら 1997 

藤原ら 1990 

クロレラ熱水抽出物生体防御調節

抗腫蕩活性

細菌感染抵抗性

抗ウイルス活性

Konishi et al. 1985 

Tanaka et aJ. 1986 

ニトロソ化合物(発がん物質)合成阻害

紫外線防御作用

Ibusuki & Minamishima 1990 

堀ら 1993 

篠原・竹中 1993 

物，医薬品などと亜硝酸との反応によって容易に

生成するという特徴を有している。したがって，

この様に生成したニトロソ化合物が，ヒトのがん

の原因となっている可能性が非常に高い。

食品中に含まれているスペルミジン(二級ア

ミン)と唾液中に含まれる亜硝酸から，マウス胃

内で変異活性のあるニトロソスペルミジンが生成

されることが報告されている。著者らは，スペル

ミジンと亜硝酸との反応によるニトロソスペルミ

ジン生成に対するクロレラ熱水抽出物の影響を検

討した(堀ら 1993)。その結果，抽出物の濃度に

依存して，ニトロソスペルミジンの生成量は阻害

された。クロレラ抽出物が亜硝酸を分解すること

により，ニトロソスペルミジンの生成を阻害した

ことが明らかとなった。

2.紫外線防御

紫外線の中で，特に UV-B (280nm ~ 320nm) 

は，ひどい日焼けを起こし，皮膚の炎症や皮膚

がんを引き起こす原因となることは知られてい

る。著者らはUV-Bに不安定なβーカロテンの安

定性を指標としてクロレラ熱水抽出物の紫外線防

御作用について検討した(篠原・竹中 1993)。熱

水抽出物の濃度に依存してs-カロテンの安定性
が向上した。熱水抽出物の紫外線防御作用は，単

に紫外線をカットするだけではなく，紫外線照射

に伴って発生するラジカルを消去することによる

ものと考えられる。

表3 スピルリナの生理機能

生理機能

がんの予防
免疫賦活

アナフィラキシ一反応抑制
ダイオキシン吸収抑制
(排i世促進効果)

文献

Mathew et al. 1995 

Hayashi et aJ. 1994 
Yang et al. 1997 
森田ら 1997 

抗ウイルス活性 Hayashi & Hayashi 1996 
ヒアルロニダーゼ限害活性 Fuiitaniet aJ. 2001 

スピルリナ (Spirulinaplatensis. S. maxima) 
周知の通り，スピルリナは食経験のもっとも

古い微細藻である。 JHFAマーク表示スピルリナ

食品は約40品目ある。

スピルリナはアミノ酸バランスのよいタンパ

ク質(プロテインスコア:83)を50%以上含有す

ることが大きな特徴である。スピルリナについて

も多くの生理機能が明らかになっている(表3)。

1.抗ウイルス活性

Hayashiら(1996)は，スピルリナ熱水抽出物

より含硫多糖のカルシウム・スピルラン (Ca-SP)

を単離し，これが単純ヘルベスウイルス，インフ

ルエンザウイルス，ヒトサイトメガロウイルス，

麻疹ウイルス，エイズウイルス等の増殖を抑制す

ることを報告した。含硫多糖類には抗ウイルス活

性が報告されており，イオウ (S)が外れると抗

ウイルス活性が認められなくなる。 Ca-SPもその

例外ではないが，興味深いことに，含硫であって

もカルシウムが外れると，抗ウイルス活性を示さ

ない。さらには，スピルリナの種によっては.Ca-

SPが存在しないこともわかっている。

2.ダイオキシン吸収抑制(排世促進効果)

スピルリナにもクロレラ同様，ダイオキシン

(PCDD)糞中排池効果が認められた(森田ら

1997)。スピルリナに含まれるクロロフィルと食

物繊維によるものと考察されている。

3.ヒアルロニダーゼ阻害活性(抗アレルギ一作用)

ヒアルロニダーゼはI型アレルギーに深く関っ

ており，アレルギ一反応と炎症作用を引き起こす

と考えられている。著者らは，スピルリナ熱水抽

出物のヒアルロニダーゼ阻害活性を検討した

(Fujitani et al. 2001)。熱水抽出物の濃度に依存し

てヒアルロニダーゼ阻害活性を示した。さらに，

熱水抽出物のエタノール不溶性画分に強いヒアル

ロニダーゼ阻害活性を認め，活性物質が多糖類で
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あろうと推察した。なお，この活性は，抗アレル

ギー薬として使用されているクロモグリク酸ナト

リウム (DSCG)に匹敵する活性であった。

テsユナリエラ (Dunaliellasalina， D. bardawi!) 

デユナリエラ関連商品が市場に出始めたのは

1980年半ばで，クロレラやスピルリナに比べて

歴史は浅い。日健協においても，デュナリエラ食

品としての規格基準は設けられていなし、。日健協

における藻類応用食品の規格基準は，クロレラと

スピルリナの2つしかない。しかし，デュナリエ

ラの特徴は，大量にs-カロテンを生産・蓄積す
ることであり， s-カロテン食品としての規格基

準があり， JHFAマーク表示s-カロテン食品の
多くはデユナリエラ由来のs-カロテンを利用し
ている。

デユナリエラ由来のs-カロテンは，合成s-
カロテン(オールトランス型)と異なり，幾何異

性体の9・シス型s-カロテンが約50%含まれる。
この存在により，デユナリエラ由来s-カロテン
は合成s-カロテンに比べて油に溶けやすく，生
体内利用性が高いと考えられた。

デュナリエラの生理機能の研究は，デュナリ

エラ由来のs-カロテンについて検討したものが
ほとんどである(表4)。

1.抗腫蕩活性

s-カロテンは，ピタミンA前駆体(プロピタ
ミンA)としての役割以外に，カロテンとして抗

酸化能を示すことが明らかとなり，両者の相E作

用による抗腫蕩活性が大きく期待された。デュナ

リエラ抽出s-カロテンによる抗腫蕩活性が報告
された (Shklar& Schwartz 1988)。その後，
Nagasawa et aJ. (1991)は，デユナリエラ藻体を

餌に混ぜて動物に与え，乳がんが抑制されること

を報告した。著者らは，化学発がん物質による

ラット腎腫蕩ならびに勝脱腫揚に対し，デユナリ

エラ藻体投与による影響を検討した(竹中

1993)。デユナリエラ藻体を 1%餌に混ぜて自由

摂取させたとき，腎腫蕩ならびに跨脱腫蕩の発生

が抑制された。デユナリエラ由来のカロテンの働

きによるものと考察される。

2.ヒアルロニダーゼ阻害活性

デユナリエラ熱水抽出物のエタノール不溶性

画分に，スピルリナと同様，強いヒアルロニダー

ゼ阻害活性を認めた (Fujitaniet a1. 2001)。この

表4 デユナリエラの生理機能

生涯機能 文献

抗腫蕩活性 Nagasawa et a1. 1991 

紫外線障害予防 Lee et al. 2000 

血管拡張 Yamaguchi et a1. 1988 

ストレス性潰傷予防 Takenaka et a1. 1993 

ヒアルロニダーゼ阻害活性 Fujitani et a1. 2001 

活性は， DSCGに匹敵する活性であった。

3.紫外線障害予防作用

Lee et a1. (2000)は， 22名のボランテイアに24

週間デユナリエラカロテンを投与し，紫外線障害

に対する影響を調べた。カロテンの量は8週間ご

とに30，60， 90mg/日と増加させ， 6段階の強さ

の紫外線を同時に 1分間瞥部に照射し， 24時間

後，紅斑が認められる最小紫外線量 (MED)を求

めた。デユナリエラカロテノイドを摂取すること

により， MEDが有意に上昇した。この結果より，

デュナリエラカロテンの摂取が，皮膚表面での紫

外線障害を予防することが示唆された。

4.ストレス性潰場予防

疫学調査により，緑黄色野菜 (s-カロテン)

の摂取とストレスとの聞に負の相関関係が認めら

れている。また， s-カロテンには細胞粘膜保護
作用のあることが知られている。そこで，著者ら

は，ストレス性の潰場にデュナリエラが有効で、は

ないかと考え，ラット水浸拘束ストレス性胃潰虜

におよぽすデユナリエラ摂取の影響について検討

した (Takenakaet aJ. 1993)。デュナリエラを予め

2週間自由摂取させたとき，水浸拘束ストレスに

よる胃潰蕩は有意に抑制された。一方，合成s-
カロテンの投与では抑制されなかった。肝臓中に

カロテンが蓄積されており，デュナリエラカロテ

ンは，胃粘膜保護のみならず，ストレスにより生

ずるラジカルを消去することにより，潰蕩の発生

を防いだものと思われる。

ところで， s-カロテンの抗腫蕩活性が続々と
報告され，また多くの疫学調査により p・カロテ
ンの摂取とがんリスクとの聞に負の相関関係が認

められたことより， s-カロテンのがん予防に関
る介入試験がフィンランドやアメリカで実施され

た。しかし，喫煙者やアスベスト従事者の肺がん

リスクを逆に高めてしまうという結果が報告さ

れ，期待を大きく裏切ることとなった。その後，

これら介入試験の試験デザインの不備などが指摘



されるとともに， s-カロテンのみを大量に摂取
することの危険性が強調されるようになった。

Umegaki et aJ. (1994)は，ラットにs-カロテン
を大量に投与すると，体内のビタミンEが減少す

ることを報告している。/~ -カロテンは自ら酸化

することによって抗酸化作用を示す。酸化された

オキシカロテンをビタミンEが修復することもわ

かっている。したがって， s-カロテンを摂取す
るときには併せてビタミンEを摂取することが大

切である。蛇足であるが，ピタミンEも同様にビ

タミンCによって修復される。 10年程前に医薬品

メーカーがACE処方なる商品を競って発売した。

これは，カロテン(プロビタミン A)，ビタミン

C，ピタミンEの混合商品を意味した。

円石藻 (Pleurochrysiscarterae) 

円石藻(ハプト藻)は，ココリスと呼ばれる炭

酸カルシウムの殻を細胞表面に纏うことから，こ

の炭酸カルシウムを利用したカルシウム補助食品

が開発されている。円石藻の人工消化率は約97%

と極めて消化されやすく，カルシウム供給源とし

て有効であると考えられる。 JHFAマーク表示カ

ルシウム食品の中に，円石藻を利用した健康食

品が2品目ある。

円石藻は，これまで食経験がまったくなく，ヒ

トにとっては初めて口にするものである。そこ

で，変異原性，急性毒性試験，亜急性毒性試験が

実施され，食品としての安全性が確認されている

(竹中ら 1995，Takenaka et al. 1996， Takenaka et al. 

1996)。
円石藻の生理機能については，残念ながらほ

とんど研究はなされていない。

1.カルシウム供給源

著者らはヒトにおいて円石藻がカルシウムの

供給源となりうるかを検討した。円石藻を用いた

食品を作製し，ボランテイア 10名に数ヶ月間自

由に摂取させ，骨伝導音測定により骨の状態を調

べた。個人差はあるもののいずれも骨伝導音値が

上昇した。これは，円石藻のカルシウムが吸収さ

れ，骨形成に使われたものと考えられ，円石藻が

カルシウムの供給源となることを確認した。

近年，カルシウムの吸収にはマグネシウムと

のバランスが注目されている。しかし，これら以

外のミネラルも含めて，ミネラルバランスを重視

しなくてはならないと考える。体内ミネラルパラ
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ンスを考えると，海のミネラルバランスをそのま

ま摂取することが望ましい。海水で培養・生産す

る円石藻は，ミネラルバランスの良いカルシウム

供給源であると思われる。

2.ピタミン 812供給源

円石藻を培養する際，培養液中にシアノコパ

ラミン(ビタミン 812)を添加する。ピタミン 812

は，ヒト体内では補酵素型ピタミン 812(アデノ

シルコパラミンとメチルコパラミン)に変換され

て機能する。円石藻に蓄積されるピタミン BI2は

補酵素型ピタミン BI2が70%で，極めて有効なビ

タミン BI2供給源であると考えられる(竹中

1999)。
著者らは，ビタミン BI2欠乏ラットを用いて，

円石藻に含まれるビタミンBI2の栄養学的有効性

を検討した (Miyamotoet aJ. 2001)。円石藻添加

飼料を投与することでピタミンBI2欠乏ラットの

メチルマロン酸尿症は完全に回復し，肝臓中には

補酵素型ピタミン BI2が顕著に蓄積された。以上

の結果，円石藻に含まれるピタミンBI2が栄養学

的に有効であることが示唆された。

蛇足ではあるが，スピルリナに含まれるピタ

ミン BI2はシュード (pseudo)ピタミン BI2でヒト

においてはほとんど利用できないものである

(Watanabe et al. 1999)。

ノストック (Nostoc)

ノストックの中で，古くから食されてきたも

のは，イシクラゲ (N.commune)，髪莱 (N.

f1agelliforme) ，葛仙米 (N.sphaericum)である。中

国では，いずれのノストックも販売されている

が，特に，髪莱は「発財」とかけて，縁起物とし

て重用されている。

髪莱については，食経験があるが，急性毒性試

験，亜急性毒性試験，さらにはミクロシスチンの

分析を実施し，食用としての安全性を確認した

後，健康食品として開発されている (Takenakaet 

aJ. 1998，竹中ら 2000)。残念ながら日健協におい

ては該当する食品項目がないため， JHFAマーク

の表示までには至っていない。

ノストックの生理機能については，抗菌作用

と抗腫蕩活性が多く報告されている (deCano et 

al. 1990， de Mule et al. 1991， Patterson et al. 1991， 

Trimurtulu et al. 1994， Falch et al. 1995， Jaki et al. 

2000 )。
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1.コレステロールf丘下
イシクラゲを高コレステロール食摂取ラット

に投与したところ，血清中コレステロールが有意

に低下した (Horiet a1. 1994)。ノストックは細胞

外に多糖類をたくさん蓄積する。イシクラゲの多

糖類が食物繊維として働いたと考察されている。

また，髪莱投与によってもラットの血清コレステ

ロールが低下することがわかっている。

2.抗ウイルス活性

葛仙米から単純ヘルペスウイルスに対する抗

ウイルス活性物質が，N.e1l.伊Isosporumからエイズ

ウイルスに対する抗ウイルス活性物質が単離され

ている(胎lUbelet a1. 1990， Boyd et aI. 1997)。

また，イシクラゲと髪莱の熱水抽出物につい

ても抗ウイルス活性が認められている。イシクラ

ゲは生息場所によって，抗ウイルス活性が認めら

れないこともあるという。髪莱については，作用

機作等の検討が行われているが，これまで抗ウイ

ルス活性が報告されている含硫多糖類ではないこ

とカ雪明らかになっている。

3.免疫能増強

多糖類には免疫増強能が認められる。著者ら

は，担腫蕩マウスを用いて髪莱熱水抽出物のマク

ロファージ活性能を検討した(竹中ら 1997)。抽

出物の投与により，マクロファージ活性能が有意

に増強された。

化学発がん物質によるラット大腸腫傷および

腎腫蕩に対して，髪莱の投与がそれぞれの腫蕩の

発生口数を減少させ，あるいは増殖を抑制するこ

とが明らかとなった(竹中・陳1998)。これは，コ

レステロール低下作用とマクロファージ活性能が

関与しているものと考察される。

ヘマトコッカス (Haematococcus) 

近年，カロテノイドの一種であるアスタキサ

ンチンを生産・蓄積することで注目を集めてい

る。アスタキサンチンの抗酸化能は， s-カロテ
ンのそれよりも高いことが分かつており，今後ヘ

マトコッカス由来アスタキサンチンの健康食品が

かなり出てくるものと思われる。別稿で詳述され

るので省略する。

アスタキサンチンがヒトにとって非常に有用

な栄養素であることは間違いない。だからこそ，

s-カロテン大量投与のような「ばかげたブームJ
の二の舞にならないようにと願っている。

アファニゾメノン(Aphanizomenonflos-aqua) 

アファニゾメノンはアメリカオレゴン州クラ

マス湖に自生したものを採取し，ハードカプセル

や錠剤として，アメリカで販売されていた。著者

らは日本への輸入を検討したが，スピルリナとの

生理機能での差別化ができずに断念した。ところ

が， 1999年ミクロシスチンの問題が発表され，現

在は販売されていない。その後の研究で，アフア

ニゾメノンがミクロシスチンを蓄積しているので

はなく，クラマス湖に生息するミクロシスチンを

持つミクロキスチス (Microcystisaeruginosa) を

同時に採取したためであることがわかった

(Gilroy et aJ. 2000)。

基礎化粧品

アトピー性皮膚炎等，皮膚に何らかのトラブ

ルを持つ人が多くなってきた。その多くは，身体

自体の不健康が皮膚の障害という形で表れてきた

のものである。しかし，皮膚表面における炎症や

バクテリア(黄色ブドウ球菌等)の繁殖には，直

接的な対処を必要とする。すでに，微細藻類の抗

炎症作用(ヒアルロニダーゼ阻害活性)について

は上述したが，その生理機能を利用した基礎化粧

品が開発されている。

基礎化粧品に利用されている微細藻類は，ク

ロレラ，デュナリエラ，円石藻，ポルフイリデイ

ウム (Porphyridiumpurpureum)である。

クロレラは，保湿成分として以前から化粧品

に利用されてきた。デユナリエラと円石藻，ポル

フイリデイウムは，抗炎症作用の他に黄色ブドウ

球菌に対する抗菌活性が認められている。

化粧品については，全成分表示が欽務付けら

れ，表示名称の世界統一化が実施されている。日

本においては，まず米国化粧品工業会(CTFA)が

発行している ICID(International Cosmetic 

Ingredient Dictionary and Handbook) にINCI

(Intemational Nomenclature Cosmetic Ingredient)名

として登録され，その後，日本化粧品工業連合会

にて審査され，成分名称、が決定する。微細藻類の

INCI名を表5に示した。

「病は気から」と言う言葉がある。積極的ある

いは楽観的な考え方が免疫能を高め，消極的・否

定的な考え方が免疫能を低下させることはよく知

られている。特に女性においては，精神的な安定

のために毎日喜んで鏡を見られるようにするこ



とも，健康への大切なステップであると考える。

健康な素肌が健康な身体を作ってゆく。微細藻類

の生理機能を利用した基礎化粧品が健康作りの一

役を担ってほしいと願っている。

まとめ

微細藻類の生理機能については多くの研究が

なされており，本稿ではその一部を紹介した。そ

して，これらの生理機能を応用した健康補助食品

と基礎化粧品について概説した。

2400年前のギリシャの医者・ヒポクラテスが

食べ物と健康の関係について記している。中国で

は， r上薬・中薬・下薬」という区別があり，最
も良い「上薬jは，普段の食べ物であるとしてい

る。洋の東西に関らず，古くから，食べ物に注意

することが病気の治療や予防に効果があるとして

きた。「医食同源」である。

微細藻類を毎日の食事の一品として各家庭で

食されることが，藻食論の実行であり，医食同源

の実施である。そのためにも，微細藻類を低コス

トで培養・生産してゆくための努力をしてゆかな

ければならない。これは，微細藻類に関る者とし

ての使命であると考えている。

ところで，石油科学文明と称された20世紀は，

環境破壊など負の遺産を残した。そして，その反

省から 21世紀は植物科学文明にならなければな

らない。すなわち，化石エネルギーの利用から太

陽エネルギーの利用へと移行することである。そ

の意味で，微細藻類は植物科学文明の基盤を築く

ためのキーワードであると考えている。微細藻類

の多岐にわたる研究・開発が今後ますます活発に

なされ，これらの成果が地球全体に反映されるこ

とを切に願っている。

最後に，仏教詩人・坂村真民先生の詩「マイク

ロアルジェ(生命誕生)Jを紹介する。

この大宇宙には いろいろの惑星がある

表5 微細藻類のINCI名

Microalga Trade nam巴

Dunaliella salina Dunaliella and Pleurochrysis 

Pleurochrysis carterae Extract Powder 

Porphyridium purpu陀 um Porphyridium Extract 
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でも生命の存在する惑星は 今のところ

この地球だけである その地球に 初めて生

命を持つものが誕生した それはマイクロアル

ジェという海藻であり 今もなお生きているの

でその研究を続けている所が沖縄の宮古島にあ

りそこに「大宇宙大和楽」の碑が建った

地球に命が生まれた何億年前のものと同じも

のを造りだそうという 発願を知り わたしは

感動した ああ今や人間たちが この聖なる地

球を 破壊しようとしている時海に固まれた

日本よ マイクロアルジェという藻(も)にこ

もる 宇宙生命の誕生を知ろう

微細藻類について種々ご指導賜ったイリノイ

大学・陳学潜先生，藻食論についてご教示賜った

三浦昭雄先生に深謝いたします。また，微細藻類

の生理機能の研究でご指導賜った山形大学・原慶

明先生，高知工科大学・向畑恭男先生，富山医科

薬科大学・林利光先生，高知女子大学・渡辺文雄

先生，藤田保健衛生大学短期大学・日比野勤先生

に感謝申し上げます。
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石田健一郎:藻類はなぜカラフルになり得たか

真核光合成生物の葉緑体やシアノバクテリア

のチラコイド膜には光化学系-1と-11というこつ

の光化学系が存在することはよく知られている。

この酸素発生型の光合成系は， 25 ~ 35億年前と

いう太古の昔に祖先シアノバクテリアが獲得して

以来，一次共生や二次共生を介して様々な真核生

物の葉緑体にも受け継がれ，地球上で最も成功し

た光エネルギー獲得装置として今日に至ってい

る。この間，酸素発生型の光合成生物は驚異的な

進化と多様化を遂げてきたわけであるが，光合成

系そのものについて見てみると「色(色素組成)J
の多様化がその最も顕著なもののーっと言えるの

ではないだろうか。光合成生物の色彩は多種多様

であり我々の目を楽しませてくれるが，それは太

陽光のエネルギーを捕獲するために不可欠な基本

要素であると同時に，主要な分類群を識別するた

めの分類形質にもされている。従って，光合成生

物における「色jの多様化機構の解明は生物学の

重要なテーマのーっと言える。

酸素発生型光合成生物の光化学系はそれぞれ，

反応中心を含むコア部分とそれに附随するペリ

フェラルアンテナから構成されている(図1)。実

は，コア部分を構成する反応中心とコアアンテナ

は，シアノバクテリアから高等植物や褐藻類に至

るまで全ての酸素発生型光合成生物の間で非常に

保存されており，長い進化の歴史の聞にほとんど

変化していない。逆にペリフェラルアンテナ系に

はそれを構成するタンパク質と結合色素の両方に

大きな多様性が認められ，光合成系の多様化が主

にペリフェラルアンテナ系に起こったことがわか

る(1，2)。真核光合成生物のペリフェラルアンテナ

タンパク質には主に，紅藻，灰色藻，クリプト藻

に存在する水溶性のフイコピリン，ペリデイニン

色素を含む渦鞭毛藻に特有の水溶性 PCP

(peridinin -chlorophyll--a binding protein)，そして

疎水性でチラコイド膜内在性の LHC(light 

harvesting complex)タンパク質がある。この中で

LHCタンパク質はほぼ全ての真核光合成生物に

存在し(灰色藻では見つかっていなし、)，構造が

高度に保存されていることから，共通の祖先から

進化した一つの大きなタンパク質ファミリーとし

て認識されている(3)。しかしながら，そこに結合

する色素は実に様々であり，その組合せは分類群

間で大きく異なっている(表1)。例えば，紅藻で

は光化学系ーIにのみLHCタンパク質 (LHC・1)が

存在し，クロロフィルaとキサントフィル色素の

ゼアキサンチンが結合するのに対して，不等毛藻

では， LHCタンパク質 (FCPと呼ばれる)は光化

学系-11(および光化学系・I?)に存在し，クロ

ロフィルaとcそして多くの場合フコキサンチン

が結合する。また，緑藻や陸上植物では光化学

系-1と-11の双方に LHCタンパク質が存在し

(LHC-IおよびLHC-U)，クロロフィルaとbそし

てキサントフィルとして主にルテインが結合す

る。

さてここで疑問となるのが，どうしてLHCタ

ンパク質に結合する色素はこんなに多彩なのかと

いうことである。 LHCのような一つのタンパク

質ファミリーにこれほどの結合色素の多様性がど

のようにして存在するようになったのだろうか?

今年の2月27日号のPNASに論文を発表した

Grabowskiら(4)は，試験管内での色素-LHCタン

パク複合体の再構築実験系を用いてこの疑問に答

えている。論文の著者らは，大腸菌内で人工的に

C日只」
…ト~;-I~~~~I二10日仁

図l 光化学系一Iと IIの模式図。これは高等横物の例

(他の植物群の模式図は三室 1996(1)を参照)。白抜きは

コア部分を構成するサプユニット，黒塗りはペリフェ

ラルアンテナを構成するサブユニットを指す。



213 

表l ペリフェラルアンテナを構成するタンパク質と結合色素

光合成器官の進化段階 分類群 タンパク質 主な結合色素

酸素発生型原核光合成生物 シアノJ{クテリア PE，PC，APC PEB，PCB 

IsiA* (鉄分欠乏時) Ch1a 

原核緑色藻 PCB* Ch1 a， Ch1 b 

一次共生由来の葉緑体 灰色藻 PE，PC，APC PEB，PCB 

紅藻 PE，PC，APC PEB， PCB， PUB 

LHC-I Chl a， Zea 

緑色植物 LHC-I Ch1 a， Chl b， Lut 

LHC-II Ch1 a， Chl b， Lut 

二次共生由来の葉緑体 クリプト藻 PE，PC PEB，PCB 

(紅藻系列) LHC (CAC) Chl a， Chl c， Zea? 

ノ、プト藻 LHC (FCP) Chl a， Ch1 c， Fuc? 

不等毛藻 LHC(FCP) Chl a， Chl c， Fuc 

渦鞭毛藻 LHC (iPCP**) Chl a， Ch1 c， Per 

(ペリデイニン種) PCp** Chl a， Per 

二次共生由来の葉緑体 ユーグレナ藻 LHC Chl a， Chl b， Lut? 

(緑藻系列) クロララクニオン藻 LHC Chl a; Chl b， Lut? 

* : IsiAとPCBは， CP43というコアアンテナタンパク質から派生した互いに近縁なタンパク質である。

帥:LHC(iPCP)とPCPは進化的に全く別のタンパク質とされる。
IsiA: iron-atress-induced protein， PCB: prochlorophyte chlorophyll a/b protein， LHC: light harvesting complex protein， 

PE:フィコエリスリン， PC:フイコシアニン， APC:アロフィコシアニン， PCB:フイコシアノピリン，

PEB:フィコエリスロピリン， PUB:フィコウロピリン， Chl:クロロフィル， Fuc:フコキサンチン， Lut:ルテイン，

Per:ペリデイニン， Zea:ゼアキサンチン

発現させた紅藻の LHCタンパク質(色素が結合

していない)と 3つの異なる分類群(不等毛藻，

陸上植物，渦鞭毛藻)からそれぞれ抽出した色素

を使い，各色素がタンパク質に結合するかどうか

を調べた。その結果，本来紅藻には存在しない緑

色植物のクロロフィルbや不等毛藻，渦鞭毛藻の

クロロフィル C，さらにルテイン，フコキサンチ

ン，ペリデイニンなどのキサントフィルもちゃん

と結合することが判明した。さらに，これら外来

の色素で再構築した複合体は，光合成に必要なエ

ネルギー伝達も行なうことが蛍光スペクトルから

示された。つまり，紅藻の LHCタンパクは本来

細胞内に存在しない他の生物由来の色素であって

も，ちゃんと機能する形で結合することができる

のである。このことはLHCタンパク質が色素結

合において大きな柔軟性を持つことを示すと共

に，藻類の色素組成は LHCタンパクがどの色素

を結合するかではなく，細胞内でどの色素が合成

されるかによって決まることを示唆している。

ところで，結合色素の多様性はLHCタンパク

質だけに限られたものではなく，実は原核光合成

生物のシアノバクテリア/原核緑色藻群のペリ

フェラルアンテナタンパク質にも見られる。原核

緑色(プロクロロン)藻類はよく知られているよ

うに，クロロフィルaとbをもちフィコピリンを

欠くシアノバクテリアであるが，この藻群ではク

ロロフィル aとbカ宝PCB(prochlorophyte 

chlorophyll alb protein)と呼ばれるペリフェラルア

ンテナタンパク質に結合している。このPCBタ

ンパク質は，光化学系-11のコアアンテナの一つ

である CP43というタンパク質から派生し，進化

的にはLHCとは全く類縁性が無いとされているσ)。

一方で，シアノバクテリアにも IsiA(iron-

stress-induced protein)という，やはり CP43から派

生した PCBに非常に近縁なタンパク質が存在す

る。このタンパク質は鉄分欠乏時に特異的に発現

するタンパクとして知られ，機能がよくわかって

いなかったが，クロロフィルaを結合し，光化学

系4の周りに集合してペリフェラルアンテナとし

て機能するらしいことが最近明らかになった(6.7)。

どうやらシアノバクテリアにおいて鉄分欠乏時に

クロロフィルaだけを結合して一時的なアンテナ
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の役割を果たしていたIsiAタンパク質が，原核緑

色藻の誕生とともにクロロフィルbも結合するよ

うになり PCBタンパク質という恒久的なペリ

フェラルアンテナとして働くようになったと考え

ることができそうであるσ)。さらに，原核緑色藻

類は複数の系列が異なるシアノバクテリアから並

行的に進化した多系統群であると考えられること

から， IsiAタンパク質からPCBタンパク質への変

換が進化の過程で複数回起こったことになり，

IsiAタンパク質にも LHCタンパク質の場合と同

じように色素結合に対する柔軟性が存在する可能

性が高い。シアノバクテリアのIsiAタンパク質が

現在でもクロロフィルbを結合できるかどうか興

味のあるところである。

藻類は水深数十メートルの海中から陸上に至

るまで，分類群ごとに様々な光環境に対応して分

布している。例えば多くの紅藻は海の比較的深い

ところに多く分布するのに対して緑藻の多く光の

よく当たる比較的浅いところに多く分布すること

はよく知られている。これは，各分類群がそれぞ

れの色素組成に最も適した光環境を生育場所とし

ているためであるとしばしば説明される(補色適

応説∞)。今回のGrabowskiらの報告などから考え

ると，ペリフェラルタンパク質の色素結合に対す

る柔軟'性があったからこそ，細胞内で合成される

色素の変化に光合成系が柔軟に対応でき，光合成

生物が様々な光環境へ生育域を拡大することが可

能になったと解釈することもできるのではないだ

ろうか。現在我々の目を楽しませてくれる藻類の

カラフルさには，ペリフェラルアンテナタンパク

質のご都合主義が一役買っていたと言えるかも知

れない。
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(7) Boekema EJ， Hifney A， Yakushevska AE， Pio佐'OwskiM， 

Keegstra W， Berry S， Michel K-P， Pistorius EK and Kruip 

J 2001. Nature 412:745・748

(8)千原光雄 1999.藻類の多様性と系統(千原光雄編)

pp.2-14 

(カナダ・ブリティシュコロンピア大学)
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藤田大介:水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト 3

(1998 ~ 2000年)

北海道立水産試験場研究報告

1998 52: 1-8 名畑進一・酒井勇一:北海道東部

におけるウガノモクの初期菰態菰成と成長

1999 54: 33-40 名畑進一・干川裕・酒井勇一・

船岡輝幸・大堀忠志・今村琢磨:キタムラサキ

ウニに対する数種海藻の餌料価値

1999 56:125・135 赤池章一・吉田秀嗣・松田泰

平・八木宏樹・富山優:北海道積丹半島におけ

る大型海藻と無節サンゴモ群落の分布面積の年

変動

2000 57: 15-22 宮崎亜希子・辻浩司・大堀忠志・

西紘平:未利用褐藻類の原料性状について

2000 58: 1-8 西浜雄二・宮園章・渡辺晶子・中

島羊二:北海道北西沿岸における渦鞭毛藻

Dinophysis属プランクトンの出現状況とホタテ

ガイ下痢性貝毒毒力の経年変化

茨城県内水面水産試験場調査研究報告

1998 34:72・76 岩崎順・外岡健夫・浜田篤信:

震ヶ浦の藍藻類種組成変化に与える有機酸の影

響

1999 35: 11・24 岩崎順・外岡健夫・石川弘毅:

霞ヶ浦湖岸域における水生植物帯の生物環境

茨城県水産試験場研究報告

1999 37: 101・114 武士和良:茨城県海域におけ

る表面クロロフィルa量の季節変化

1999 37: 121・126 藤冨正毅:1997年に発生した

Ceratium furcaによる赤潮

千葉県水産試験場研究報告

2000 56: 35-45 田中種雄・清水利厚・三田久徳:

千葉県外房沿岸岩礁域の生物相の変化について

神奈川県水産総合研究所研究報告

1999 4:51・60 工藤孝浩:三浦半島，小田和湾

における海草群落の分布

東京都水産試験場調査研究報告

1998 210: 9・14 東元俊光・村井衛:フクトコブ

シ稚貝に対する数種海藻の餌料効果

富山県水産試験場研究報告

1999 11: 67・70 藤田大介・高山茂樹:富山県魚

津市地先における海草ウミヒルモとコアマモの

生育記録(短報)

2000 12:33・42 鈴木秀和・南雲保・藤田大介:

富山湾深層水中で自然繁茂する付着珪藻

2000 12: 43-46 藤田大介:富山湾深層水中に繁

茂する付着珪藻を用いて育成した一口アワビ

(英文)

石川県水産総合センター研究報告

1998 1: 43・46 田島迫生:アナアオサの栄養体

と成熟部に含まれている色素の吸光分析(英文)

愛知県水産試験場研究報告

1999 6: 13明20 鈴木輝明・青山裕晃・甲斐正信:

干潟の汀線付近における水質及びプランクトン

群集の特徴的な分布

京都府立海洋センター研究報告

2000 22:22・28 道家章生・井谷匡志・直矢護:

舞鶴湾におけるアマモ群落の特徴-1 密度，

現存量，草丈組成の季節変化

2000 22:29・35 道家章生・井谷匡志・麗矢護:

舞鶴湾におけるアマモ群落の特徴-D 分布の

制限要因

大阪府立水産試験場研究報告

2000 11: I・16 山本圭吾:1994 -1996年夏季の

大阪湾におけるGymnodiniummildmotoi赤潮の

発生状況について

兵庫県立水産試験場研究報告

1998 34:41・48 永田誠一・中筋昭夫・中谷明泰・

井川直人・堀豊:1995，1996年度漁期後半に播

磨灘のノリ漁場において観測された珪藻プラン

クトンについて(ノート)

1998 34:55・58 原田和弘・西川哲也・中西寛文・

安岡健・堀豊・吉田敏男:1997年7月に播磨灘

北西部沿岸(西播地方)で発生したシャットネ

ラ赤潮の養殖マガキに対する影響(ノート)

1999 35: 1-8 長井敏:大型の珪藻類CoscIno-

discus waiJesiiの播磨灘から採取された海底泥土

中における休眠細胞の形成と生存

1999 35:33・42 永田誠一・井口久和・柴宏有・

亀田賢一・中谷明泰・中筋昭夫・井川直人・西
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田一豊・谷田圭亮:大阪湾における水質の経年

変化

岡山県水産試験場報告

1998 13: 15-18 藤津邦康・小橋啓介・野坂元道:

餌料プランクトンの変動予測に関する研究冬

季の植物プランクトン群集の蛍光強度変化につ

いて

1999 14: 1-3 藤津邦康:備讃瀬戸周辺海域の濁

度の経年変化についてー1975・1996年

1999 14:4・7 藤津邦康・小橋啓介・野坂元道:

牛窓ノリ養殖場におけるノリの色素量変化と水

質環境について

1999 14: 8・10 尾田正:アマモの光合成活性測

定に関する 2，3の実験

2000 15: 1-3 藤津邦康・小橋啓介・林浩志:ノ

リ養殖場のおける溶存態無機窒素とノリの色素

量の関係について

2000 15:30司33 小見山秀樹・草加耕司:アマモ

の生育に及ぼす光量の影響

2000 15: 34-38 尾田正:アマモの枯死期及び葉

体の部位による光合成活性

広島県水産試験場研究報告

1999 20:21・25 橋本俊将:広島県水産試験場地

先における一次生産

福岡県水産海洋技術センター研究報告

1998 8: 61-64 岩淵光伸:ノリ養殖網の張り込

み水位の変化とノリ生産との関係

1998 8: 65-66 藤井直幹:ノリのアイソザイム

にみられる品種間差(短報)

1998 8: 91-96 江藤拓也・桑村勝士・佐藤博之:

1997年秋季に豊前海で発生したHeterocapsa

circularisquama赤潮の発生状況と漁業被害の概

要

1998 8:97・106 池内仁・神薗真人・杉野浩二郎:

玄界灘並びに対馬東水道における栄養塩及びプ

ランクトンの分布

1998 8: 119・121 杉野浩二郎・池内仁・大村浩

一・神薗真人:玄界灘及び対馬東水道における

透明度の変動

1999 9: 11・17 福澄賢二・太刀山透・深川敦平:

福岡湾における養殖ワカメの種苗による生長と

形態の相違

1999 9: 25-31 杉野浩二郎:響灘海域の水質の

変遺

1999 9:33・38 篠原満寄美・杉野浩二郎・佐藤

利幸・池内仁・吉田幹英・本田清一郎・神薗真

人:福岡湾における植物プランクトン群集の季

節変動

1999 9: 43-46 小谷正幸・岩淵光伸・藤井直幹・

湖上哲:海水中のあかぐされ菌の遊走子数とノ

リ葉体への感染の関係

2000 10: 45・48 岩淵光伸・湖上哲:スサピノリ

フリー糸状体のDNA簡易単離法

2∞o 10: 49・50 小谷正幸:ノリ葉体の色落ちの
数値化

2000 10: 51・55 尾田成幸:1卯8年度冷凍生産期

初期に発生したノリの特異的な色落ちと環境条

件

20∞ 10: 91・94 片山幸恵・神薗真人:豊前海に
おける基礎生産力

佐賀県有明水産振興センター研究報告

1998 18: 1-5 川村嘉応・鷲尾真佐人:ノリに含

まれる遊離アミノ酸の簡易抽出法

1998 18:7・14 川村嘉応・鷲尾真佐人・山口忠

則:養殖条件および運搬・蓄養方法によるノリ

含有の遊離アミノ酸量の変動

1998 18:37・52 川村嘉応:支柱式養殖のノリ生

産基本マニュアル(資料)

1999 19: 1・7 横尾一成・川村嘉応・東僚元昭:

滅菌泥中におけるアカグサレ病菌卵胞子の生存

1999 19:9・16 首藤俊雄・吉本宗央:有明海湾

奥部における底泥からの栄養塩類の溶出一I一

溶存態窒素ー

長崎県水産試験場研究報告

1999 25:27・30 桐山隆哉・光永直樹・安元進・

藤井明彦・四井敏雄:対馬豆酸浦でみられた食

害が疑われるヒジキの生育不良現象

宮崎県水産試験場研究報告

1999 7: 29-41 清水博・渡辺耕平・新井章吾・寺

脇利信:日向灘沿岸におけるクロメ場の立地環

境条件について

*文献の入力にあたり北里大学水産学部新鞍

俊寛氏の協力を得ました。

*水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト工

(1991・1995)は本誌45(2):126・130(1997)に，同日

(1996-1997)は46(2):123・124(1998)に掲載。
(富山県水産試験場)



書評一千~紹介 [ 
横浜康継著

「海の森の物語J(新潮選書)
新潮社 2001年7月20日発行

248頁+海藻おしばの作り方+文献7頁

1，300円(税別)

わが畏友，横浜康継先生がはなはだH寺宜を得

た科学i望書「海の森の物語」を出版された。まず

結章 (12章)に詳しく経緯ーが昔かれているが，横

浜さんは筑波大学!臨海実験センターを退官後に，

地図を広げてもなかなか見つけにくい東北の志津

川という町の自然環境活用センターをそっくりヲ1

き継いで，海の自然観察館を「チビッコ研究所」

に建て直し，海藻類の光合成を仁11心に海洋生物の

生理~生態学の研究を進め，その学識と科学する楽

しい経験を一般の人々に，さらにこれからの世界

を担っていく子供たちに伝えていこうと，現役H寺

代以上に生き生きとして活躍している幸せな男な

のである。

さて，今なぜ選喜一を舎かれたのか，出版社は告

かせたのかに大きな72:義があると思う。というの
は，まず，選書:とは多くの書物の中からある目的

にそって選んで発行する審物のことである。忍び

寄る地球温暖化の危機，これは先生が二十年jIIjの

最初の著書「海藻の謎」をまとめられたl時から，

いやそれ以前からこの重大性を指摘し将鋭を鳴ら

し続けてきたことである。しかし，経済優先主義

の 世の ~Iコで， 二酸化炭素排出;JJ~iljlj のための最低限

の約束事を決める京都議定書の発効すら，各国の

エゴと政治的不毛のI:IJで反故にされている現実に

対して，もう 一家IJの狐予もないことを再認識さ

せ，陸上の森林対策ばかりでなく淘の森の再生

保全を同時に進めて，二酸化炭素の封じ込み対策

を提唱している。私たちがtしめる 11ftーの水の惑

星，緑の地球を守るために今もっとも相応しく 必

要な選書であろう 。

本書は 12章に分けられて，海の森，iWのさま
ざまな色彩の光合成植物の海藻類に焦点を当て

て，その面白さをだれでもが体験できる干潮時の

海浜 ・磯の散歩ーから，水中メガネの覗き見をiillし
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ての海中林探索の説明な ど， いつの問にか読者を

海の森の世界に引き込んでいく(!-3章)。 そし

てこの本の強みはやはり横浜さんが，I~I 分自身で

研究し解明して得た自分の精通したデータを駆使

して説明されているので，全くの素人で・も十分に

迎W(できる内容になっている ことである。
j来所型緑藻が緑色光を利用できる色素である

シフォナキサンチンやシフォネインを持っている

ことを 20数年前に証明されたが， これは緑色の

藻類をすべて緑藻類として，いつの問にか一人歩

きをしてしまっていた「エンゲルマンの補色適応

説jを正しく理解させるように修正した大発見で

ある。また，シフォネインだけを含むチョウチン

ミドロの緑色光l吸収の証明はさらりと書き流して

いるが，当H寺は大変な苦労の末の結果であり，好

きな研究だからできたと笑って話す先生の笑顔が

浮かんでくる (4-5章)。

さて，~I ら考案 ・ 製作 し，改良を重ねて完成さ

せたプロダクトメーターを駆使して海藻類の色素

と光合成能を解明してきたわけだが，これは原理

は簡単で使いやすく ，容積僅か30mLの容器内に

10mしの海水を入れて作られた極微小の海で、海藻

の小片から作り出されるガスの変動をもとに， 二

酸化炭素吸収量と酸素排出量を計り ，微剥1I藻から

巨大謀類の光合成速度を計り，成長量および純生

産量まで解析する。海の森の生態は，最近横浜先

生がとくに精力的に研究を進めているアラメ，カ

ジメの生産量の測定から，海中林vs陵仁の森林 ・

草原の純生産量を比較し，海J菜類の生産量がいか

に高いかを説明しているが海藻の生産部門

(業)と消!J.{音1¥門(根茎)との収支決算は，陸上

植物の収支と比較して説得力がある。

また，磯1&けについて，その原因は発生区域や
1iJI究方法によって異なっており，直ぐに結論は出

せないけれど，たった一つの原因説にこだわり続

けることを戒め，給路な海とは食栄養を意味 しな

いこと，植物はあくまでも光のごはんで生きてい

ること，これを根本にして考えていくべき問題で

あろう 。 次に ， 白化 していく I~I v 、サンゴ1!(~は心が

Jfi'iむ|問題である。造機サンゴが褐虫諜との共生で

炭酸カルシウムの生成と沈積を重ねて，数百メ ー

トルの高さにまでに巨大な海中土木工事を成し遂

げて，ヨミ古の大気圏からいかに二酸化炭素の固定

に貢献してきたか，また，百メート lレ以上になる

植物プランクトンの目に見えざる巨木の海洋森林
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帯の光合成能とを合わせて，今われわれが極力化

石燃料の浪費を抑えて，海洋環境の保全と海洋生

物の活用を計ることがいかに重要であるかを，光

合成専門家としての確かな目を通して豊富なテー

タで子供にでも解るように説明してくれる。 (6

-10章)。なお，これらの章の中で，従来誤解し

やすかった光合成最適温度や日補償点といった用

語が，それぞれ光合成極大温度および日補償積算

光量といったように改められている。また，最後

に愛するお嬢さんのイラストでまとめである海藻

のおしば作りも楽しい。

以上，今もっともわれわれが知っておかなけ

ればならないもう一つの地球の物語は，だれにで

も解るように書かれているために一気に読ませて

頂いた。当初，書評などを書くつもりはなかった

のだが，しかし，同じ公務員として，はほ同じ年

数を同じような環境で恵まれた研究生活を送りな

がら「自分の得た生産物jをはとんど出荷するこ

となしに，早々と庖仕舞いをしてしまった私とし

てはせめてもの罪滅ぼしをしたいものと，隠居を

一時保留して素晴らしい友の素晴らしい選書の読

書感をまとめてみた次第である。

最後に，この志津川町の自然環境活用セン

ターでは，今後さまざまな学習計画や研究，研修

が行われる由，そこで私の独断だが，藻類学会の

会員のみならず，科学者として自分が横浜先生の

理想実現に協力できる商品(知識)をもっている

と自負できるひとは，是非とも先生に自分の商品

を売り込んで，将来の科学を担うチピッコたちの

ために，向学に燃える一般の人たちのためにボラ

ンテイア活動をしてはいかがかと思う。

舘脇正和(江別市あさひが丘47・13)
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真山茂樹 :珪藻で、水質環境を知るインタ ーネッ ト教材

今日，学校教育現場では，コンピュータや情報

ネットワークを利用する教育活動が盛んになって

きた。2002年度から実施される(高校では 2003

年度から)文部科学省学習指導要領でも ITの積

極的活用が福われており ，多様なコンテンツ開発

が望まれている。今回，中学および高校の理科，

生物あるいは総合的な学習の|時間jで利用できる，

珪藻の顕微鏡写真を用いて水質評価を体験する教

材をホームページ上に作成したので紹介する。

本教材のもととなったものは， J二山・小林

( 1986)による珪藻を用いて水質を判定するドライ

ラボである。生物と環境との関わり合いを授業時

間内で知ることのできる教材は少なく，彼らの開

発した教材の簡易版は，一部の高校生物の教科書

に掲載された。彼らの教材では，顕微鏡で見た珪

藻のプレパラー 卜を紙面上に再現することによ

り，通常身近ではないミクロの世界をマクロ感覚

で扱うことができる。しかし，紙面に印刷された

珪藻写真は繰り返し使用により劣化する。また，

当然のことであるがオ リジナルの教材は印刷部数

しか存在しないため，使用できる人の数が限定さ

れる，さ らにそれをコピーしたものでは匝|質が落

ちるという難点があった。今回作成した教材で

は，写真を含む全てをデジタル化することで，こ

れらの問題の克服を図った。

本教材ではホームページの言語である HTMし

のフレーム機能を用いることにより，ディスプレ

イ上にモデルプレパラート，デジタル図銑，珪藻

の学名の3つのウイン ドウを同H寺に提示した (図

1 ) 。 モテツレプレ J~ラートは 31女あり ， それぞれに

は強く汚濁した河川，中程度に汚濁した河川，ほ

とんど汚濁していない河川から採集した珪藻群集

の殻の顕微鏡写真が表されている。モデルプレパ

ラー ト 中 に表示した珪藻の個体数は 37 ~ 4 1 とし

た。モニター右側には図鑑を配し 36種類の珪謀

殺の写真を載せた。この図鑑は縦長で，画而1をス

クロールすることにより，すべての租類が一党で、

きるようになっている。図鑑のそれぞれの写真に

は，対応する学名を書いたファイルへリンクされ

ており， 写真をクリックすることで，モデルプレ

パラート下のウインドウに学名がカタカナとラテ

ン語で表示される仕組みになっている。また，こ

の学名の後には，その珪藻の汚濁に対する性質

を，汚濁階級指数 1 ~ 4 の数値で表示するととも

に，珪藻の学名を覚えなくとも作業ができるよ

う，図鑑の写真と対応する学名に同じ番号が付け

られている。実際，この教材を使用した学習者

は，カタカナで苦かれた珪藻の学名より，番号を

用いて作業をする場合が圧倒的に多かった。

本教材では，識別珪i抑制去(Kobayasi& Mayama 
1989， Mayama 1999)により水質評価を試みる。こ

のため，モデルプレパラート上の珪藻個体の同定

と計数作業のための集計表を別ページに用意し，

これにリンクした。学習者はこの集計表をプリン

トして使うこと になる。識別珪藻群法の原理につ

いては別ページに解説し，そこへもリンクした。

この教材をJ:I:lいて中学生 15人，高校生25人，

大学生 15人およ び中高教員 8人について水質評

価の作業体験をしてもらったと ころ， 1時間以内

に全員がモデルプレパラート2枚分の作業を終了

できた。また，開始 111寺間後では，多くの学習者

は3枚目のプレパラートの作業lわであったが，中

には3枚すべてをやり終えた者もいた。また， 学

，.，・'".‘・， ，雪~. M弘、ムrjJ} .，-""1) "/1;'弓ドp
;1. 喝 ~ ，i !;ミ .. i ぉ点~v li~ d肝 Ri 帽

a担J'"
回

7"，，，，，，':，'1;:・山内町山割引.-_ .......J叫ぴ岬町、 .:J川狗

正1 ニj
。 噌ラト?

図 I~rtt く ij:i i~~ し た河川のJJ 謀を示すモデルプレパラ ー

トの回而
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年と作業速度の聞に目立つた相関は見られなかっ

たが，教員では明らかにコンピュータが不得手と

みられる人もおり，そのような場合は生徒よりは

るかに作業時間を必要としていた。

l人に l台のコンピュータにより作業させた

が，私語も少なく，熱中して作業に取り組む姿が

見られた。作業の結果， 9割以上の被験者が正し

い汚濁指数を導くことができた。誤答の主な原因

は計算間違いであった。

今日，ホームページを用いた理科の学習教材

は，かなりの数に増えてきているが，それらの中

には単なる知識や情報の提供で終わっているもの

が少なくない。本教材はモデルプレパラートと図

鑑という情報をもとに，体験作業をおこなう点で

特色があり，かなりの効果を上げられると考えら

れる。

従来，理科および生物の教育における藻類教

材の導入は容易ではなかった。これは，藻類が水

中に生育すること，さらに微小藻ではよくメンテ

ナンスされた顕微鏡と，それを使いこなすある程

度の能力が要求されることが主な要因であると考

えられる。しかしコンピュータは，それが仮想的

であるにせよ，水辺をそして水中を教室内に持ち

込むことができる。また，ミクロの世界をマクロ

のサイズで提供できる。微小藻の形態の美しさや

珪藻の殻の模様の精密さには誰もが驚嘆する。こ

の事実を大切にしたい。なぜ、なら，この感動や驚

きこそが学習者に確固たる学習の動機付けを引き

起こす原動力になるからなのだ。ただ，残念なこ

とに，学校教育において藻類は扱われる機会が少

なく，教科書に載っている藻類の数も教科書改訂

の度に減少している(片山 1992)。しかし，藻類

は生物学的にも，水産学的にも重要なので，学校

教育から外される生物ではなく，むしろ未知の可

能性を秘めた教材生物と言えるのではないだ、ろう

か。先にも述べたが，現在学校現場は ITの導入

と活用が積極的に進められている。未来を創る子

ども達に，インターネットを用いて藻類のすばら

しさを伝えることは一考に値するであろう。

この教材lはまhtt申p://ρ'/wwwル g伊akugei.aおcι.伊/か-may抑ama// 

f向Uf'問'eaiν/mod必el]，町'/mo吋dた制el.h加ltmで公開してしい、る。
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原慶明:アジア太平洋藻類学連合国際シンポジウム

f21世紀の藻類学に向けてJ実施報告

6月22日-25日に，山形大学理学部先端科学

実験棟他を会場としてアジア太平洋藻類学連合国

際シンポジウム 121世紀の藻類学に向けて」

(International Symposium of Asian Pacific 

Phycological Association IPhycology Toward the 

21 st Century J)を実施した。予め日本を含めたア
ジア太平洋地区から 21世紀前半に藻類学のそれ

ぞれの分野で活躍が約束される研究業績と研究の

発展性をもっ若手・中堅研究者にオリジナルな研

究成果に基づく講演を， APPAの運営委員と役員

には21世紀の藻類学を展望するための基盤とし

て，それぞれの国の藻類学の実情の総括もしくは

自分の研究分野の動向と将来について総説的にま

とめた講演を依頼し，また基調講演として中国科

学アカデミー青島海洋学院のシニアー教授である

C.K.Tseng氏に依頼し快諾を得て開催に望んだ。

6月22日:受付とポスターの貼り付けを開始

し，第1回APPA運営委員会を開催した。委員会

終了後，山形市内の割烹にて運営委員会出席者お

よび海外からの招待講演者を交えNightSession 

(歓迎会)で旧交を暖めた。

6月23日:Opening Ceremonyでは最初に山形

大学理学部長(代理)斎藤和男氏と日本藻類学会

会長原慶明からの歓迎挨拶で口火が切られ，

APPA会長InKyuLee氏(ソウル国立大学)から

開会宣言があり，それに引き続きシンポジウムを

開始した。若手招待研究者による講演20題(セッ

ション 1・5)の発表があり，その後山形大学構内

の厚生会館食堂にて懇親会がおこなわれた。

6月24日:Tseng教授による基調講演に引き続

き中堅招待研究者による講演 12題と一般研究者

による展示発表14題，他にAlgalArt展示，中堅

招待講演者・APPA役員による講演9題が行われ

た。 ClosingCeremonyでは第1回APPA運営委員

会会議報告が運営委員会委員長川井浩史氏(神戸

大・理)より，また閉会の挨拶がAPPA会長(代

理)Jeong Ha Kim (APPA庶務幹事， Sungkyunkwan 

大学)より，さらに3rdAPPF(Algae2002)の案内

が準備委員長井上勲氏(筑波大・生物科学)より

あり，つくばでの再会を期して散会した。その

後，若手有志によるStudentNightが大学近傍で開

催された。

6月25日:早朝エクスカーション(河北町さく

らんぼ農園，ひなの湯温泉)に出発，荒天にもか

かわらず欠席者はほとんど無く，山形のサクラン

ボと温泉を楽しんだ。

Tseng教授から 93歳の高齢にもかかわらず

「我々 は (21世紀には)海洋農業を推進しなけれ

ばならない-1研究者の提案-Jの熱の入った講
演をいただいた。また若手研究者の講演，特に日

本人の講演は英語による発表のハンデを乗り越

え，内容及び論旨の進め方，研究程度の高さに驚

かされたという感想が寄せられた。J.A.West氏か

らは過去5年間にいろいろな国際集会に参加した

中で最もすばらしい内容であった等，同じような

賛辞がAPPA会長およびドイツの招待講演者から

もあったことを報告したい。

今では土産話となったが，大会3日目の猛暑の

日に約1時間にわたってエレベーター内に数名の

参加者が閉じ込められるというアクシデントが発

生した。その中に最高齢者のTseng先生と Trono

先生がおられるとの由。当日は休日であることで

もあり最悪の事態を想定し，消防署と警察署の救

助要請の許可を大学から得て待機した。幸いエレ

ベーターに詳しい事務職員の機転により無事開放

されたので大事には至らなかった。準備段階で，

山形大学理学部内には英語の表示がほとんど無い

ことに気づいていたので，英語の案内表示に腐心

したが，エレベーター内まで注意が行き届かな

かったことを反省している。

これまで基礎藻類学と応用藻類学は日本はも

ちろんアジア諸国及び世界レベルの学術集会でも

国際会議は分かれており，それぞれの分野の研究

者が一堂に会する機会はほとんど無かった。この

APPAの組織そのものも例外ではなく，基礎藻類

学に携わる研究者が多いので，今回招待講演者を

選ぶ際に意識的に応用藻類学者を優先した。その

効果は日本，韓国，マレーシア，フィリピンなど

の同国研究者聞にも新たな研究交流の場ができた

点を指摘しておく。

本シンポジウムの開催には来年つくば市で行

われるAPPAの本会議第3回アジア太平洋藻類学

連合フォーラムの運営連絡の場の提供という役目

をになっていた。第1日目にそのための会議を開
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保したが，その役害Ijは果たせたと思われる。ま

た，今回のAPPA及びその活動は，分極化し始め

ている斯界の トレ ンドの中で，アメリカ ・カナ

ダ，113・南米諸国を中心とした勢力と欧州連合を

中心とした勢力に匹敵する第3の勢力として位置

固めができたことも成果のひとつであろう。

会期中の延べ参加者数は 日本以外 12カ国23

名，合計94名であった。このように盛会裏にシ

ンポジウムを終了できたのも ，1:1本学術振興会，

山形県， 山形市，日本i菜類学会より補助金，後援

会場にて。左から Phang，Nelson， WeSI， KarSI巴n博士。

を受けたこと ，山形大学理学部， LU ~ I~ コンベン

ションビューロー，大風印刷J.東急観光より物心

阿而で助力いただいたことに依る。ここに記して

m.~謝申し上げる 。

シンポジウムの準備などは準備委員会幹事と

して原j変明， 川チ|ニ浩史， ii'iJ地正イ11'(日本代表APPA

運営委員)，本村泰三 (JSP英文誌編集委員長)，菱

沼佑(JSP庶務幹事)，半沢直人(JSP会創刊司王)， 

R. Jordan(LU形大 -型地球環境)が，準備委員と

して横山亜紀子 ・近藤貴靖 .Moat War Dai Naw . 

保科亮 -土屋英夫工藤吉Ij.梶川牧子 ・比嘉数 ・

谷ñV，~吾朗 ・ 越智 IIHï彦 ・ 宮丈仁 ・近野麻盟 ・ 11"Jt;j j!ilfi 
江・槌松|監行 ・ 佐々木政紀 ・ 佐藤潤 ・ 大泉春~'iJ ・

佐藤崇史 .LU ~膨大中iIi. 木下佳子 ・ 佐藤恵(以一|二 ，

山形大.J.lli .生)，谷本書)[:子 ・大山緑(山形大 ・迎!・

地球環:fJf)，内田英イ1$1(山形県企業振興公社)，長

里千香子 (:1ヒ大 ・院)，[1[岸隆弘(東北大 ・|民)， 

坂山俊英(東大 ・院)守屋真由美(筑波大 -生物)

が担当した。

(山形大・政)

:高田智 :アジア太平洋藻類学連合国際シンポジウム

121世紀の藻類学に向けてj参加記

平成 13年6月22-25日の41:111~~ ，上記シンポジ

ウムは日本の最高気杭40度8分の記録を持つ山

形市の山形大学理学部において行われました。講

演は23，24日で，内容は4部よりなり， 1部は若

手研究者によるオリジナルな研究成果に基づく講

演 2部は中堅研究者による21世紀を展望する藻

類学の総説的講演または先進的研究についての講

演， 3部は APPA委員 ・役員の研先紹介前演，そ

れに加えて4部は一般参力[[の砂|究者による展示発

表でした。

S巴ssion1大型藻類の分子系統について，3人の

若手研究者が講演を行いました。彩、もこのセッ

シヨンに入っており， ilJlい英語でアオサ ・アオノ

リの分子系統学的解析についてお話しさせていた

だきました。質問は，かの10hnA. West氏からい

ただいたのですが，はじめ何を聞かれているのか

さっぱりわかりませんでした。「もう一度お願い

します」と言うと，ゆっくりと質問していただけ

でなんとか聞き取れ，無事に fBothリと答えるこ

とができました。意志疎通のための英語力の必要

性を改めて痛感しました。

Session 2:休憩を挟んで微志111藻類の分子系統に

ついて4つの前泌がありました。若手ナンバーワ

ンで憧れの的である 1:1:1山さん (筑波大)の講演は

とてもきれいな PowerPointでのプレゼンテー

ションで，微細|梢造と分子系統学的!fJ刊ii'とのデー
タを比11史し，線路の系統進化についてお話しして

くださいました。このセッションでは最後に守屋

さん(筑波大)がPowerPointで、ス トラメノパイル

生物の動回を2度披露してくださいました。夜、に

とってなかなか縁がない生物群の動く姿を見るこ

とができ，感動しました。

Session 3昼食後， i:菜類を扱った細胞生物学と

創"胞ia伝学についての前演が行われました。私と
同じく山形大学理学部生物学科出身の長盟さん

(:1七大)の前演はとてもすばらしく，切れの良い英

語と美しいスライドで聴衆を魅了していました。

S巴ssion4休]間後，応用藻類学と題し 4つの剖i

i貨がありました。j峯辺先生(二|ヒ大)，水旧先生 (北

大)，そして Chu氏 (マ レーシア国際医科大)の



講演はそれぞれ非常に興味深いお話しでしたが，

なんといっても内村さん(科学技術振興事業団)

の講演は面白いものでした。独特のフランス語靴

りの英語で，現在最も注目されている海藻類であ

る地中海産Caulerpataxifoliaの駆除に関する研究

でした。銅イオンが染み出すシート下で本種はも

ののみごとに全滅していました。今後どのように

広範囲な実用が行われるのか興味が持たれます。

Session 5: 1日目最後のセッションは生理学・生

化学に関する講演でした。片岡先生(東北大)の

rVaucheriaの分校が青色光で、誘引される」という

講演は，最近緑藻ミル属の仕事を始めた私にとっ

て非常に興味深いものでした。 Vaucheriaでの驚

くべき発見は，微小管が核を動かしている事実で

した。核を集合させ，枝を発生するために必要な

遺伝子の発現と十分量の酵素群が生産され分校を

引き起こすそうです。緑藻ミル属はどのように小

嚢が形成されその小嚢達がどのように積み重なる

ことで丸(タマミル・コブシミル)や葉状(ヒラ

ミル)や枝状(ミル・クロミル)になるのかといっ

た今後の研究に大いに参考になりました。

懇親会は山形大学構内の厚生会館で行われま

した。サクランボや蕎麦など山形名物がずらりと

並びとても盛況でした。本村先生にWest氏を紹

介してもらい質問していただいたお礼をし，研究

についての有意義なお話しが聞けました。原研究

室の学生さんによる[花笠音頭」もすばらしかっ

たです。

2日目は今年で94歳になられた中国のTseng先

生のPlenaryLectureから始まりました。先生とは

ベトナムで行われた「有用海藻類の分類に関する

国際研究会Jでお会いして以来でしたが，締麗な
英語で将来の藻類養殖の展望についてお話しくだ

さりましたが，とてもお元気そうでした。

Session 6:中堅研究者による21世紀を展望する

藻類学の総説的講演または先進的研究の講演で

す。河地さん(国環研)の講演はストラメノパイ

ル生物群の新網Pinguiophyceaeについてでした。

いまだに綱レベルの未知生物が存在する藻類の多

様性に驚樗しました。このセッションの後，ポス

ターセッションへと移動しました。 14題のポス

ターがならぴ活気あふれる討論がなされました。

私が最も興味を惹かれたポスターは，私と山形大

学理学部で同期の，しかも現在も同じ北大にいる

塩野君のものでした。彼とは山形大入学時から毎

週のように聞かれた飲み会仲間でした。そのポス
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ターは「中心型珪藻 Thalassiosiratrifulta group及

び、Azpeitianodulifera groupにみられる北西太平洋

における新第三紀の進化特性についてJで，深海
掘削船で海面下6，000mの海底から堆積物を採取

し，そこに含まれる珪藻の量で約600万年前から

の進化を探るというものでした。分子系統学的解

析と違い，直接的な進化データが得られるこの分

野は非常に面白味があると感じました。

Session 7:ここでは和文誌「藻類Jの「藻類学
最前線Jでおなじみの石田さん (BritishColombia 
大)が「核ゲノムにコードされているタンパク質

が他のタンパク質と混同されることなく正しく葉

緑体まで運ばれ，それがどのようにして葉緑体包

膜を通り抜けて一葉緑体内へと移送されるのか?J
という問題についての講演をしてくださいまし

た。クロララクニオン藻がご専門の石田さんらし

く二次共生による葉緑体獲得機構の解明に繋がる

非常に興味深いお話しでした。

Session 8:本シンポジウム最後のセッションは

APPA委員・役員による研究講演で， Trono先生

(Philippines大)， Ang Put先生 (Chinese大，香砦)

ならびにPhang先生 (Malaya大)など世界を代表

するアジアの重鎮が登場しました。学ぶべき事の

多い講演ばかりでした。

中沢信午先生から始まる山形大学の藻類研究

は，安部守先生，高橋永泊先生へと引き継がれ現

在では菱沼佑先生，原慶明先生がさらなる発展に

お力を注いで、いらっしゃいます。私を含めた山形

大学出身の若手藻類研究者は，高橋さん(東北

大)，長里さん，塩野君，吉川君(以上，北大)， 

岩滝君，坂山君(以上，東大)，山岸君(東北大)

など多く，研究分野もバラエティーに富んでいま

す。それに加え現在山形大学在籍の学生さん達も

近藤君，保科君，工藤君を筆頭に興味深いデータ

をどんどん出してきています。今後ますます「お

もしろい藻類jを明らかにすべく共にがんばりま

しょう。

最後になりましたが，本シンポジウムの参加

機会を与えてくださった原慶明先生を始めとする

組織委員の皆様，本当にありがとうございまし

た。さらに本シンポジウム期間中，受付，スライ

ドならびに懇親会の準備をしてくださった多くの

皆様にお礼申し上げます。

(北大・先端科学技術共同研究センター)
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自然史学会連合ニュース

「自然史学会連合第7回シンポジウムー遺体が語る自然史ー」開催のお知らせ

日時:2001年 11月10日(土)午後 l時から 5時

場所:国立科学博物館新宿分館4階講堂(JR大久保駅北徒歩5分，新大久保駅北北西徒歩8分)

「死jは一般社会においてはネガテイブな概念であり，そこに生じる「遺体Jはあくまでも日常の社
会生活とは縁の遠い存在である。しかし，ナチュラルヒストリーは，まさしく「遺体」を研究対象と

することで発展してきた歴史を有する。「遺体」に取り組む最前線の研究者の研究成果を，一般社会人・

学生を対象に平易に紹介する。分野としては，動物学・植物学・古生物学・医学・解剖学・考古学か

らの話題提供がなされ，これら各分野を有機的に結び付けてきたナチユラルヒストリーの全体像を紹

介する機会となる。また分析型生命科学が隆盛をきわめるなかで，研究対象としての遺体を取り巻く

環境は大きく変わりつつある。参加する社会人や学生らとともに，多彩な研究成果を自然科学にもた

らしてきた「遺体jの現在・過去・未来を議論する。

13:IO~ 遠藤秀紀(国立科学博物館動物) 遺体が創る科学

13 : 55 ~中島功(昭和大学歯口腔解剖学) 遺体が語る「本人も知らない自分J
(休憩)

14: 50 ~塚越哲(静岡大理生物地球環境科学) 太古の遺体一化石がもたらす生物進化の情報-

15 : 35 ~辻誠一郎(国立歴史民俗博物館) 遺跡出土の遺体が語る人の生活と環境

16: 20 ~フリーデイスカッシヨン 遺体標本で博物館の高度化を図る

参加申し込みは不要。途中からでも自由に参加できます。

間合先:〒 169-0073新宿区百人町3-23-1 国立科学博物館 遠藤秀紀(自然、史学会連合事務局)

tel03・3364・23日，7127 fax 03-3364・7104 Email: endo@kahaku.go.jp 

ブラックパス政策に関する要望書の提出

平成 13年2月19日に自然史学会連合(加盟35学協会)から農林水産大臣あてに以下の要望書を提

出しました。

「貴省所轄の水産庁で、は，これまでブラックパス類(オオクチパスやコクチパス)を自然、水域から駆

除する政策を進めてこられました。中禅寺湖や奥只見湖では実際に駆除の効果が明白に認められてお

り，関係者のご努力に敬意を表する次第です。しかるに最近の報道等で，水産庁はこれまでの管理政

策を見直し，オオクチパスに対する漁業権を緩和し，公的に容認する水域を一気に増加させる「すみ

わけ」政策に転換すべく準備中と聞き及び，たいへん驚いております。自然史学会連合は現状での政

策転換に反対します。もし，この政策転換が現実になれば，生物多様性条約締結国としての責務を負

う我が固において，水生生物の多様性の保全に重大な問題が生じるからです。オオクチパスによる日

本の在来水生生物に対する食害の被害の深刻さは各地から報告されております。政策転換によって全

国に公認釣り場が設置されれば，心ない一部の釣り人などが本種を持ち出し，許可水域以外の自然水

域に移殖する危険性が増大します。実際にここ 30年にわたってオオクチパスが，さらに最近 10年弱

の聞にコクチパスが急速に生息水域を拡大した主な原因に，生息水域から非生息水域への意図的な放

流が指摘されています。また，少数の公認釣り場に大勢の釣り人が押し掛ければ，資源維持のために

大規模な種苗生産施設が必要になり，そこで生産された種苗の一部が不法な移殖に利用される危険性

も生じます。外来魚の違法放流を防止することを目的として公認釣り場を設置することは，世界的に

例を見ず，保全生物学上誤った政策だと思います。違法放流を防止するために，これまでの駆除政策

を強化しつつ，オオクチパスの移殖放流はもとより，飼育や譲渡についても適切な規制を加えること

が不可欠です。政策転換は違法放流の実行者を是認することになり，それは生物多様性条約締結国と
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しでもつべき理念からも明らかにはずれる世界に恥ずべき退歩であると言わざるを得ません。

自然史学会連合は，今回の政策転換を心から憂慮するものです。大臣におかれましては，上記の諸

事情をご勘案いただき，適切なご判断をたまわりますよう意見を具申する次第です。」

地域博物館アクションプラン

自然史学会連合連合の遠藤秀紀氏(国立科学博物館・動物研究部)は学術会議動物研連を中心に，

大場達之氏(千葉県立中央博物館)， i賓田隆士氏(福井県立恐竜博物館)と私的な懇話会を聞き，地域
博物館の研究環境を高度化するための課題を集めて発表し，勉強会を聞きました。学術会議研連のこ

ういった運動と呼応し，自然史学会連合の地域博物館アクションプランは，博物館の研究強化のため

の具体策を提唱して参ります。どうぞ参加各学協会の皆様から，アクションプランへの積極的なご発

言・ご指導をお願い申し上げます。

地域教育アクションプラン

今年度試行段階としての活動を始めました。今回は，教育現場の先生方の窓口として，自治体レベ

ルの教育研究集会(教研)理科部会を選びました。実際は，連合運営委員のってを頼りに，千葉市教

研理科部会の夏期実技研修時に連合派遣講師による実技研修を組み込んでいただきました。講師は，連

合運営委員でもある遠藤秀紀氏(日本晴乳類学会，国立科学博物館)にお願いいたしました。このプ

ランは，現場の先生方から派遣内容について希望を出していただき，連合内で適任者に講師をお願い

する方式をとっていますので，今回も市教研からの「動物解剖についてJという希望に応じての講師
派遣でした。派遣費用や材料費は連合の負担です。

当日は21名の先生方と生徒l名が実習にあたり，そのほか理科部会役員の先生方も交えて，てきぱ

きと作業が行われました。自然史学会連合からは遠藤講師の他，このプラン担当の森田氏(千葉中央

博物館・連合運営委員)と西田氏(中央大学・連合運営委員)が参加しました。中学における解剖実

習の意義や基本理念などを説明しながら，各自 1頭ずつのマウス頭部を約2時間かけて解剖しました。

肉食動物の例としてタヌキとハクピシン l頭ずつの頭部も提供され，希望者が利用しました。

動物を解剖することが罪悪であるような論調や，解剖無用論も一部にありますが，自らをヒトとい

う生物として認識し，生命を構造と機能，多様性という観点から実体験を通じて理解する上でも，解

剖実習の教育効果は大きいものがあります。動物でも植物でも，解剖実習に必要な知識を持った先生

が減少している傾向は，大学教育にも問題がありますが，大学でそのような実習を行える教員が減少

していることも事実です。そのような点を補うために，連合の地域教育プランは小さいながらも一定

の役割を果たせるのではないでしょうか。

今回の経験をふまえ，地域教育プランの実効性，連合としての活動にふさわしいものかどうか，継

続するならばどのようなかたちが最善か，などを議論してゆきたいと思います。現場の先生方からの

ご意見を集約し，役に立つ活動とは何かを見きわめてゆくことが必要ですし，事務局構成員が定期的

に入れ替わる連合の組織内で，学会の協力を効果的に引き出すことが可能かどうか，などを具体的に

煮詰めなければなりません。加盟学協会内でも具体的に議論していただきたいと思います。今後も自

然史教育という共通の目的に沿って，連合を活用いただけるようなご意見をいただけますよう，お願

いいたします。

自然史学会連合ホームページ

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/ujsnh/main.htmには以下の情報が載せてありますのでご覧下さい。なお上

記の記事内容もご覧いただけます。

1) トップページ一目次， 2)自然史連合とは?， 3)運営委員・顧問， 4)運営の規則，

5)これまでの活動， 6)連合シンポジウム，7)関係学協会のシンポジウム， 8)連合の課題，

9)関連出版物， 1 0)所属学会へのリンク

田中次郎(東京水産大学・自然史学会連合運営委員)
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第14周囲際進化原生生物学会大会のお知らせ

国際進化原生生物学会(IntemationalSociety for Evolutionary Protistology :通称ISEP)は，藻類から

寄生虫に至るまで原生生物の進化を，形態，構造，代謝生理，分子といった様々な観点から研究する

人々の集まりで， 2年ごとに大会を開催してそれぞれの研究成果を発表しています。その第14回目の

大会が， 2002年 6 月 19 日 ~24 日の日程で，カナダのパンクーパーにあるプリティッシュコロンピア

大学で開催されます。

近年，藻類と葉緑体を持たない無色の原生生物が切っても切れない間柄にあることが明らかになり，

藻類の進化は無色の原生生物なしでは論じられないという時代になってきました。そういった意味か

ら，この学会には世界各国の著名な藻類学者も多数参加しています。今回は，開催場所がパンクーパー

ということでアクセスが良いこともあり，学会として日本を始めアジアから多数の参加を期待してい

ます。

会期:2002 年 6 月 19 日 ~24 日

会場:ブリティッシュコロンピア大学 UniversityofBritish Columbia， Vancouver， B. C.， Canada 

日程:

6月19日:受付，エグゼクテイプミーテイング，歓迎レセプション

6月20日:開会宣言，会長挨拶，研究発表

6月21日:シンポジウム:寄生性原生生物の進化，研究発表

6月22日:研究発表，エクスカーション，懇親会(於 :UBC人類学博物館)

6月23日:研究発表

6月24日:大会終了

参加申込み:下記の大会ホームページより申込用紙をダウンロードし，必要事項を記入の上 rISEP

regis岡山n，Dep紅伽lentofZoology， University ofBritish Columbia， Vancouver， BC V6T lZ4， CanadaJ 

まで参加費(為替等)を添えて郵送して下さい。

発表申込:参加申込と一緒に発表題目を提出して下さい。なお，この学会の伝統として大会のため

の要旨集は作成しませんので，要旨を提出する必要はありません。発表の際の使用言語は「英

語」です。

参加費 :4月30日以前申込の場合， US$225 (会員)， US$255 (非会員)。

5月1日以降申込の場合， US$275 (一律)。

参加費には研究発表会場への入場，歓迎レセプション，懇親会，昼食，その他の軽食のための

費用が含まれています。

大会についての問い合わせ先:

Dr. James D. Berger 

Dep紅伽lentof Zoology， The University of British Columbia 

Vancouver， BC V6T lZ4， Canada 

Dr. Patrick Keeling 

Dep紅加lentof Botany，百leUniversity of British Columbia 

Vancouver， BC V6T lZ4， Canada 

ホームページ

大会について :httP:l!www.botanv.ubc.ca/keeling/ISEPHome.html

学会について :htto://megasun.bch.umontreal.ca/iseo/iseo.h凶 l

石田健一郎(プリティッシュコロンピア大)
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英文誌 49巻 1号掲載論文和文要旨

芹;畢如比古¥横浜康継人 有賀祐勝3司田中次郎水温環境の異なる 2つ地域に生育するカジメ (褐

藻司コンブ目)の側葉における光合成と呼吸

Yukihiko S巴risawa，Yasutsugu Yokohama， Yusho Aruga and Jiro Tanaka: Photosynthesis and respiration in 

bladel巴tsof Ecklonia cava Kjellman (しalllinariales，Phaeophyta) in two localities with different temperature 

conditions 

I援活i梅i或(高知県手結地先)と温海域(静岡県下田市鍋田湾)に生育する カジメ(褐藻，コンブ目)

胞子体の側葉における光合成および|呼吸の特性を比較した。光合成および呼吸の測定には差働式検容

計のプロダク トメー ターを}'f:Jいた。両地のカジメと も20
0Cでの光合成ー光曲線じおいては，純光合成

速度は 25μmolIII九一lより弱い光条件でほぼ等しく，光飽和点は 200-400μmolm-2sーlであった。両地

のカジメとも光飽和光合成速度は夏季と秋季よりも冬季と春季で高かった。光強度400μmol町 2clに

おける純光合成の最適温度は手結産カジメでは通年27
0

Cであったが，鍋田産カジメでは 25-27
0

Cで

あった。両地のカジメとも29
0

Cまでの最適温度を超えた温度における純光合成速度の低下は夏季と秋

季より冬季と春季において著しかったが，手結産カジメの純光合成速度の低下は鍋田産カジメよりい

ずれ季節でも小さかった。両地のカジメとも|呼吸速度は常に1RL度の上昇にしたがって増加した。両地

のカジメの呼吸速度においては，乾燥重量当た りでやや手結産カジメの値が低かったことを除けば，

明瞭な差違は認められなかった。(I東水大 -資源育成志津川111]自然環境活用セン ター 東農大 -

国際食料情報)

吉田天士1・左子芳彦2・内田有恒2.日本の各海域から分離された AlexandriumtamarenseおよびA

catenellaの PSP毒成分組成比の地理的差異

Takashi Yoshida， Yoshihiko Sako and Aritsune Uchida: G巴ographicdifferences in paralytic shellfish poisoning 

toxin profiles alllong Japanese populations of Ale.λ百ndriwl1tamarense and A， calellella (Dinophyceae) 

日本各地から分離されたAI白百ndrium印marese(L巴bour)Balech 27株(大船渡湾産7株，広島湾産 11

株，播磨灘産7株，渥美湾産2株)，A， catenella (Whedon et Kofoid) Balech 25株(大船渡湾産4株，

田辺湾産 7株，播磨灘産5株，浦ノ内湾産4株，111川湾産5株)ついて， HPLC蛍光分析j去を用いて

PSP毒成分をil!lJ定した。広島湾産の A，tamarenseを|徐くと， 1 *111胞当た りの毒量は， これまでの報告

と同様に，分離地が北であるほど高く，筒へ行くほど低い傾向が認められた。これは，分離地が北で、

あるほど比毒性の高いカルパメイト春群 (neoSTXやGTXI-4)を多く含み，分離地が南へ行くほどN-

スルフォカルパモイル毒群 (C1-4， GTX5，6)の組成比が高いことによると考えられる。次に，各株の

PSP毒組成比についてクラスター解析を行なったと ころ 各地域ごとに固有の毒組成比が存在する こ

とが示された。また，播磨灘産A.tamarenseでは分離年が異なる株|淘でも PSP毒組成比は保存されて

いた。一方，大船渡湾産 A.tamarense， 1988年に分離された播磨灘産A，tamarenseおよび浦ノ内湾産

A. catenellaのように，一つの海域からの分離株間でPSP毒剤1成比に多様性が認められた。しかしなが

ら，異なる PSP毒成分比を有するいくつかの個体群が混在していても ，PSP毒組成比がBiparentalな

遺伝71~質である こと を考慮すると それらの毒組成比は海域ごとに固定され，複数の分離株のPSP毒

剤1成比について解析することでその海減に固有のPSP毒成分比を得ることが可能であると考えられる。

今後，PSP毒組成比が有毒種の人為的な伝捕を追跡するためのマーカーとして利用されることが期待:

される。(I福井県大・生物資源京大院 ・農)
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Dimitriadis， 1.・ Katsaros，C.・Galatis，B. : Sphacelaria rigidulaの頂端細胞における中心体の機能と

微小管の編成に対するタクソールの効果

Ilias Dimitriadis， Christos Katsaros and Basil Galatis: The effect of taxol on cen住osomefunction and microtubule 

organization in apical cells of Sphacelaria rigidula 

Sphacelaria rigidula Kutz.の間期の頂端細胞を 10μmolL-1のタクソールで4時間処理したところ，微

小管の編成が劇的に変化した。通常の細胞では微小管は中心体に集まり，中心小体の周辺部を核とし

て伸長する。タクソール処理を施すと，原形質，核周囲および中心体に結合していた微小管がほとん

ど消失し，充分に編成された微小管束が表層/表層下に多数観察された。この微小管束は軸に沿って

配向する傾向があり，通常は円筒状の細胞壁に沿っているが，それ以外の配向もみられた。細胞の頂

端部の微小管は円頂部の度層にまで達しているらしく，時折その湾曲部に沿って曲がっている。一方，

細胞の基部における微小管は隔壁付近でとぎれている。タクソール処理は有糸分裂細胞にも大きな影

響を及ぼした。典型的な中期細胞は非常にまれにしか観察されず，後期にみられる典型的な染色体配

列は全く観察されなかった。通常，染色体は単独あるいは小さな塊となって散乱していることがわ

かった。タクソール処理を始めたときの細胞周期の段階によって，非典型的な有糸分裂配置が異なる

ことがわかった。タクソール処理によって，非典型的な有糸分裂時の微小管束の位置と配向は撹乱さ

れ，核膜は完全に崩壊した。通常みられる中

心小体の分離も撹乱された。表層の微小管束は間期の細胞にみられるものと似ているが，タクソール

処理した有糸分裂細胞には観察されなかった。対照的に，明確な中心を欠く多数の微小管が中心小体

付近にみられた。細胞分裂はタクソール処理によって阻害された。有糸分裂細胞にみられる核周囲お

よび中心体に連結した微小管は，間期細胞でみられるような微小管系に徐々に置き換わっていった。

タクソール処理開始時に細胞分裂の隔壁がすでに形成され始めていた場合は，細胞分裂面に微小管が

みられたが，この現象は正常な細胞では観察されなかった。以上の結果より次の点が明らかになっ

た;(1)間期細胞における中心体の微小管形成能はタクソールによって著しく阻害される;(2)中心

体の微小管形成能は細胞周期の聞に変化する;(3)タクソ}ルは有糸分裂および細胞分裂に大きな影

響を及ぼす。加えて，間期細胞の表層/表層下の細胞質は，多数の微小管束を形成する能力を有して

いると思われる。(Univ.Athens， Greece) 

Henderson， D. C.・Kropf，D. L. :ヒパマタ類接合子における微小管配列の細胞質pH感受性

David C. Henderson and Darryl L. Kropf: Microtubule紅raysin fucoid zygotes紅巳sensitiveto cytoplasmic pH 

褐藻Pelvetiacompressa (J. Ag.) De Toniにおいて，細胞質pHによる微小管配列や臨形成の調節につ

いて調べた。細胞質pHは弱酸性のプロピオニン酸と弱アルカリ性のメチルアミンを用いて調節した。

pHが通常の7.4-7.5から約7.0に酸性化すると微小管の配列が撹乱した。凝集活性は中心体から非局在

化して核包膜上に拡散し，微小管の数は減少し，微小管は細胞表面まで伸長しなかった。 pHを約8.0

にアルカリ化すると凝集活性の非局在化が起こったが，中心体ははっきりと残っていた。メチルアミ

ン処理をすると微小管は様々な方向に伸長し，無秩序な配列を示した。微小管が関与する仮根の形態

形成と細胞分裂は，細胞質pHがわずかに変化することによって撹乱されることがわかった。 (Univ.

Ut油，USA) 

Goulard， F.・LeCorre， G. • Diouris， M.・Deslandes，E. . Floc'h， J-Y :培養条件下のSolieriachordalis 

(紅藻網)におけるUDPグルコースピロホスホリラーゼ活性と UDPグルコース・4・エピメラーゼ活性

に関連する NDP糖質唱フ口リドシドおよび紅藻デンプンのレベル

Fabienne Goulard， Geraldine Le Corre， Marcel Diouris， Eric Deslandes and Jean-Yves Floc'h: NDP-sugars， 

floridoside and floridean starch levels in relation to activities of UDP-glucose pyrophosphorylase and UDP-

glucose-4屯pimerasein Solieria chon尚lis(Rhodophyceae) under experimentaI conditions 

Solieria chordalis J. Ag.は，限られた栄養塩(例えば，非強化海水)， 75 mol photon.m-2 S-Iの光強度
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および明暗周期12:12の条件下において，藻体に紅藻デンプンとフロリドシドを蓄積した。藻体を強

化培地 (150μmoIL-I N031-および7μmolL-I PO/) ， 35 moI photons m九ーに明暗周期 12: 12の条件

に移すと，デンプンとフロリドシドのレベルは減少した。このような培養条件下で，主要なヌクレオ

チド二燐酸 (NDP)糖質(例えばUDPグルコース， UDPガラクトース， ADPグルコース)やUDPグ

ルコースピロホスホリラーゼ(酵素番号2.7.7.9)やUDPグルコース・4-エピメラーゼ(酵素番号5.1.3.2)

の活性を測定した。藻体内における UDPグルコースおよびUDPガラクトースは紅藻デンプンやフロ

リドシドを蓄積する条件で増加し，紅藻デンプンやフロリドシドの分解する条件で減少した。一方，

ADPグルコースレベルはわずかに変動しただけであった。 UDPグルコースピロホスホリラーゼ活性

は紅藻デンプンが合成される条件下で増加したが， UDPグルコースー4-エピメラーゼはほとんど変動

しなかった。これらの結果は， UDPグルコースピロホスホリラーゼがNDP糖質や炭水化物ストック

の調節を司っている可能性を示唆している。(Univ.Bretagne Occidentale， France) 

Sussmann， A. V.・DeWreede，R. E. :ブリティッシュコロンビア(カナダ)南部の丸石が散在する

海岸における，かさぷた紅藻 rPetrocelis franciscanaJ (スギノリ目)の季節性
Andrea V. Sussmann and Robert E. DeWreede: SeasonaIity of the red algaI crust ‘Petrocelis franciscana' 

(Gigartinales， Rhodophyta) on boulder-strewn shores of southem British Columbia， Canada 

パンクーパーのプラルド入江(プリティッシユコロンピア本土)とパンクーパー島ソーケ(ブリ

ティッシユコロンピア)の潮間帯にはいたるところに丸石が散在しており，その上には，Mastocarpus 

papillatus (Ag.) Kutz.の四分胞子体世代である，かさぶた紅藻rPetrocelis [r，剖cisc佃 aJSetchell et Gardner 
が不連続のパッチを形成している。本研究では， 12ヶ月あるいは 18ヶ月にわたって， 2地点でみられ

る60個体を月毎に写真におさめ，表面積の比較を行った。 rPetrocelisJは季節によって発生量が著し
く変動し，調査した個体が比較的低い生存率を示したことから，以前に提唱されたように静的で長期

間 (25年以上)生存する個体はまれであることが示唆された。秋期と冬期には，草食動物，老化した

組織の離脱，および非生物的要因により， r PetrocelisJの発生量は目立つて減少し，春期から秋期初
めにかけて組織の再生と比較的迅速な成長が観察された。 (Univ.British Columbia， Canada) 

小林聡1・小島夏彦2・板倉茂3・今井一郎4・松岡教充5:連鎖型無殻渦鞭毛藻類，Gyrodinium impudicum 

Fraga et Bravoのシス卜の形態

Satoru Kobayashi， Natsuhiko Kojima， Shigeru Itakura， Ichirou Imai and Kazumi Matsuoka: Cyst morphology 

of a chain-forming unarmored dinoflagellate Gyrodinium impudicum Fraga et Bravo 

連鎖型無殻渦鞭毛藻類のGyrodiniumimpudicum Fraga et Bravoは過去に長崎県大村湾および熊本県

八代海で赤潮の原因種となり，Gymnodinium A3型種と仮称されていた種類である。本種のシストを

西日本沿岸域(播磨灘，中海)より見出し，その形態学特徴を記載した。生シストは半球形で，鉱物

片などの基質に付着しており， 1-2個の大きなredpigmented accumulation bodyを備えていた。空

シスト(発芽後のシスト)の発芽孔はスリット状とジグザグのアウトラインを持つタイプが観察され

た。生シストの外観はChattonellaのシストに類似していた。 Chattonellaの生シストとはredpigmented 

accumulation bodyを持つ点で，空シストとは発芽孔の形態で明瞭に区別された。底泥中に生シストを

発見する機会は非常に少なく，本研究での分布密度は 1ceIl.cm-3以下であった。 (1東京久栄・技術セ

ンター 2大阪工大・一般教育瀬戸内海区水研 4京大院・農長崎大・水産)

ColI， J.1・Oliveira，E. C.2 :ブラジルで採集された新種Porphyradrewiana (紅藻ウシケノリ目)

Javier CoIl and Eurico C. Oliveira: Porphyra drewiana， a new species of red algae (Bangiales， Rhodophyta) 

from BraziI 

ブラジル南東の海岸で採集したPorphyradrewiana CoIl et OIiveira sp. nov.を記載した。本種は単層

で雌雄同種，葉緑体は細胞あたり 1個で，藻体の縁辺には顕微サイズの鋸歯はみられず，単胞子は形
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成しない。葉状体および糸状体世代のどちらも 3本の染色体を有している。形態的にはPorphyra

spiralis Oliveira et Coll var. amplifolia Oliveira et Collに最も類似しているが，(1)藻体の形状， (2)散

在的・部分的に多層化した栄養藻体， (3)呆胞子母細胞の第一分裂において，核よりも葉緑体が先に

分裂する点， (4)母細胞あたりに形成される果胞子および不動精子の数， (5)培養条件下における糸

状体世代の形態と性質，が異なる。ブラジルでみられるPorphyra種を同定するための比較表を示した。

('Univ. la Rep. O. del Uruguay， Uruguay， 2Univ. Sao Paulo， Brazil) 

藤井修平・上中美和・中山伸・山本良一・寓奇司郎:Boekelovia hooglandii (オクロモナス目，黄金

色藻網)の指肪酸組成に対する塩化ナトリウムの影響

Shuhei F吋ii，Miwa Uenaka， Shin Nakayama， Ryoichi Yamamoto and Shiro Mantani: Effects of sodium chloride 

on the fatty acids composition in Boekelovia hooglandii (Ochromonadales， Chrysophyceae) 

Boekelovia hooglandiiの脂肪酸組成に対する塩濃度環境の影響を調べた。 GC分析により，この藻類

は主な脂肪酸としてC14:0，C16:0， CI6:1， C18:4， C20:0， C20:5， C22:5， C22:6を含むことが分かった。細

胞を 0.05Mから 0.8Mに至る異なった塩濃度で培養すると，濃度の増加につれて脂肪酸組成に占める

C14:0， C16:0， C16:1の割合が減少し，逆にC18:4，C20:5， C22:5， C22:6などの高度不飽和脂肪酸の割合

が増加することが分かった。細胞を 0.2Mから 0.6M塩化ナトリウム濃度に移すと， 4時間以内に高度

不飽和脂肪酸の割合が増加したが，細胞を低張処理しでも高度不飽和脂肪酸の割合は4時間以内に変

化しなかった。B.hooglandiiは短時間でその高度不飽和脂肪酸を増加させることで高張な塩環境に適

応する生理的特徴を持っていると考えられた。(帝塚山大・短大部)

英文誌 49巻2号掲載論文和文要旨

Li， D.・Liu，Y.・Song，し:Nosñ.フ'csphaero~ぬ'sKütz. (シアノバクテリア)の連鎖体塊への分化およ

び連鎖体と栄養糸状体の構造特性の比較

Dun-hai Li， Yong-ding Liu and Li-rong Song: Hormogonia mass di百"erentiationfrom Nostoc sphaeroides Kutz. 

(cyanobacterium) and the comparison of structual characteristics between hormogonia and vegetative filam巴nts

指数増殖期のNostocsphaeroides Kutz.のコロニーを新しいBG-110培地に移すと，前培養で使用し

た培地に関わらず，連鎖体に分化することが明らかになった。これによって，連鎖体への分化が培地

におけるリンやカリウムの状態や浸透圧効果とは直接関係ないことが示唆された。一方，定常期の培

養細胞を新しい培地に移しでも，連鎖体への分化は全く起こらなかった。しかし，前培養で不完全な

培地を使用すると，コロニーから培地へ連鎖体を遊離しやすいことがわかった。この結果は，ネン

ジ、ユモ類の生活史の主要なステージである栄養糸状体の形態や微細構造が環境に適応して変化するの

に対して，本種の胎芽と同様に連鎖体の形態は変化しないことを示した。(ChineseAcademy of Sciences， 

China) 

Fernandes，し F.1・Zehnder-Alves，L.1・Bassfeld，J. C.2 :ブラジルから最近記載された珪藻

Coscinodiscus wailesii (コスキノディスクス目)の形態と分布

Luciano F. Fernandes， Leticia Zehnder-Alves and Jackson C. Bassfeld: The recently established diatom 

Coscinodiscus wailesii (Coscinodiscales， Bacillariophyta) in Brazilian waters. 1: Remarks on morphology and 

distribution 

CoscInodiscus wailesii Gran et Angstは海産の大型の中心目珪藻(直径280~ 500μm)で，平らな殻

面をもった円柱状の被殻，殻套上の縁辺部にある2列の唇状突起，そして2つの大型唇状突起によっ

て特徴づけられる。ブラジル南部のParanaParanagua湾において採集した天然サンプルと培養細胞を，

光顕および走査型電子顕微鏡を用いて正確に同定し，形態観察を行った。調査したいずれの集団の珪
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藻にも，殻の中心に典型的な中央ロゼットあるいは透明域がみられた。ブラジルにおける本種の分布

域情報を修正し，考え得る輸送媒介について議論した。 Parana沿岸で散発的に発生する本種のブルー

ムは局地的な栄養作用連鎖によるものと思われる。('Univ.Federal do Parana， Brazil， 2 Univ. Federal do 

Parana， Brazil) 

Phillips， N.・Smith，C. M.・Morden，C. W. :効果的な褐藻DNAの抽出法
Naomi Phillips， Celia M. Smith and Clifford W. Morden: An effective DNA extraction protocol for brown algae 

褐藻は一般的に多糖やポリフェノールを多く含むため，これまでの方法では全DNAの抽出がうま

くいかないことが多かった。分子をもとにした進化学的研究には現代の分子生物学的技術は必須であ

るが，分解されにくい多糖やポリフェノール化合物は，そのような分子生物学的技術を適用しようと

する際に妨げになる可能性がある。我々はヒパマタ目，特にホンダワラ類について幅広く長期にわ

たって研究を続けており， DNA抽出法に問題を抱えていたため，信頼性のある DNA抽出法を開発す

る必要性に迫られた。初めの研究では，後の経験的な開発をするために最も実用的な臭化セチルトリ

メチルアンモニウム (CTAB)をもとにしたDNA抽出法を確立した。いくつかの成分は二次的化合物

をキレート化したり，還元的な抽出条件をっくり出すような効果があるため，濃度を上げるか，ある

いは抽出バッファーに添加した。一見わずかな変更に思われるが，結果的に高度に還元的な抽出バッ

ファーが得られ，効果的に全DNAを抽出できた。このような改良点について詳述し，様々な褐藻や

組織の保存法を用いた改良プロトコールの信頼性について論証する。(Univ.Hawaii， USA) 

Zucchi， M. R.・Necchi，O. Jr :培養した淡水産紅藻数種の成長と色素量における温度，照度および光

周期の影響

Marcelo Ribeiro Zucchi and Orlando Necchi Jr: Effects of temperature， irradiance and photoperiod on growth 

and pigment content in some freshwater red algae in culture 

淡水産紅藻7種，Audouinella hermannii (Roth) Duby， A. pygmaea (Kutz.) Weber-van Bosse， 

Batrachospermum ambiguum Montagne， B. deJicatuJum (Skuja) Necchi et Entwisle， B. delicatuJumのシャ

ントランシア世代，B. macrosporum Montagne， Compsopogon coeruJeus (C. Ag.) Montagneの培養株を

用いて，温度，照度および光周期に対する相対成長率(%day-l)と色素量(クロロフィルa，フイコ

シアニン，フィコエリトリン)の反応について解析した。 10，15， 20， 25t:の温度条件および65，300 

JlIIlol photons m-2s-1の照度条件で実験を行った。それぞれの照度で2種類の光周期条件(明期:暗期

が16:8および8:16)を設定した。温度と照度による成長率の変化は， 3つのパラメーター聞であきら

かに相互作用がみられた。ほとんどの種類が低照度で最も高い成長率を示したことから，淡水産紅藻

が低照度条件を好むことが確認された。一般的に長日低照度条件で最も高い成長率がみられた。成長

率における至適温度条件は種によって異なり，同じ種でも照度によって至適条件に違いがみられた。

温度条件の違いによって色素量にもっとも有意な差がみられたが，照度や光周期の違い，あるいは3

つのパラメーター聞の相互作用による色素量の違いはみられなかった。その反応は種特異的であり，

特定の温度，照度，光周期条件では同じ種でも色素によって違いがみられた。フィコシアニンは一般

的にフイコエリトリンより含有量が多く，フイコピリンタンパクはクロロフィルaよりも含有量が多

かった。典型的な遮光条件下のA.hermanniiとC.coeruJeusにおいて全色素量が最も多かった。予想

された照度と色素量の反比例関係はC.coeruJeusにおいてのみ観察された。全般的に，最も高い成長

率を呈した培養条件と最も高い色素量を呈した培養条件は一致しなかった。 (SaoPaulo State Univ.， 

Brazil) 

中村省吾1・荻原春雄1・神保絹絵1・舘石緑1・高橋哲郎2.吉村建二郎3.久保田守4・渡辺正勝4• 

中村宗一5:クラミドモナスの多眼点変異株について

Shogo Nakamura， Haruo Ogihara， Kinue Jinbo， Midori Tateishi， Tetsuo Takahashi， Kenjiro Yoshimura， Mamoru 
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Kubota， Masakatsu Watanabe and Soichi Nakamura: A Chlamydomonas reInhardtii Dang巴ard

(Chlamydomonadales， Chlorophyceae) mutant with multiple eyespots 

細胞あたり 1から 4個以上の眼点を持つクラミドモナス (ChlamydomonasreInhardtii Dangeard)の

変異株を単離し，それをmes・10と名付けた。野生株は細胞あたり l個の眼点を，細胞体の赤道面あた

りの細胞膜と近接した葉緑体包膜の下(内側)に持つ。一方， mes-1Oではその眼点は葉緑体内の様々

な場所に位置する。 mes・10は480・500nmの光に対して負の走光性を示した。この行動はmes-1Oと同

じく多眼点を持つために走光性を示せなくなったとされる ptx-4(Pazour et al.， J. Cell Biol. 1995; 131: 

427・40)とは異なっていた。今回の研究から， mes・10は多眼点を持つが光受容体や光情報伝達機構の機

能は失われていないと思われる。この変異株は光情報に対する応答の仕組みだけでなく，細胞内にお

ける眼点の形成機構を調べるのに有用であると考えられた。(1富山大・理 2北陸先端大・材料科学，

3東大院・理 4基生研 5琉球大・理)

小亀一弘:ムラチドリ(褐藻綱，ムラチドリ科)の培養下での生活史

Kazuhiro Kogame: Life history of Chnoospora Implexa (Chnoosporaceae， Phaeophyceae) in culture 

日本産褐藻ムラチドリ ChnoosporaImplexa 1. Ag. (カヤモノリ目，ムラチドリ科)の生活史を室内

培養で調べた。本種は，直立する配偶体と盤状の胞子体が交代する異形で二相の生活史を示した。配

偶体は雌雄異株で，同形配偶子を形成した。接合子は20'C長日条件で胞子体に発達し，それは複子嚢

を形成した。その複子嚢から放出された遊走細胞は再び胞子体に発達し， 20'Cと25'Cの長日条件では

常に複子嚢を形成し， 25'Cの短日条件ではおもに単子嚢を形成した。単子嚢から放出された遊走細胞
は雌雄異株の配偶体に発達した。 15'Cで接合子由来の直立体が形成され，核DNA量の顕微分光蛍光

測光によりその直立体は複相であることが示された。融合してない配偶子の発達と生殖は，接合子の

場合と同様であった。いくつかの培養株は，胞子体期を経ずに配偶体的藻体が形成されるという直接

型の生活史を示した。(北大院・理)

鈴木秀和1・南雲保2・田中次郎3.海産着生珪藻 Cocconeisheteroidea (珪藻網)の殻微細構造

Hidekazu Suzuki， Tamotsu Nagumo and Jiro Tanaka: Morphology of the marine epiphytic diatom CocconeIs 

heteroIdea (Bacillariophyceae) 

本邦沿岸で採取したフサイワズタ(Caule.明 ok，抑 urae)とユカリ(PlocamIumtelfairiae)に着生していた

CocconeIs heteroIdea Hantzschの光学顕微鏡および電子顕微鏡(TEM，SEM)による殻微細構造の観察結

果を報告する。殻は楕円形からほぼ円形。縦溝殻:殻面は滑らかな凹状。縦溝は顕著にS字状をなし，

殻の外側では中心域と殻端でともに広がって終わる。縦溝の内側の溝は狭く盛り上がった軸域にあり，

中心域では殻縁部方向に曲がって終わり，殻端側では細長く狭い鈎状に曲がった蝿牛舌状をなす。条

線は1列の小さな円形の胞紋からなる。胞紋には中心配列の穿孔を持つ薄皮が殻の内側に近い位置に

張る。帯片は接殻帯片のみからなり，開放型で鋸歯状突起はない。無縦溝殻:殻面は顕著な凸状。条

線は2-5列の長胞からなり，殻の内面に円形に閉口する。その小孔列は無紋域に沿った3-4列の曲

線および、殻縁部に沿った楕円形をなす。長胞には平行配列の穿孔を持つ薄皮が殻の外側に近い位置に

張る。帯片は接殻帯片，中間帯片および連結帯片の3枚からなる。接殻帯片は開放型で鋸歯状突起は

ない。中間帯片と連結帯片は開放型で，共に小舌を有する。 (1青山学院高等部 2日歯大・生物東

水大・資源育成)

鈴木秀和1・南雲保2・田中次郎3.本邦沿岸からの海産珪藻Cocconeisshikinensis Hid. Suzuki sp. 

nov. (珪藻網)

Hidekazu Suzuki， Tamotsu Nagumo and Jiro Tanaka: A new marine diatom， CocconeIs shIkInensIs sp. nov. 

(Bacillariophyceae) from Japan 

伊豆諸島式根島地錠で採取したスリコギズタ(Caulerparacemosa v訂 .laete-vIrens)に着生していた新
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種Cocconeisshikinensis Hid. Suzukiの光学顕微鏡および電子顕微鏡(TEM，SEM)による殻微細構造の観

察結果を報告する。殻は楕円形。色素体はC字形で，縁は浅裂する。縦溝殻:殻面は滑らかな凹状。縦

溝は直線状をなし，殻の外側では中心域と殻端でともに広がって終わる。縦溝の内側の溝は狭く盛り

上がった軸域にあり，中心域では殻縁部方向に曲がって終わり，殻端側では細く短い蝿牛舌状をなす。

殻端域の無紋域はやじり形で肥厚する。条線は1列の小さな円形の胞紋からなる。胞紋には中心配列

の穿孔を持つ薄度が殻の内側に近い位置に張る。帯片は接殻帯片のみからなり，開放型で鋸歯状突起

を有する。無縦溝殻:殻面は滑らかな凸状。条線はいくつかの長胞からなり，殻の内面に円形に閉口

する。長胞には平行配列の穿孔を持つ薄度が殻の外側に近い位置に張る。帯片は接殻帯片，中間帯片

および連結帯片の3枚からなる。接殻帯片は開放型で鋸歯状突起がある。中間帯片と連結帯片も開放

型で，共に小舌を有する。なお，富山県水産試験場深層水利用施設内で自然繁茂した付着珪藻にも同

様の珪藻が見いだされ，観察の結果，式根島産のものと同一種であると判断された。(I青山学院高等

部 2日歯大・生物 3東水大・資源育成)

Hable， W. E.・ EerNisse，P.・Hoggan，M.・Kropf，D. L. :ヒパマタ類の発生初期におけるカルシウム

イオン透過担体の効果

Whitney E. Hable， Peter EerNisse， Michael Hoggan and Darryl L. Kropf: Effect of calcium ionophores on early 

development in fucoid algae 

多くの研究例があるにも関わらず，ヒパマタ類の発生初期におけるCa2+の役割については未だによ

くわかっていなしB。イオン透過担体は細胞質のCa2+活性を劇的に高めるために用いられるが， Ca2+の

機能を調べるためには充分に活用されていない。我々は，ヒパマタ類海藻の発生初期にCa2+イオン透

過担体A23187とイオノマイシンを一定量添加し，その効果を解析したところ，どちらのイオン透過

担体も実質的に同様な効果を示した。イオン透過担体処理によって，細胞接着分泌物，仮根成長，負

光屈性は減少したが，完全に停止せず，発芽は遅延した。これらの結果から判断すると，処理した接

合子では分泌が部分的に損なわれているのかもしれない。驚くべきことに，光極性や細胞分裂はこの

処理の影響を受けず，これらの過程はCa2+の恒常性を必要としないことが示唆された。 (Univ.Ut油，

USA) 
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日本藻類学会50周年記念グッズー立体写真の撮り方

「藻類立体写真集」を作ってみませんか

来年2002年に開催される大会に向けて， 50周

年記念グッズが企画されておりますが，そのーっ

として 「藻類立体写真集」の作成が進んで、おりま

す。この写真集ははがき大の紙聞に2枚の写真を

印刷 し，立体視メガネで見ることによ って，立体

像として観察するものです。現在のところ 3シ

リーズ 1. SEMによる微細藻類の世界，2 珪藻

の世界， 3.毎藻の世界 (いづれも仮称)が計画

されております。写真には簡単な説明を付記し，

多くの方々にi菜類に興味を持って頂けるよう配慮

する予定です。

撮影方法をご紹介しますので，皆様もぜひ3D

写真の撮影にご参加lください。

立体写真の撮影方法

1.磯などの生態写真

撮影装置:2台の同型のカメラに同型レンスを
装着したものを三脚雲台に固定し，ダブルレ リー

ズをつけます(区11)。

l;gl 1 搬彩装置

図2ヒパマタの生育写真(北海道厚岸海岸)

撮影方法 :立体写真で一番大切な要素は被写

体までの距離と2台のカメラのfl!lJ隔で、す。神宮氏

(目立インターメデイ 7クス)の情報によると，

被写体までのWI~l~lf:が数 1 0c lll ~数m まではカメラ

間隔は一定で，24cIllが一番良い結果が得られる

とのことでした。私も実|祭に撮影して見ました

が， 良い結予~が得られました(区1 2 ) 。 ただし ， た

とえばほほ無|浪速である富士LUの立体写真を jîf~影

するには ， 1日l隔を 201ll ~f度に広げないといけない

ようです。

まず，2台のカメラを被写体のI:IJ央に向けま

す。オートフォーカスは使わず，マニュアルでピ

ントを合わせます。露出はオー トでかまいませ

ん。レリーズにより同時にシヤ 1ターを切 りま

す。

2. 走査電顕 (SEM)写真(本号表紙写真)

観察の倍率にも関係しますが，左右2枚の写

真を 10。ほど傾斜をかけて撮j;悲します。 l枚目

は+50 ， 2枚目は-5。傾斜してJ最影すると，

左右で 10
0

違った像が得られます。

これぞと思われる作品ができましたら何卒下

記までお送り下さい。会員の皆様のご協力をお願

いいたします。またご不明な点がございましたら

ご連絡下さい。

連絡先 :干 102-8159千代田区富士見 1-9-20

日本歯科大学雨雲 保電話03-3261-8601

南雲 仙~ (E[本政Jj'!学会50!j'iJi[三記念事業笑行委員会)
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学会録事

平成 14年度日本藻類学会の運営方法について

日本蕊類学会の運営はその年度の大会時 (3月

末)に開催する総会で基本案件の森議 ・承認を受

け行われてきたが，平成 14年度の大会は

r AIgae2002J (7月:つくば市)に組み込まれるた
め，それまで総会開催の機会がない。従って，会

計決算 ・予算，庶務報告 ・事業予定，編集報告 ・

出版計画等，学会の基本的な運営にかかわる案件

を半期以」二審議・承認を受けないまま経過するこ

とになる。学会の行事が例外的な日程でJffiめられ

るとはいえ，このままの学会運営は避けなければ

ならない。そこで平成 14年度は総会開俄までの

期間，会計，編集，庶務，会員管理以!係で、総会の

示認を必要とする基本案件をとりあえず持ち回り

評議員会(同年3月までに開催)で仮に承認して

いただき， 7月 (総会)にあらためて正式に審議 ・

承認を受ける予定である。この変則的な運営方法

を予めご承知|おきいただきたい。

植物分類学関連学会連絡会第 14回会議報告

標記の第 14回会合が日本植物学会第65回大会

会期中の2001年9月28日に東京大学駒場キャン

パスで開催された。ifliHi'I学会からは菱沼佑庶務幹

事が出席した。本学会以外では地衣類捌究会，極

生物学会，植物地理分類学会， 1:1本植物分類学

会，日本シダ学会，日本蘇苔類学会の各代表者が

出席し，以下の議題について話し合われた。

1 )合同名簿について，作業の進捗状況が報告さ

れ，出版経費等の負担方法や印刷J.発送について

話し合われた。経費負担については前回と同様に

名簿掲載者から実質会員数を算出し，それをもと

表紙の説明

に各団体が経費を負担することが確認された。

2)植物学会H寺における連絡会主催のシンポジウ

ムは，来年度も実施することになった。具体的な

テーマの決定にはいたらなかったが，日本務苔類

学会のネ111田啓史氏と種生物学会の芝池博幸氏に生

物多様性のデータベース構築に関連した内容のシ

ンポジウムの企画をお願いすることとなった。

3)現在，動物分類学関連学会連合と植物分類学

関連学会連絡会参加学会を統合した日本分類学会

連合(仮称)設立の計画があり ，この分類学会連

合への植物分類学以J:illi学会連絡会としての対応に

ついて話し合われた。日本分類学会連合と植物分

類学関連学会連絡会との関係は独立したものであ

り，日本分類学会迎合への参加等は，各連絡会参

加学会の意志によるものであり ，本連絡会として

はこれまでどおり活到Jしていくことになった。日

本分類学会連合への参加について，ほとんどの植

物分類学関連学会連絡会参加学会では正式な設立

の趣意書や参加要諮は受け取っておらず，具体的

な検討に入っていない学会がほとんどであった。

4)さきに IAPT(lnternationalAssociation of 

Taxonomy)から2004{lニに日本での開催要請の

あった IAPTシンポジウムは，同年8月上旬開催

を予定しており，1:1本槌物学会や韓国植物学会の

共催も受け，アジアの研究者が全世界的な植物分

類学研究にどのように貢献できるかなどをテーマ

に準備が進行していることが報告された。

5 )岩槻氏が関係して いる GBIF(Global

Biodiv巴rsitylnformation Facility)について，本連絡

会は，今後とも協力していくことになった。

Phacus sp. (ミド リムシ諜)のSEM立体写r!l

J:I二上勲氏 (筑波大)提供

日本藻類学会50周年記念夕、ッズ写真集掲載予

定の写真です。
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会員移動



編集後記:

今，この時ぞと牛を喰らい，株を買い，飛行機

に乗った。結局何一つ人間には無用の物であり，

T為であることを実感。貧乏人は麦を食い，ぼろ

服を着てようやっとやすらぐ。

またまた，ひとつ歌を。

ii朝満ちて，ナノリソの実の，ささやきは，
kつの海の，ざわめきかJ(J.T) 
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世界中で不幸な出来事が勃発して，慌ただ

しい今日この頃です。こうして学会誌を編集

していられる日本は平和なのでしょうか。本

号を無事刊行すれば，編集を担当させて頂い

て3分の2が終わります。次巻から50巻，もう

ー踏ん張り，気を引き締めて頑張りたいと

思っています (T.N.)。
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賛助会員

北海道栽培漁業振興公社(060-0003札幌市中央区北3条西7丁目 北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-0463北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108-0074東京都港区高輪2-16 -5) 

有限会社浜野顕微鏡 (113-0033東京都文京区本郷 5-25-18)

株式会社ヤクルト本社研究所(186-8650東京都国立市谷保 (769)

神協産業株式会社 (742-1502山口県熊毛郡田布施町波野962-1) 

理研食品 株式会社 (985-8540宮城県多賀城市宮内 2-5 -60) 

三洋テクノマリ ン株式会社 (103-0012東京都中央区日本橋堀留|可1-3 -17) 

マイクロアルジエコーポレーション (MAC)(104-0061東京都中央区銀座2-6 -5) 

(株)ハクジュ・ライフサイエンス (173-0004東京都板橋区板橋3-6 -17 SKT板橋3階)

(有)祐千堂葛西 (038-3662青森県北津軽郡板柳町大字板柳宇土井38-10) 

株式会社ナボカルコスメティックス(151-0051東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-29 -7) 

日本製薬 株式会社ライフテック部 (598田8558大阪府泉佐野市住吉JirJ・26)

共和コンクリート工業株式会社 (060-0061北海道札幌市中央区南 1条西 1丁目 8有楽ピル)

海産微細藻類用培地

<特徴>

@ 多療な、 側 目灘買に使用できる。

@ 手軽に使用できるので、時間と、労力の節約。
@ 安定しだ性能。 ・叩間引爪品川町川ずピ

@ 高い増殖性能。 海産微細藻類用

海産{櫛目藻類培養

~. 1J. 人工海水SP

IMK培地澗日人工;fa7J< IL悶XIO コードお5.013'13

j毎産微細藻類用

~. 1J. I MK培地

100L用XIO コード 護協013:33

1Il00L用X'Iコードー摂泌01:131

夕刊 IMK-SP培地 1 
.1L周XIO コード反主主013-11

「多くのi跡目藻類に共通して使える培地力T市販されていない。」
という声にお答えして、“株式会社海洋ハ.イ1テクノロジ.ー研究所"
により、研究開発され疋I吉地です。

又、人工j毎水1d:~@.J<SPの成治が自然に近い形で混合されてお
り、精製水に溶かすだけでj毎水として手軽に使用できます。
※人工j跡 SPIel:干融関相留Iのお町村勝察組です。

製造 @財鳴機株式会社 7イ7テック部
大|切符泉佐野市住吉IIIr26務

販売Q.和光純薬工業桝司会社

大阪市'1"'火:1玄道修1111三rI=l1.I.s:2J，}
干541-0045 TEL 06-6203-3741 
東京都中央|メー口木椅四丁目 5番 13~} 

干103-0023 TEL 03-3270-8571 

干598-0061 TEL 0724-69-4622 
東京都千代川区~工事11 111-丁 目 9 Wf 8 号

干101-0031TEL 03-3869-9236 
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圃PC制御
園 ネツー対応でリモート蜘

仕様

分 解 能・ 0.204nm(格子像)、0.36nm(粒子像)

試料ステージ ー高精度ハイパーステージ

加速電圧:40-120kV 
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世界の淡水産紅藻
熊野茂著

85判・上製416頁・本体価格28000円

消澄な水域に生息している淡水産紅藻は，環境汚染に極めて敏感であるため.地球的規模での水の汚染の危険を人

類に知らせる有効な指標としての役割jを担っている.しかし水質の汚染に伴い残念ながら淡水産紅i車種のいくつか
の種は既に絶滅し，また多くの種の絶滅が危倶されている.本書は淡水産紅穣という分類群の現時点での研究成果

をまとめたものであり，世界で認められている淡水産紅藻の大部分の分類群を，種，変種のランクまで収録する.

淡水藻類入門淡議滝野市究 山岸高旺編著

85判・ 700頁(口絵カラー含む)・本体価格25000円

「日本淡水深図鑑jの編著である著者がまとめる，初心者・入門者のための魯.多種多様な藻類群を，平易な言葉で誰にも分

かるよう，丁寧に解説する.1縞， II編で形質と分類の概説を行い， m編では各分野の専門家による具体的事例20編をあげ，
実際にどのように観察・研究を進めたらよいかを理解できるように構成する.

淡水藻類写

淡水藻類写真集ガイドブック

1巻 山岸高旺・秋山優編集

-20巻 各巻町判・ 216頁・ 100:"--ト
l' 2巻 4000何， 3-10巻 5000円， 11-20巻 7000円

山岸高旺著

R弓車11・144頁・本体価格3800円

新日本海藻誌一日本産海藻類総覧ー士回一
85判・総頁 1248頁・本体価格46000円

本書は古典的になった岡付金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全両的に書き直したものである.I日本海藻誌J刊
行以後の約60年間の研究の進歩を要約し， 1997年までの知見を盛り込んで，日本躍として報告のある海藻(緑藻，褐藻，紅

il(i)約u∞穂について，形態的な特徴を現代の言葉で記載する.植物学・水産学の専門家のみならず，広く関係各方聞に必
携の書.

を動小林珪藻図鑑

藻類の生活史集成 堀輝三編

第l巻緑色藻類 B5・448p(185種) 8脚円

第2巻 褐通事・紅藻類 B5・424p(171穂) 8∞o円
第3巻 単細胞性・鞭毛謀類 B5・400p(146種) 70∞円

陸 掴m 源 一矧上植物の起源 波遺伝tI!!噌掬 細部 捌輝ニ

一緑藻から緑色植物へ A5・376p・4800円

最初に海で生まれた現生植物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したのか一一.分子生物学，生化学.発生学，形態学な

どの成果にもとづく探求の舎.

日本演水藻図鑑剛弘幸 l糊旺編集
85・9ωP'38脚円

図鐙としての特性を最高度に発揮さす為に凶版は必ず左頁に，関版

の説明は必ず右頁に組まれ，常に図と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索表を配し読者の使宜を凶る.

小林弘
南雲保・出井雅彦・真山茂樹・長田敬五著

藻類多様性の生物学 千原光雄編著
85・4α)P'切ω円

藻類の今を見渡L，理解するための最適の番.斯界の第一人者により，

i草学および問辺領域の膨大な知識の帯積が整理され，新しい研究成果

も取り入れられている.ii*i学を学ぷ方，またこの分野に興味のある方

の新た企スタンダード.

日本の赤澗生物 福代・高野
共網

干原・松岡

一写真と解説 85・430p・13剛円

臼本近海および日本の淡水械に出現する200種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分類・同定に有効なー冊.

原生生物の世界 丸山 :l'I:著
丸山雪江絵

細菌.藻類，菌類と原生動物の分類 85・判Op'28棚円

原生生物，すなわち細l覇，藻類，菌類と原生動物の分類というtI大な

世界を綴密な点描画とともに一巻に収めた類例のない書

表示の価格は本体価格ですので.別途消費税が加算されます. 14誤認52官結.5;522:内田老鶴圃



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類JJ<. ")クナンバー 価格，各号，会員 1，750円，非会員3，000円;30巻4号(創立30周年記念増大号，
1・30巻索引付き)のみ会員5，000円，非会員 7，000円;欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。「藻

類」パックナンバーの特別セット阪売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類J索引 1・10巻，価格，会員 1，500円，非会員2，0∞円;r藻類j索引 11・20巻，価格，会員2，0∞円，非
会員3，0∞円，創立30周年記念「藻類j索引 1-30巻，価格，会員， 3，000円，非会員4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補， 1977， A5版， xxviii +418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼

文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載。価格7，∞o円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine a1gae of the North Pacific. 1. A. Abbott・

黒木宗尚共編， 1972， 85版，xiv+ 280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日

米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977， 85版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会Jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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